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　本当に懐なつかしい顔だった。

　この一年半、夢にまで見た相手だった。

「まさか、まだこの世界にいたなんてなあ！」

　リビングのテーブルで、俺の正面に座って微笑ほほえんでいる男。

　こいつは凄すご腕うでの《ブレイ剣ブフェンサ士ー》で、いわゆる俺の幼おさな馴な染じみってやつだ。

（嫌いや味みなくらいイケメンで、文武両道の完かん璧ぺき超ちよう人じんだったけど）

　昔から妙みように気が合ったんだよなあ。何をするにも一いつ緒しよにやった覚えがある。

　もちろん、あの日も同じ場所にいて、だからこそこの世界に来たわけで──。

「……ご主人さま」

「ん？」

「……こちらの方は、どなたさまでしょうか？」

　そういやこいつは知らなかったな。

　そもそもユミエルと出会ったのだって、俺がひとりになってからだ。

「えっとだな。こいつは俺の幼馴染だ」

「……幼馴染、ですか？」

「そう。名前は倉くら本もと蓮れん次じ。こいつも《フリーライフ》のメンバーなんだ」

　その言葉を聞いて、ユミエルはわずかに目を見開いた。

「……話だけは伺うかがっていましたが」

「それがこいつなんだよ」

「…………」

　驚おどろいているんだろう。無表情ながら、動きが若じやつ干かんぎこちない。

　俺だってさっきは驚いたもんな。まさか、こいつが訪ねてくるだなんて思わなかった。

　というか、この世界でもう一度会えるなんて、考えたことも──。

「……ご主人さま」

「ん？」

「……確か、もうひとりいらっしゃるのですよね？」

「《フリーライフ》のメンバーのこと？」

「……はい」

　問いかけるユミエルに首しゆ肯こうで返す。

（ああ）

　そうだ。

　この世界に来たのは俺だけじゃない。

《フリーライフ》って名前も、俺だけで決めたものじゃないんだ。

（俺とれんちゃんと、それに優介）

　忘れられないあの夏の日。

　そして異世界を巡めぐった二年間。

　俺たち三人はいつも一緒だった。

　いつも一緒に、どんな困難も乗り越こえてきた。

　あれから一年半、少なくない時間が流れたが──。

　あの日々のことは、まるで昨日のことのように思い出せた。













[image: 第一章　異世界転移編]











‐１‐






　少し昔の話をしよう。

　今は異世界にいる俺だけど、元の世界では至って普ふ通つうの高校生だった。

　学校に行って、友だちと遊び、夜よ更ふかしをしては寝ね坊ぼうしかける。そんなありふれた日常を送る、どこにでもいる少年だったんだ。

　あの日もそう、俺は特別なことなんて何もしなかった。

　ただいつものように、多くの若者がそうするように。

　俺は自意識を仮想現実へと没入ダイブさせていた。




「くっそ、なかなか見つからねえな」

　その日、俺は仮想現実で宝探しをしていた。

　お目当てはもちろん、仮面の怪かい盗とうエクシスが遺のこした財宝だ。

　盗ぬすんで盗んで盗みまくって、遂ついには神々の宝さえ盗んだというエクシス。

　その怪盗の遺産を探すために、宝の地図を片手に森の中まで来たのだけれど、

「本当にここにあるんだろうな？」

　地図に載のっている通り、確かにここには遺い跡せきがあった。

　入り口も巧こう妙みように隠かくされていて、建物自体も葉と蔦つたとでカモフラージュされていた。

　でも、それだけだ。

　マトック片手に、壁かべを掘ほったり石いし畳だたみをはがしたり、散々探してはみたものの──。

　出てきたのは青銅器ぐらいのもので、お目当てのものはちっとも見つからなかった。

「あ～、も～！」

　いい加減疲つかれてきたところで、俺はどかんとその場に座り込んだ。

「またガセネタかよ！」

　どうやらそうらしい。

　大だい盗とう賊ぞくの遺産の話は、真っ赤な噓うそだったというわけだ。

（薄うす々うす、気づいちゃいたけどさ）

　もしかして、という気持ちも捨て切れずにいた。

　なぜなら、遺産そのものは本当に存在するからだ。そしてそれは年に数回のペースで順調に回収されていた。

　目も眩くらむようなお宝。伝説級の上等な武具。

　怪盗エクシスの遺産はまさに垂すい涎ぜんもので、それを手に入れれば一いつ攫かく千せん金きん、億万長者も夢じゃなかった。だから、宝の地図を見つけて、どうやらそれが本物らしいと分かったときは、テンションの上がりようが半はん端ぱなかったんだけど、

「結局、偽にせ物ものかよぉ」

　やたらそれっぽい地図を放ほうり投げて、俺は大きな大きなため息をついた。

「お～い、貴たか大ひろ～」

「そっちはどうだった？」

「ん？」

　振ふり返ると、遺跡の奥からふたりの少年が出てくるのが見えた。

　ひとりは魔ま術じゆつ師し風の少年。手に持った杖つえと、くせっ毛と眼鏡がまず目につく。

　そしてもうひとりはやたらイケメンな剣士。こいつは両りよう刃ばの大たい剣けんを背負い、それでいて軽かろやかな足取りでこちらに近づいてくる。
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　普通はこんなところでこんな奴やつらに出会ったら、物取りかプレイヤーキラーだと警けい戒かいするところだが──。

　なんてことはない。ふたりとも一緒に宝探しに来た仲間だった。

「隠し部屋とかなかったのか？」

「なかった。財宝のざの字も見つかんねー」

「くそおおああっ！　また空振りかよおおっ！」

「まあまあ、落ち着いて落ち着いて」

「ちょっとは悔くやしがれよ、イケメン！」

　合流するなり騒さわぎ始めた眼鏡が上うえ島しま優ゆう介すけ。

　そして爽さわやかに微笑んでいる方が、倉くら本もと蓮れん次じっていう俺の幼馴染だ。

　このふたりに俺を加えた三人組が、新進気き鋭えいの冒ぼう険けん者トリオ《フリーライフ》。自分でそう言うのは恥はずかしいけれど、同年代の中では結構イケてる方だと思う。

　全員レベルはカンストしているし、装備品だって充じゆう実じつしているし。おまけに相あい性しようなんかもいいんだろうな。少なくとも「バーチャルだけ」のパーティーよりは、よっぽど上手うまく連係を取る自信があった。

　ただ、そんな俺たちもまだまだ未熟だったみたいだ。

　何度目かになる宝探しの失敗に、残るふたりも俺の正面で腰こしを下ろした。

「今度こそはって思ったんだけどなあ」

「これで何度目だっけ？」

「四度目だよ、四度目！　四回も徒労に終わったの！」

「今回は本物っぽかったのにな」

「そうだよ！　Wikiに載ってた本物とそっくりだったんだ！　筆ひつ跡せきから羊皮紙の感じまで、そりゃもう瓜うり二ふたつで！」

「そう見えるように作った偽物だったんだろ」

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　頭を抱かかえて転がる優介。

　今回の宝探し、一番興奮していたのはこいつだからな。

　これは本物だ、遂に当たりを引いたんだって、何日も前からずっと鼻息が荒あらかった。

　それなのに空から振ぶりだなんて、納なつ得とくしようとしてもしきれないものだろう。蓮次れんちやんは平然としていたけれど、こいつは悔しさを隠そうともしなかった。

「まあ、この悔しさも含ふくめて宝探しなんだよ」

「出た出た、イケメンくせえ発言！」

「俺は楽しかったよ？」

「くそがぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　れんちゃんのスマイルに中あてられて、優介は一層の激しさで床ゆかをのたうち回った。

　そんな優介をにこにこと見守りながら、れんちゃんは遺跡のくぼみに枯かれ枝えだを集め、簡易的なかまどを作ってから火をつける。

「コーヒーでも飲もっか？」

　その一言で、俺たちはちょっと一息つくことにした。




「そういや《蒼の騎き士し団》、潰つぶれたらしいぞ」

「マジで!?　え、え、なんでまた？」

「内うち輪わ揉もめってやつ。ほら、戦争に勝ったって話があっただろ？」

「ああ、あったあった！」

「その戦利品の分配を巡って、血で血を洗う争いが……」

「こえ～！　ガチ勢、マジでこええ！」

「メンバーはどうなったの？」

「散り散りになったらしい。有力な奴は他ほかのクランに入ったとか」

「再結成はないんだ？」

「いや～、無理だろ。むしろ、元の仲間を見かけたら襲おそいかかるレベルだって聞いたぞ」

「俺たち、エンジョイ勢で良かったな！」

「お前はちょっとガチっぽいけどな」

　仮想現実の遺跡の中で、バーチャルなたき火を起こし、これまたバーチャルなコーヒーを淹いれて味わう。ぶっちゃけ、味や香かおりはそこまで良くない。それでも雰ふん囲い気きは十分に感じられて、俺たちはアウトドア気分で、しばらく談だん笑しようを楽しんでいた。

　そしてカップが空になる頃ころ。優介が仕切り直しとばかりに口を開いた。

「さて、どうするよ？」

「どうするって、何が？」

「決まってんだろ!?　次の目標だ、次の目標ぅ！」

「気が早くねえか？」

「何言ってんだ、貴大！　夏休みが始まったと思ったら、明後日あさつてにはもう新学期だ！　ぼやぼやしてると、俺たちの青春は終わってしまう……！」

「優介は大げさだなあ」

　なんてれんちゃんは笑っているけど、実際、俺たちには時間がなかった。

　俺たち三人はもう高校二年生。夏休みも終わりに近づき、いよいよ進路のことを真しん剣けんに考えなくちゃいけなくなった。

　こんな風に過ごせる時間も段々減っていくことだろう。

　ひょっとするとこのゲーム自体、そのうち止やめてしまうかもしれない。

（そうなったら《フリーライフ》も形無しだな）

　自由気ままな生活はそこで終しゆう了りよう、あとは現実的リアルに生きなくちゃいけない。

　そうなる前に、楽しめることは目め一いつ杯ぱい楽しんでおこうと優介は言っているんだ。ちょっと性急なところはあったけど、その気持ちは十分に理解できた。

「それじゃ、どうするかな。れんちゃんはやりたいことある？」

「噂うわさの混こん沌とん龍りゆうと戦ってみたいな」

「意外と戦せん闘とう狂きようだよな……優介は？」

「そりゃもう宝探しの続きよ」

「「それはもう諦あきらめろ」」

「なんでだーっ!?」

　たき火を囲んで、わいわい、どたばた。

　本当は予定を立てる気なんてなくて、ただこのやり取りを、もうちょっとだけ続けたいだけだった。

　いつまでも続くようで、いつか終わりが来る日常。

　それに知らないふりをして、俺たちは子犬みたいにはしゃいでいて──。

「っ！」

「な、なんだ？」

　最初に気づいたのはれんちゃんだった。

　次に、優介がうろたえながら立ち上がった。

「ユニークモンスターか？」

　油断なく構え、俺は周囲を警戒した。

（この地じ響ひびきと異様な雰囲気）

　きっと強大な魔ま物ものが近づいてきたんだろう。もしかするとドラゴンか何かかもしれない。

　俺はてっきり、そうじゃないかと思ったんだが、

「……いない？」

　俺の探知スキルには何の反応もなかった。

　ドラゴンどころか、スライム一いつ匹ぴき見当たらない。

　だけど、現に謎なぞの震しん動どうは続いていて、俺たちはもう歩くことさえできずにいる。

「バグか!?　隠かくしイベントか!?」

「そんな感じじゃ、なさそうだけどっ」

「くそっ、足が、床が……！」

　どうしたことか、石の床が砂のように頼たよりなかった。

　いや、「ように」じゃない。砂だ。砂になっていたんだ。

　じわじわと砂に変わっていく遺い跡せきの床。そこに膝ひざまで埋うまりながら、俺たち三人はゆっくりと中心部に吸い寄せられていく。

「蟻あり地じ獄ごくかよっ！」

「ダメだ、抜ぬけられない！」

「このままじゃ……！」

　砂に埋もれてデッドエンドだ！

　デスペナルティがついて、持ち物や所持金の何割かが失われる。

　それが分かっていながらも、もう俺たちはどうすることもできなくて──。




「「「うわあああああああああああっ!?」」」

　突とつ然ぜんの崩ほう落らく、そしてそれに巻き込まれる俺たち。

　床が抜けたか、元からそのようなトラップだったのか。

　とにかく砂にまみれて、俺たちは下へ下へと落ちていった。

「どうなってるんだぁ!?」

「うわ、うわわっ」

　視界がぐるぐる回っている。吐はき気がするほどむかむかする。

　れんちゃんと優介の声は聞こえるけど、視界は真っ暗、砂ばかりだ。

（何が、一体、どうなって）

　唯ゆい一いつ、落ちていることだけは分かった。

　どこまでも、どこまでも、どこまでも落ちていき──。

　落ちて、落ちて、落ちて、奈な落らくの底まで落ちていって──。

　そして明るいどこかに抜けた頃、おそるおそる目を開けると──。

「噓うそだろっ!?」

　思わず声が出た。ついでに反吐へどをぶちまけそうになった。

　この浮ふ遊ゆう感かん、風を切る音。そして頭上に燦さん々さんと輝かがやく太陽！

　間ま違ちがいない。ここは！

「空ぁっ!?」

「空、なのか……!?」

　そう、そこは空の上だった。

　雲よりも高く、風が冷たく、普ふ段だんは見上げている青く高い空の上。

　そこになぜか、本当にどうしたことか、俺たちは投げ出されてしまっていた！

「なんじゃこりゃああああああ!?」

「死ぬって！　これ、間違いなく死ぬって!?」

　優介と俺は瞬しゆん時じにパニックに陥おちいって、めちゃくちゃに手足をばたつかせた。

　でもどうにもならない。俺たちはどんどん落下していく。

「ま、魔ま法ほう！　俺の魔法でどうにか！」

「できるのか!?」

「分かんねーっ！」

「じゃあ俺が！」

「できるのか!?」

「分かんねーっ！」

「「うわああああああっ！」」

　人間、こうなるとどうしようもない。

　俺たちは何もできずに喚わめき続け、その間にも、地表は無む慈じ悲ひに近づいていた。

（このままだと……！）

　死ぬ。仮想現実だということも忘れ、俺はリアルにそれを意識した。

　それが嫌いやで嫌で、でも落下は続いていて、頭はずっと真っ白のままで。

　打開策を見み出いだせないまま、このまま墜つい落らくするんだろう。そう思っていたんだけど、

「ログアウトすればいいんだよ」

　ひとり落ち着いていたれんちゃんが、ふとそんなことを言った。

　その何気ないつぶやきに、俺と優介は呆ほうけた顔でれんちゃんの方を見た。

「ログアウトすれば、このおかしな事態も終わるよ」

「そ、そうかっ！」

「さすがれんちゃん！」

　俺と優介は膝を打ち、即そく座ざにシステムメニューを開いた。

　そしてログアウトの欄らんをタッチして、三人そろって笑え顔がおで叫さけんだ。

「「「ログアウト！」」」

　数秒が経たった。

　俺たちはまだ落ちている。

「「「…………」」」

　無言でログアウトボタンを押した。

　俺たちはまだ落ちている。

「いやいやいや、なんでだよっ！」

「故障!?　こんな時に不具合連発っ!?」

「ま、まあ、何とかなるよ」

「ならねーよ！　絶対、ならねーっ！」

「うわうわうわっ！　地上が！　地上がーっ！」

「【物理軽減】のバリアとか、効果あるかな？」

「それだっ！　【オリハルコン・スキン】！」

「間に合えええええええ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　銀色の輝きに包まれていく体。

　その間にも近づいてくる大地。

　俺たちは声にならない声を上げて──。

　三人まとめて、どことも知れない荒こう野やに落っこちたのだった。
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「何がどうなったんだか……」

「すごい体験をしたよね？」

「その一言で済ませていいのか？」

　上空から落下した俺たちは、頭だけを出して埋まっていた。

　実にシュールな光景である。知らない人が見たらびっくりするだろう。

　だけど俺たちは穴から出ることも忘れ、あることについて話し合っていた。

「なんかおかしいよな。さっきからなんか変だ」

「だよねえ。これまでにないというか、やけに」

「リアルっていうか？」

「そうそう、それそれ」

　俺とれんちゃんは顔を突つき合わせ、ふたりで首を傾かしげていた。

　そう、遺跡の砂地獄も十分に変だったけど、それは別に問題じゃなかった。

「なんでこんなに……」

「リアルなんだろうな？」

　互たがいの顔をまじまじと見つめる俺たち。

　なんか、こう、リアルだ。作り物めいたところがまるでない。

　ここは仮想現実だっていうのに、まるでリアルにいるようで──。

「ダメだぁ！」

「優介？」

「どうしたどうした」

「できねぇんだよ！　全部？」

「何が？」

「ログアウトもＧＭコールも！　フレンドへの連れん絡らくも、全部使えないんだ！」

「ええっ!?」

　さっきからシステムメニューをいじって、うんうん唸うなってると思ったら。

　この異常事態について、色々と調べていたらしい。そして誰だれかに助けを求めようと、あれこれ手を尽つくしていたようだ。

「＠wikiはどうなんだ？　あれ、掲けい示じ板ばん機能があっただろ？」

「ダメだ、オフライン状態になってる。というか、ここにいるのは俺たち三人だけってことになってるっぽい」

「どういうこと？」

「ほら、フレンドリストを見てみろよ。全員ログアウト状態になってるだろ？」

「うん」

「つまり、この世界にいないってことだ。そうなったら【コール】も繫つながらねえ」

「いや、それっておかしくないか？　誰かしらログインしてるもんだろ？」

「だからおかしいって言ってんの！　運営にも連絡つかないとか、ありえねー！」

　ぶんぶんと頭を振ふって喚き声を上げる優介。

　いつもなら注意するうるささだけど、今回ばかりはやむをえなかった。

（俺たち以外、この世界にいない？）

　それはない。ありえないはずだ。

　このＶＲゲーム、《Another World Online》には、常時何万人ものプレイヤーがログインしている。俺たちの知り合いフレンドも入れ替かわり立ち替わりでログインしてきて、誰にも連絡がつかないというのは、ちょっと考えられない事態だった。

（だけど現に、運営にも【コール】が繫がらないし）

　緊きん急きゆう用の連絡手段、ＧＭコールも反応がない。

　そもそもログアウトできないなんて、本当に何かあったんじゃないか？

（事件か、事故か）

　うんうん唸る優介と、その隣となりで考え込む俺。

　段々と暗くなっていく表情は、しかし、止められるものじゃなくて──。

「よし！」

　大きな声がした。

　その方を見ると、れんちゃんが自信に満ちた顔をしていた。

（もしかして、いい案が思いついたのか!?）

　俺と優介はパッと明るい顔になって、期待に満ちた目でれんちゃんを見た。

　するとれんちゃんは、にっこりと笑ってうなずくと、

「とりあえず、そろそろ穴から出よっか？」

　まあ、名案には違ちがいないことを言った。




「う～ん、体つきまでリアルと同じだ。ほくろの位置まで一いつ緒しよ」

「でもスキルは使えるし、ステータス確かく認にんもできる」

「なら、まだ仮想現実にいるってことか？」

「そうなるなぁ」

「でも、やっぱりログアウトもＧＭコールもできない。ログイン状態になってるのは俺たちだけだし……なんでだろ？」

「「「う～ん……」」」

　穴から這はい出てみたものの、俺たち三人の疑問は晴れなかった。

　やたらリアルな造形。やたらリアルな五感。だけど俺たちの格好は冒ぼう険けん者としてのもので、ゲームと同じシステムメニューやスキルを使えた。

「俺たちだけ、別のＶＲゲームに飛ばされたとか？」

「《Another World Online》を元にした、よりリアルなゲームに？」

「そうそう、そんな感じ」

「ありそうだけど……」

「なんのために？」

「「「う～ん……」」」

　こんなやり方でプレイヤーを集める馬ば鹿かはいないだろう。

　だけど他ほかに説明のつく理由もなくて、俺たちはただ、首を捻ひねるばっかりで──。

「……ん？」

「どうした？」

「貴大、それ、何？」

「え？」

　れんちゃんが俺の太もも辺りを指差していた。

　なんかあったっけ？　そう思って手で撫なでると、何やら生温かい感かん触しよくがあった。

「……血？」

　真っ赤な血だ。ひょっとして俺、怪け我がしてるのか？

　確かめるようにまさぐると、今度は突き刺さすような痛みがあって、

「って、痛いてええええええええっ!?」

　なんじゃこりゃ！

　仮想現実ではありえない痛みがあるぞ！

「うげっ！　お前、肉がえぐれてるぞ！」

「落ちてきたときに怪我したんだね」

「よく気づかなかったなあ……」

「興奮状態だとアドレナリンが出るらしいよ？」

「いいから【ヒール】かけろ、【ヒール】ぅ！」

　まじまじと傷口を見つめるアホどもの頭をはたき、俺は優介に回復魔ま法ほうをかけてもらった。慌あわてて優介が【ヒール】を唱えると、大きな傷は塞ふさがっていき、同時に鋭するどい痛みも和やわらいでいく。

　そこまで確認したところで──。

　俺はようやく、額に浮うき出た脂あぶら汗あせをグッと拭ぬぐった。

「あ～、死ぬかと思った」

「そんなに痛かったの？」

「痛かったよ！　えげつない痛みがしたわ！」

　たとえるならスコップでえぐられて、そこに塩を塗ぬられたみたいな。

「あ、ダメだ。ふらふらする」

「貧血かな？　結構、血が出てたし」

「貧血ぅ？　いや、そりゃないだろ。ＶＲだぞ？」

「あ、それもそうか」

　れんちゃんはちょっと天然だから、たまにこんなことを言い出すんだな。

　仮想現実で貧血って、なんだそりゃ。怪我したように見えるけど、現実では血の一いつ滴てきも流れちゃいない。俺の体はリアルでピンピンしてるはずだ。

（それにしては、本当にふらふらするような）

　気分の問題だけじゃないのか？

　これまたリアルな目まいに俺が戸と惑まどっていると、

「分かったぁっ!!」

「うわっ!?」

「分かったぞ、貴大、れんちゃん！」

「なんだなんだ」

　突とつ然ぜん、優介がけたたましい声を上げた。

　そして俺たちの方を見ると、興奮気味に何事かを語り始める。

「ここは仮想現実じゃない！　異世界なんだ！」

「異世界？　異世界って……なに？」

「仮想現実の新しいやつか？」

「ちげーよ！　全然、違うやつだ！」

　戸惑い、顔を見合わせる俺とれんちゃん。

　そんな俺たちを置いて、優介はどんどんテンションを上げていっている。

「ここは俺たちが生きてきたリアルな世界じゃなくて、他のリアルな世界なんだって！　いわゆるパラレルワールドとか、そんな感じの！　要するに……ああ、もう、異世界だよ、異世界！　異世界ったら異世界なんだ！」

「それって、アニメとかで主人公がよく迷い込んじゃうやつか？」

「そう！　そうだよ、その異世界だって！　今の俺たちはまさに、『ゲームそっくりの世界』に迷い込んだんだ！」

「異世界……確かに、仮想現実じゃなさそうだけど……」

　れんちゃんが珍めずらしく不安そうな顔をしていた。

　俺だって多分、何とも言えない表情をしていたことだろう。

（だって、異世界って、お前）

　そんなこと、あるわけないだろう。

　アニメやゲームでよく見たからって、それが現実に起こりうるはずがない。

　だけど、先ほど感じた痛みとかは、どうも本物っぽくて──。

「…………きゃあああああああ！」

「「「っ!?」」」

　非現実的な事態が吞のみ込めず、ボーッとしていたところで。

　遠くから悲鳴が聞こえてきた。女の子の、絹を裂さくような叫さけび声ってやつだ。

「な、なんだっ？」

　さっきまで興奮していた優介は、ただならぬ叫びに顔を青ざめさせていた。

　俺だってそうだ。何が起きたのかまるで分からず、声が聞こえてきた方、遠くに見える広葉樹の森へ、じっと目をこらしていた。

「誰だれかああああああ！　誰か、助けてえええっ！」

　声は先ほどよりもはっきり聞こえた。

　姿は見えない。姿は見えないが、誰かが何かに襲おそわれている。

　それが目に浮かぶかのような叫び声だった。

「…………」

「おいっ！」

「れんちゃん!?」

　じっと声を聞いていたれんちゃんが、いきなり剣けんを抜ぬいて走り出した。

　それを追いかける形で、俺と優介もあの森へと向かっていく。

「誰かあああああっ！」

　悲鳴はどんどん大きくなっていく。

　それに合わせて、異様な巨きよ体たいが木々の間にちらつくようになった。

（魔ま物もの、なのか？）

　仮想現実では見慣れた、だけどリアルでは見たことがない相手だ。

　その唸うなり声を耳にした俺は、じっとりと背中が汗あせばむのを感じ──。

　その不快な感触に、ここがリアルなのだという実感を強めていた。
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「森のくまさん」と呼ばれる魔物がいる。

　森の中に住んでいて、迷子を見つけると追いかけてくる熊くま型の魔物だ。

　まるで童どう謡ようみたいな習性から、その名前として知られているわけだけど──。

　実際の姿は、そのファンシーなあだ名とはまるでかけ離はなれた化け物だった。

『グウゥ……♪』

「やだっ、来ないで、来ないでぇ！」

　森の中に飛び込むと、すぐに開けた場所に出た。

　日当たりがよく、いくつか切り株が並んでいる広場。

　そこには栗くり毛げの女の子と、黒くて大きな熊がいた。

「お、おいっ！　あれっ！」

「ああ……！」

　あのサディスティックな笑えみには見覚えがあった。

　あいつはフォレスト・ベアー。レベル80のユニークモンスターだ。

　あの巨体で隠おん密みつ、追つい跡せきに長たけていて、気がついたら後ろにいるようなやつなんだ。

（きっとあの子も）

　生かさず殺さず、追いかけ回されていただろう。

　小さな手足はすり傷だらけで、靴くつは汚よごれて泥どろまみれだった。

「助けないと……！」

「いや、待てって！」

「優介!?」

「ここはリアルなんだぞ!?　リアルであれに勝てるのかよ！」

「それは……」

　分からない。戦えるのかどうかも分からない。

　俺たちはレベル２５０のカンストプレイヤー。相手とは１７０もレベル差があって、本来なら楽勝と言える相手だ。

　だけどここは、怪我すりゃ血も出るリアルな世界なんだ。

　俺たちの常識がどこまで通じるのか。そもそもあれは本当にフォレスト・ベアーなのか。まだ何も分からない状態だった。

『ゴウゥゥゥ……！』

「「…………っ！」」

　腹に響ひびく唸り声と、漂ただよってくる獣けもの臭しゆう。

　大熊は俺たちの姿を認め、明らかに威い嚇かくの声を上げていた。

（ダ、ダメだ、やっぱり）

　リアルだ。ゲームでは、いや、現実でも味わえなかったリアリティだ。

　フォレスト・ベアーは「敵キャラ」じゃなくて、「野生動物」以上の迫はく力りよくを持って、今、俺たちと相対している。そこには殺気と敵意しかなくて、そんなものに不慣れな俺たちは、たちまちすくみ上がってしまった。

（くそっ、でも……！）

「助けて……！」

　あの女の子は、放ほうっておいたら熊に食われて死ぬ。

　それもまたリアルなんだ。確実に訪おとずれる未来なんだ。

　そしてそれを変えられるのは、今、ここにいる俺たちしかいないんだ！

「くそおおおおおおおっ！」

「貴大っ!?」

「やってやる！　やってやんよ!!」

　腰こしの鞘さやからナイフを抜き放ち、眉み間けんに力を込めて熊を見る。

（できる！　俺ならできる！）

　あんな雑魚ざこ、瞬しゆん殺さつだ！　スキルを使うまでもない！

　ただ一直線に駆かけ寄って、袈け裟さ懸がけに斬きりつけてやる！

「たーっ！」

　そうだ！　こんな感じに！

（……って）

「「れんちゃん!?」」

　今まさに飛び出そうとしたところで、隣となりにいたれんちゃんが駆け出した。

　抜き身の剣を構えたまま、２メートルはある熊に向かって、真正面から突とつ撃げきをしかけるれんちゃん。

　そんな無む謀ぼうな幼おさな馴な染じみに、俺は必死に手を伸のばして──。

「待っ……！」

「せいやーっ！」

　ズバーッ！

『グエーッ！』

　バターン！

「……………………」

　あとには沈ちん黙もくだけが残った。

　大熊は魔ま素その煙けむりとなって消え失うせて、同時にあの獣臭も散っていった。

　俺と優介、そして栗毛の女の子は、彫ちよう像ぞうのように固まってしまっている。

　その凍こおりついた空間の中では、唯ゆい一いつ、れんちゃんだけが自由だった。

「ふ～、間に合ってよかった」

　多分、れんちゃんなりに緊きん張ちようしていたんだろう。

　流れた汗を拭ぬぐうイケメンは、しかし、場ば違ちがいなほどに爽さわやかだった。

「お～い、倒たおしたよ～！」

　手を振ふるれんちゃん。しかし、俺と優介は動けない。

「君、怪け我がはない？　大だい丈じよう夫ぶだった？」

　今度は女の子に声をかけるれんちゃん。

　だけど、やっぱり、この急転直下の状じよう況きよう下かでは──。

　すぐに受け答えするだなんて、やろうと思ってもやれるものじゃなかった。




「じゃあ、みなさんは冒ぼう険けん者なんですか？」

「うん、そうだよ」

　フォレスト・ベアー討とう伐ばつから、しばらく時間が経たった頃ころ。

　落ち着いた俺たちは、森の広場で例の女の子と話をしていた。

「やっぱり、あの熊を倒しに来られたんですか？」

「いや、そういうわけじゃないんだ。ここには迷い込んだというか」

「迷い込んだ？」

「転移魔ま法ほうで飛ばされてきたんだ」

「そうなんですか!?」

　栗毛の女の子、モニカは、大きな声で驚おどろいた。

（よく表情の変わる女の子だな）

　中学生ぐらいに見えるけど、実際はもっと幼いのかもしれない。

（まあ、人種からして俺たちとは違ちがうみたいだからな）

　白人ではあるみたいだけど、どこの地域の子なのかはさっぱり分からない。

　そんな相手だと、年の頃ってやつがいまいち予測し辛づらかった。

「転移魔法って……どこから飛ばされたんですか？」

「東の方だと思うんだけど……ここはいったい、どの辺りなの？」

「ポラリアの南の方です」

「ポラリア？」

「聞き覚え、ないですか？」

「ない、なあ」

「そうですか……」

（噓うそだな）

　ポラリアを知らない？　そんなはずはないだろう。だってこの世界に来る前に、俺たちがいたのがまさにポラリア地方だ。

　それなのに知らないってことは、

（そういうことにしたいんだな）

　何も知らないふりをして、この子から色々聞き出そうとしているんだ。

　ぽけーっとしているようで、なかなか強したたかな一面もあるれんちゃんだった。

「それにしても、冒険者ですか」

「それがどうしたの？」

「いえ、わたし、冒険者の人って初めて見るので」

「あれ？　冒険者って……いるよね？　どこにでも」

「どこにでもはいませんよ！　迷めい宮きゆうがある場所とか、狩かり場ばの近くにある村とか、そういった場所にしか行かないって聞いたことがあります」

「モニカちゃんの村にはいないんだ？」

「元冒険者ならいますけどね。怪我して引退した人とか」

「そうなんだ」

（いるにはいるんだな）

（らしいな）

　優介に小声で話しかけられ、同じように小声で返す。

　ひょっとして冒険者がいないんじゃ？　と一いつ瞬しゆん思ったけれど、いるにはいるんだな。

　この調子なら《Another World Online》での常識が、ほとんどそのまま通用するかもしれない。

「でも、現げん役えきの冒険者ってこんなにすごかったんですね！　あの悪あく魔まみたいな大熊を、あんなに簡単に倒しちゃうなんて！」

「いや、偶ぐう然ぜんだよ。当たり所が良かったんだ」

「それでも十分にすごいですよ！」

「そうでもないよ」

「すごいですって！」

　落ち着いたところで、何やらモニカが興奮してきた。

　それはもう分かりやすく目をキラキラさせている。そしてその情熱的な眼まな差ざしは、れんちゃんに釘くぎづけになって離はなれない。

（あ～、これは……）

　落ちたな。一ひと目め惚ぼれってやつだ。

　まあ、れんちゃんは絵に描かいたようなイケメンだからな。そんな相手に助けられたら、モニカじゃなくても惚ほれるだろう。

（現に、リアルでもそうだったし）

　物心ついたときから今に至るまで、同じような光景を何度見たことか。

　いい加減飽あきてきて、新しん鮮せん味みがまるでない「運命の出会い」を、俺は死んだ魚のような目でぼんやりと見ていた。

「本当に、本当にありがとうございました、レンジさん！」

「そんなにかしこまらないで」

「いえっ！　ぜひともお礼がしたいので、う、うちの村に来てくださいっ！」

「いいの？」

「はいっ！　ぜひ、ぜひっ！」

「あいつらと一いつ緒しよでもいい？」

「もちろんですよ！」

　なんてうなずきながら、モニカはやっぱりれんちゃんしか見ていない。

（どうも。付属品Ａです）

（Ｂです）

　そんなやり取りを小声で交かわし、なんだか虚むなしくなってくる俺たち。

　だけど、とんとん拍びよう子しで話が進んだのはありがたいことだ。どうやら屋根の下で休めそうなのも、またありがたいことだった。

「じゃあ、お世話になるよ。案内してくれるかな」

「はい、わたしの村はこっちです！」

　泣いた烏からすが何とやら、モニカは元気いっぱいにれんちゃんの手を引いた。

「おふたりも早く～！」

　一応、声はかけられたものの、やっぱり彼女はれんちゃんしか見ていない。

「くっ……なぜだ！　なぜいつもこうなる！」

「あん？」

「俺たちは三人組なのに、なぜ女子はれんちゃんにだけ声をかけるんだ！」

「イケメンだからだろ」

「身も蓋ふたもないことを言うなぁ！」

　憤ふん慨がいしている優介。まあ、これもいつものことだな。

　こいつが悔くやしがって、でも特に何もしないのもいつも通りだ。

「くそう、俺も感謝されたい。女の子にちやほやされたい！」

「ダメダメ、俺らそんなガラじゃねえよ」

「貴大、お前、悔しくないのかよ!?」

「もう慣れたわ」

「訓練されたモブ夫おめ！」

　なんてかけ合いをしながら、俺たちはれんちゃんのあとを追った。

　見慣れないような、見慣れているような、そんな不思議な森の中を──。

　俺たちは一路、モニカの村へと向かっていった。
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　カルロック村という名前に聞き覚えはなかった。

　森を切り拓ひらいてできた農村。人口百人程度の小さな村。

（そんなの、なかったはずなんだけどな）

《Another World Online》と同じなら、この地域には森と荒こう野やしかなかったはずだ。

（しばらく離れたところに宿場町はあったけど）

　それはゲームと同じく、この世界にもあるらしい。

「同じなんだか違うんだか」

　いまいちよく分からない。それがどうにも気持ち悪くて、俺はガリガリと頭をかき、夜空に向かってふうっと息を吐はき出した。

「よう、貴大。ここにいたのか」

「優介」

　振ふり返ると、そこには悪友の姿があった。

　じっくりとサウナを堪たん能のうしてきたんだろう。肌はだはつるつるで、特とく徴ちよう的な癖くせっ毛はまだしっとりと濡ぬれている。

「いや～、蒸むし風ぶ呂ろってのはいいもんだなあ。ついつい長居をしたよ」

「いくら何でも長すぎだろ。何十分いたんだよ」

「一時間近くは入ってたかな。いや、でも、合間に川に浸つかったりしたし」

「よくそんなことできるな」

「お前、水風呂苦手なんだっけ？」

「そーだよ。風呂は熱いに限る」

「おじいちゃんかな？」

「うっせー！」

　ケラケラと笑って俺の平手をかわし、優介は椅い子すに腰こしを下ろした。

　俺はバルコニーの手すりにもたれたまま、また小さくため息をつく。

「あんまりのん気にしてる場合じゃねえだろ」

「まあまあ。前向きに行こうぜ」

　そう言ってにやつく優介を見ていると、事の深刻さが薄うすれていくようだった。

（異世界転移とか、訳の分からない事態なのに）

　ちょっと旅行にでも来たみたいだな。

　そんな気持ちにさせられるやり取りだった。

「お待たせー」

「おっ、れんちゃんも来たな」

　優介が戻もどってきたかと思うと、そう時間を置かずにれんちゃんも帰ってきた。

　宿代わりに案内された家、今は空き家だというログハウス。そのバルコニーにある椅子に座って、俺たちは改めて顔を突つき合わせた。

「よし、それじゃあ、現状をまとめてみるか」

「うん」

「了りよう解かい」

　あの荒野に落っこちてから、早くも半日が経過していた。

　その間に分かったことを、一度ここでまとめようと決めていたんだ。

　その言い出しっぺの優介は咳せき払ばらいをすると、真ま面じ目めな顔で口を開いた。

「まず俺からだ。やっぱりネットには繫つながらない。オフライン状態だ。だけどシステムメニューは問題なく使えるみたいだな」

「だけどこの世界の人にはシステムメニューが出せないみたいだね。あんまり人前で見せるのは、よした方がいいかも」

「あ～、それはあるな。着き替がえとか出したら、『どこから出したんですか!?』ってめっちゃ驚おどろいてたし」

「アイテム欄らんの使用は極力控ひかえよう」

「賛成」

「そうだな」

　これは面めん倒どう臭くさかったが、まあ、仕方のないことではあった。

「さて、次も俺からだ。あの荒野に戻って、色々試ためしてみたんだけど」

「うん」

「レベルやジョブ、スキルやステータスなんかは、ゲームのときと丸っきり同じだ。俺の場合、どの魔ま法ほうも問題なく使えたぞ」

「じゃあ、ちょっとやそっとじゃ死なない感じか」

「それ以上だと思うよ。村の人たちに聞いたんだけど、この地域の人たちって、平均レベルが50程度らしい」

「「マジで!?」」

「マジマジ。だからフォレスト・ベアーを悪魔とか言ってたんだよ」

「ＮＰＣでももっとなかったか!?」

「この地域が特別低いんじゃねーか？」

「いや、それがさ。都会でも１００を超こえただけで一流扱あつかいされるみたい」

「マジかよ……」

　そんな中で俺たち三人は２５０か。

　差があるってレベルじゃないな。超ちよう人じんか化け物クラスだ。

　上手うまく加減をしないと、変な意味で悪目立ちしてしまいそうだ。

「当分は冒ぼう険けん者として、こそこそ活動した方がいいかもな」

「ギルドは近くの町にあるらしいよ。そこでも詳くわしい話を聞いてみよう」

「そうだな。このカードがそのまま使えるとは思えないもんな」

　そう言って優介が取り出したのは、淡あわく光る小さな板だった。

　身分証にもなる冒険者カードだ。しかし向こうの世界で発行したものが、こちらの世界で使えるはずもないだろう。下手すりゃ偽ぎ造ぞう扱あつかいだった。

「まずは事情を説明して、新しく発行してもらって」

「どこまで濁にごす？　ちゃんと設定を考えておいた方がよくないか？」

「そこはほら、転移魔法で飛ばされたってことで」

「それが無難かもなあ」

　れんちゃんと俺は椅子を近くに寄せて、小さな声で話し合う。

　まずはこの世界での身分だ。冒険者ということにしても、どこの出身なのか、どうしてここにいるのか、それに理由を用意しなくちゃいけない。

　そして納なつ得とくしてもらったうえで、この世界での冒険者カードを発行してもらって、

「……ん？」

　さっきから優介が静かすぎることに気がついた。

　何やら口元を押さえ、ぷるぷると肩かたを震ふるわせている。

（なんだこいつ？）

　何か気になることでもあったんだろうか？

　気がかりになった俺たちは、優介の肩に手をかけようとしたが、

「よっしゃあああああっ!!」

「「うわっ!?」」

　爆ばく発はつするような喜びに圧おされ、思わず体をのけぞらせてしまった。

「なんだなんだ」

「どうしたの？」

「どうしたもこうしたもあるかよ！」

　喜色満面、優介は目をギラギラと輝かがやかせている。

「ゲームみたいな世界でレベルカンストなんて、どう考えても勝ち組だろ！」

「そ、そうかぁ？」

「そうだよ！　どう転んだって楽勝モードじゃねえか！」

「まあ、そうとも言えるけど」

「だろ!?　そうだろ!?　あの熊くまだって瞬しゆん殺さつできたんだぜ!?」

「んで、やたら村人に感謝されたな」

「そうだよ！　それが簡単にできる力が、俺たちにはあるんだ！」

　そうかもしれない。いや、きっとそうなんだ。

　物語の主人公、または英えい雄ゆうみたいな力が、今の俺たちには備わっていた。

「もう定住しようぜ、定住！　そこらのドラゴンぶっ殺して、囚とらわれのお姫ひめ様と『ゆうべは　おたのしみでしたね』しようぜ！」

　感極きわまった優介は、こんなことを言っていた。

　力があるなら有効利用して、それでいい暮らしをしようと言っているんだ。

　それもいいかもしれない。上手く立ち回れば地位も名めい誉よも財宝だって、望むものはすべて手に入れられるはずだ。そしてそれは元の世界では得え難がたいもので、このチートな力だって、こちらの世界でしか発揮できないものだった。

（だけど、なあ）

　本当にそれでいいんだろうか？　本当にそれが望ましいのだろうか？

　肝かん心じんなことが引っかかり、俺は優介のようには喜べずにいた。

「元の世界のことはどうすんだよ」

「はあ？」

「日本での暮らしは、どうすんだって聞いてんの」

「知るかあああああああっ！　元の世界とかクソゲーなんだよ！　どこをどう比べたって、この状態に勝てる要素が見当たらんわ！」

「でも、やっぱり家族と離はなれ離ばなれになるのは嫌いやだな」

「ぐむっ!?」

　珍めずらしくしんみりした顔で、れんちゃんがぽつりと言った。

「優介も、セシルにもう会えなくなるよ？」

「うううっ!?」

　セシル。優介が溺でき愛あいしている、茶色いトイプードル。

　指し摘てきされてようやく思い出したのか、さっきまで鼻息が荒あらかった優介は、段々と落ち着きを取り戻していった。

「そう、だよな。こっちにはセシルがいないもんな」

「そうだよ。俺の家族もこっちにいない。貴大だってそうでしょ？」

「ん？　あ、ああ。まあな」

　ぶっちゃけ俺はそんなに未練がなかったが──。

　こいつらが帰るというのに、俺だけ残るというのもありえなかった。

「まずは帰き還かんを目指そう！」

「……ああ！」

「そんな方法があるかは分からないけど」

「まあ、何とかなるんじゃねえの？」

「貴大にそう言われると、本当に何とかなりそうだよね？」

「だな！」

　満天の星の下、俺たちは互たがいの顔を見て笑い合った。

　本当に帰れるのか、この世界は何なのか、何も分からなかったけど、

（この三人なら何とかなる）

　そんな根こん拠きよのない自信によって、俺たちは明るく笑い続けた。




「みなさん、もう行っちゃうんですか？」

「うん」

「もう少しゆっくりしていかれても」

「ごめんね、モニカちゃん」

「レンジさん……」

　元の世界に戻る方法を探そう。

　そう決めた俺たちは、翌朝にはもう旅立とうとしていた。

（ここにいても仕方ないからな）

　シビアな言い方だけど、そういうことだ。

　ここだと集められる情報に限度がある。もっと大きな街に行って、もっともっとこの世界について知らなくちゃいけない。

　そのために、まずは街かい道どうに出ようと思ったんだけど、

「行かないで、レンジさん！」

「お礼もまだできていませんのに！」

「そうよ！　何日でも泊とまっていって！」

（う～わ～……）

　俺たちが出立を急いだ理由がこれだ。

　出るわ出るわ、村のあちこちから女の人が寄ってきて、それは全部れんちゃんのところに群がっていた。

（イケメンすごいな）

　元の世界にも勝まさるほどの勢いだ。

　テレビなんてない世界だから、美形に免めん疫えきがないんだろうか。

　それにしてもすごすぎるアプローチに、さしものれんちゃんも圧あつ倒とうされていた。

「ほら、行くぞ」

「貴大」

「そうそう、善は急げってやつだ」

　両りよう脇わきかられんちゃんの腕うでを引いて、なんとか集団から引きはがす俺たち。

　女たちの不満そうな声は無視だ、無視。そんなものより、遠くで殺気をまき散らす男衆の視線の方が怖こわい。それが鉈なたやら槍やりやら物ぶつ騒そうなものに変わる前に、俺たちはこの村を出ることにした。

「それじゃ、お邪じや魔ましました」

「お達者で～！」

　別れの言葉も短めに、俺たちはすたこらさっさと逃にげ出した。

　村の広場から森の中へと。森の中から平原へと。そして街道に差しかかったところで、ようやく俺たちはその足を止めた。

「ぶは～、疲つかれた～！」

「必要以上に急ぐからだよ」

「誰だれのせいだよ、誰の」

　ぜひぜひと息をつく優介と、相変わらずのほほんとしているれんちゃん。

　そんなふたりを横目で見ながら、俺は南へ続く街道の先を見た。

「なあ、こっちでいいんだよな？」

「え？　あ～、そうそう。そっちそっち」

「まず南へ行って、それから西だっけ？」

「それが無難だと思うわ。東に行くとまずいからな」

　今、俺たちがいるのはポラリアだ。

　元の世界で言うところのポーランド辺りか。

（《アース》は並へい行こう世界の地球だから）

　地図だけ見れば、その大部分が共通しているんだな。

（だけど……）

　もちろん違ちがうことも多々ある。

　大陸中央が魔ま王おう領だったり、中国辺りで仙せん人にんがドンパチしてたり、日本は群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの戦国時代だったり──。それらは《Another World Online》でも屈くつ指しの高難度エリアで、そんなところをわざわざ目指す気なんて起きない。ここは無難に慎しん重ちように、まずは低難度エリアから回っていこう。

（まあ、どこまでゲームと同じかは分からないけど）

　俺はひとりじゃない。れんちゃんと優介もいるんだ。

　この三人なら、きっと元の世界に帰れると確信できた。

「それじゃ行こうか！」

「ああ！」

「そうだな」

　陽気な優介のかけ声に合わせ、俺たちは街道を歩き出した。

　知っているようで知らない世界へ。

　知らないようで知っている世界へと。




　それが、約二年に渡わたる俺たちの旅の始まり。

　そして、別れへの第一歩だった。
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「いやああああああああああっ!?」

　帝てい都とゲルリンが誇ほこる要よう塞さい城に、切せつ迫ぱくした悲鳴が響ひびき渡った。

　声の主は女の子だ。銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの華きや奢しやな少女が、冷たい石いし畳だたみの上でへたり込んでいる。

　そして彼女の周りには、異形の頭を持つ者が三人。

「見つかったか」

「どうする？」

「人でも呼ばれたら厄やつ介かいだぞ」

　人間の頭を、鳥、犬、魚と挿すげ替かえたような怪かい人じん。

　彼らは少女を囲んで見下ろしながら、ぼそり、ぼそりと低い声をもらしている。

「やぁぁ……！　悪あく魔ま……悪魔……！」

　少女は今にも気を失いそうだった。

　体を縮め、涙なみだをこぼし、必死に逃にげ場所を探している。

　しかし、ここには他ほかに誰だれもいない。助けの手も差し伸のべられない。

　いっそ気を失った方が、余よ程ほど幸せと思えるだろう。そんな地じ獄ごくのような光景だった。

「君は誰かな？」

「どうしてここにいる？」

「お名前はなんていうのかな？」

「…………っ！」

　異形の頭が近づいてくる。無機質な瞳ひとみがのぞき込んでくる。

　犬頭はだらりと舌を出し、魚頭はぱくぱくと口を開閉し──。

　そして鳥頭は、大きくくちばしを開くと、

「クエエエエエエエ！」

　怪かい鳥ちようのような雄お叫たけびを上げた！

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　恐きよう怖ふに耐たえ切れなくなった少女は、気を失って床ゆかに倒たおれた。

　しかし、それで悪魔が消え去るわけではない。ぎょろりと目を動かした鳥頭は、そのくちばしで少女の服をめくり始めると、

「調子にのんな、馬ば鹿か」

「いたあっ!?」

　そこで、魚頭の異形──。

　つーか、俺だ。佐さ山やま貴たか大ひろだ。

　俺にぶん殴なぐられて、鳥頭こと優ゆう介すけは頭を押さえて跳とび上がった。

「ちょっとやり過ぎだったよね」

　そう言って苦笑いをするのは、犬頭をしたれんちゃんだ。

　基本的にジェントルマンなれんちゃんは、少女の服の裾すそをそっと直しながら、お調子者の優介をやんわりとたしなめている。

「いや、だけどさ～」

　優介は優介で言いたいことがあるみたいだ。

　涙目になりながら、それでもぶつくさと何事か言い始める。

「今回も収しゆう穫かくなしだったんだぞ？　憂うさ晴らしぐらいしたっていいだろ！」

「でも、この子にすることじゃないよ」

「そうかもだけどさあ」

　優介も反省はしているんだろう。

　本当は自分が悪いのだと分かっているはずだ。

　だけど愚ぐ痴ちらずにはいられない気持ち、それは俺も同じだったけど、

「どうでもいいけど、早く逃げないと囲まれるぞ」

「え？」

「そこら中からうじゃうじゃ湧わいて出てきてる」

「マジか！」

　ここは帝都が誇る要塞城。それも王族が住まう最重要区画だ。

　そんなところで反省会なんてしてる場合じゃないだろう。いくら俺たちがカンストプレイヤーだからといって、油断ばかりもしていられない。

「さっきの声で気づかれたんだな。みんな臨戦態勢だ」

「ちょっとまずいかもね」

「だな。おとりとかく乱はいつも通り俺がやるから、さっさと逃げろ」

「お、おう！」

「了りよう解かい。頑がん張ばってね」

　そう言って、王族しか知らないはずの抜ぬけ道に入っていくふたり。

　それをこちら側から閉じて、俺はこきこきと首を鳴らした。

（いつものパターンでいくか）

　俺がおとりとして警備の目を引きつけ、あいつらが逃げ出す時間を稼かせぐ。

　そして脱だつ出しゆつ成功の連れん絡らくが入ったら、【インビジブル】を使って悠ゆう々ゆうと城から出る。

（あいつらは斥せつ候こう職じゃないからな）

　上手うまく脱出するには、これが一番いいやり方だった。

（さて……）

　開いたＭＡＰに目を落とす。

　探知系スキルの効果もあって、この城にはどんな通路があるのか、どこにどれだけの人がいるのか、俺の目にはばっちりと映っている。

（さすが要塞城ってところか）

　敵意を示す赤点が、ここに向けて大集結しつつある。

　それでいて城門、城じよう壁へき、下水道まで、およそ脱出経路になりそうなところは全部固められてしまっていた。

　まさに要塞城。外から入れず、内から出さずの鉄てつ壁ぺきの精神だ。

　しかし、俺にとってはザル警備もいいところだな。斥候職としての力をフルに使い、今回も見事に抜け出して──。

「やぁ……いやぁ……」

「ん？」

　気合いを入れ直していたところで、か細い声に気がついた。

（なんだ、目ぇ覚ましたのか）

　振ふり返ると、先ほどの少女が後ずさりをしているのが見えた。

　まだ恐怖の中にいるんだろう。顔はかわいそうなくらいに真っ青で、元々白かった部分は蠟ろう人にん形ぎようのように血の気をなくしてしまっていた。

「いや、すまんかったな」

「……っ！」

「俺もすぐに消えるから、そう怖こわがるなって」

「ひっ！」

（う～ん……）

　ちょっと傷ついてしまった。

　いや、そりゃあ俺はれんちゃんみたいなイケメンじゃないけど、そこまで凶きよう悪あくな顔はしてないつもりだ。さっきだってあの子を怖がらせないように、最大限フレンドリーな顔をしたというのに。

　それなのに全力拒きよ否ひされると、少なからずダメージがあって、

（ああ、いやいや）

　そうだ、そうだった。

　今の俺は魚の顔になっているんだった。

（こんなんが柔にゆう和わな顔をしたら逆に怖いわ）

　なんか、本当に申し訳ないことをしたなあ。

　変装用のマスクを脱ぬぐと、俺は不器用な笑えみで少女に謝った。

「ごめんな」

「あ……？」

「それじゃ、おやすみ」

【眠ねむり玉】の煙けむりを軽く流すと、少女はこてんと床に倒れた。

　最後の最後、素す顔がおを晒さらしてからは怖がらずにいてくれたようだ。

（あの様子なら、ごめんの声も聞こえただろ）
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　まあ、だからなんだって話ではある。

　自己満足に過ぎないが、それでもやっぱり、こうせざるを得なかった。

（風邪かぜ、ひかないようにな）

　ついでにアイテム欄らんから毛布を取り出しておいた。

　そしてそれを少女の体にかけようとしたら、

「「「姫ひめ様から離はなれろおおおおおおおおおおお!!」」」

「……はい？」

　廊ろう下かを震ふるわせる大だい音おん声じように、今度は俺が凍こおりつく番だった。

「貴様あああああああっ！」

「悪漢！　薄うす汚ぎたない盗人ぬすつとがああああっ！」

「姫様に指一本でも触ふれてみろおおおおおおっ!!」

　廊下の角からこちらに向けて、甲かつ冑ちゆう姿の男たちが雪崩なだれ込んできていた。

　多分、噂うわさに名高い帝てい国こく騎き士しってやつだろう。彼らは押し合い圧へし合いここまで来ると、血走った目で何事かを叫さけんでいる。

「え？　姫様って……これ？」

「「「止やめろおおおおおおおお!!　姫様に手を出すなあああああ!!」」」

　どうやら当たりだったらしい。

　俺が少女を指差すと、それだけで男たちの殺意が膨ふくれ上がった。

（え？　え？　姫様って……マジで？）

　どうやら俺は地じ雷らいを踏ふんだようだった。

　いや、そりゃそうだよな。ここにいるってことはつまりは王族ってことなんだ。

　たまにはいっしょに寝ねようと、母か姉のところにでも訪ねていこうとしていたんだろう。そこで俺たちに出くわしたのは、不運としか言いようがないが──。

「まだか……魔ま術じゆつ師し隊はまだか？」

「あと三分……いえ、一分で到とう着ちやくしてみせると言っています」

「奴やつめ……我らが姫ひめ君ぎみに手を出すとは、生きて帰れると思ってはおるまいな」

「八つ裂ざきに……いや、微み塵じんに砕くだいて肥こえ溜だめめにぶちまけてやる」

（お、おおう……！）

　この世界に来てから、俺はやたら五感が鋭するどくなっていた。

　斥候職だからかカンストレベルだからか、なんだかやたらと耳がいい。

　おかげで怒ど号ごうに混じったささやき声もばっちり聞こえて──。

　そしてそれは、どれも物ぶつ騒そうな内容ばかりで──。

（ひええ……!?）

　ヤ、ヤバい！

　こいつら本気で、俺を殺しにきている！

（これはひょっとして、ひょっとするんじゃないか!?）

　ようやく事の深刻さを吞のみ込めたが、どうやら一歩遅おそかったみたいだ。

　騎士たちはズラリと隊列を組み、ネズミ一いつ匹ぴき逃にがさない構えで廊下の先を塞ふさいだ。

「隊長！　魔術師隊が到着しました！」

「よし、一班は【バインド】、二班は【スロウ】、三班は【ディスペル】を斉せい射しやしろ！」

「「「了解！」」」

「四班、五班は姫様の身をお守りしろ！　考えられる限りの防護魔ま法ほう、治ち癒ゆ魔法を姫様にかけ続けるのだ！」

「「「はっ！」」」

　いかにも魔ま法ほう使つかいな連中が現れた！

　そしてそいつらは息を合わせ、まず俺の足を止めようとしている。

（まずいな）

　俺は斥候職だ。物理攻こう撃げきならともかく、魔法で攻せめられると少し弱い。

　いくらレベル差、ステータス差があるからって、このまま突つっ立ってていいほど万ばん能のうってわけでもないんだ。

　だから俺は、すぐにも反対側に駆かけ出そうとしたんだけど、

「させるかっ！」

「っ!?」

　俺の動きに反応できる奴がいた。

　俺の行く手に立ち塞がり、盾たてで弾はじき返した騎士がいた。

（だ、誰だれだっ!?）

　空中でとんぼを切って、元の位置に着地する。

　件くだんの騎士はその間にも距きよ離りを詰つめ、俺に剣けんを振り下ろそうとしていた。

「うわわっ!?」

　慌あわてて横手に飛ぶも、騎士はその動きにも対応してきた。

　奴は機械のような正確さで、動く俺を正面に捉とらえ続けている。

「悪漢の分際で往おう生じよう際ぎわが悪いぞ！」

「はあっ!?」

「大人しく私に斬きり捨てられろ!!」

　銀色兜かぶとの騎士か。なかなか無む茶ちやなことを言う御ご仁じんだ。

　そう言われて従う輩やからがいるのかって話だ。

（いや、従わせるんだろうなあ）

　相手が嫌いやだと言ったところで、有う無むを言わさず叩たたき斬るんだろう。

　問答無用とはこのことで、その強ごう引いんさ、そして力量に、俺は背中に嫌な汗あせが浮うかんでくるのを感じていた。

「さあ、もはや逃にげ場所はないぞ！」

「……っ！」

「観念するがいい!!」

　動き続けているうちに、例の姫様は保護され、俺は壁かべ際ぎわに追い詰められていた。

　この男の動きに合わせ、周りの騎士が包ほう囲い網もうを狭せばめていたんだ。もう飛んだり跳はねたりするようなスペースは残されていない。

（絶体絶命ってやつだな……！）

　この世界に来てから初めての経験かもしれない。

　ここまで追い詰められたら、普ふ通つうはもう手も足も出しようがない。

（だけど……）

　今の俺は普通じゃない。

　奥の手ってやつが、たったひとつだけ存在していた。

「さあ、幕引きだ！」

　騎士の声に合わせ、包囲網が更さらに縮まった。

　分かる。スキルを使わなくても状じよう況きようが分かる。

　極限の集中力は時間を長く引き延ばし、周りの動きをゆっくりと感じさせた。

「おおおおお……！」

　近づいてくる。一ひと際きわ速く銀騎士の剣が迫せまる。

　近づいてくる。周りの騎士が盾を構えて迫る。

　近づいてくる。放たれた魔法が放物線を描えがいて迫る。

　バルトロアの騎士たちが迫ってくる。この俺に殺さつ到とうしてくる。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらい──俺は奥の手を発動した。

「【蜃しん気き楼ろう】!!」

　ザンッ!!

「………………」

　銀騎士は剣を振ふり下ろしたまま止まっていた。

　他ほかの騎士も同様だ。盾を構え、あるいは杖つえを掲かかげたまま停止している。

　その視線にあるのは剣けん先さきが食い込んだ石いし畳だたみと──。

　いや、それだけだ。

　そこにいるはずの俺は、もうそこにはいなかった。

「消えた……？」

　誰かが呆ぼう然ぜんともらした声。

　その言葉通りに、俺は幻まぼろしのように消え失うせていた。
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「遅かったねえ。何かあったの？」

「ちょっとな」

「あの子のネグリジェをネグリジェってきたんだろ？　分かるぞ、その気持ち」

「違ちがうわ、アホ。なんだよネグリジェるって」

　合流地点にたどり着くと、そこには優介とれんちゃんの姿があった。

　早さつ速そく飛んでくる軽口にツッコミを返しながら、しかし、俺の体からはなかなか緊きん張ちよう感かんが抜ぬけ切らない。

「いや、でも、実際ヤバかったわ。【蜃気楼】まで使わされた」

「え!?　そんなに高レベルの奴がいたのか!?」

「ああ。単体でも強いし、統とう率そつ力が半はん端ぱなかった」

「噂の最強騎士かもね。ちょっと見てみたかったなあ」

「止めとけ止めとけ。ありゃ洒落しやれにならん」

　疲つかれたようにため息を吐つきながら、潜せん入にゆう用の黒装しよう束ぞくをしまう。

　今の俺たちは流れの冒ぼう険けん者って身分だからな。れんちゃんたちもそれらしい格好をして、化け物マスクもとうに脱ぬいでしまっていた。

「んじゃ、早いとこ宿に戻もどるぞ」

「了りよう解かい」

　ふたりを促うながし、率そつ先せんして先頭を歩く。

　帝てい都との路地は整然としていたが、整い過ぎていて逆に道が分からない。

（昨日は買い物に出たれんちゃんが迷ったくらいだからな……）

　代わり映ばえしない街並みを、俺は注意しながら進んでいった。

（しかし、【蜃気楼】か）

　これを使ったのはいつ以来だろう？

　斥せつ候こう職の奥の手のひとつ、三秒間だけ無敵になる究極スキル。

　正確には透とう明めいになって、すべての攻撃がすり抜けていくんだが──。

　まあ、似たようなもんか。これのおかげで俺は城を脱だつ出しゆつできた。

（前に使ったのが南なん欧おうにいた頃ころだから）

　ちょうど半年くらい前になるのか。古街かい道どうで出会った死神、そいつの大おお鎌かまをかわすために使った覚えがある。その前は確か、去年の秋の繁はん殖しよく期だったか。やけにリアルな魔ま物ものの群れにビビって、思わず使ってしまった記き憶おくもあった。

（って、あれ？　もうそんなに経たったのか？）

　異世界転移から数えてみても、一年くらいしか経っていない。

　だけど一日一日が濃のう厚こうで、もうずっと前のことのように感じられた。

「さて、今日は部屋に帰って寝ねるとして」

「ん？」

「明日あしたからどうするよ？」

　物思いに耽ふけっていると、後ろから優介が声をかけてきた。

「どうするって、何が？」

「何がも何もないだろぉ？　もうこの国には用がないんだ。次はどこに行くかって話をしているの！」

　そういやそうだった。

　この国、バルトロア帝てい国こくの目ぼしいところは全部回ったんだった。

　あの要よう塞さい城が最後の仕上げで、あそこに何もなければ、確かに滞たい在ざいする理由がなくなるわけだが──。

「もうちょっといないか？　たまには休もうぜ」

「ああん？」

「夏真っ盛りだろ？　長旅とかダルいって」

　そう、今は八月。時季的には夏真っ盛りだ。

　日本に比べれば涼すずしいけど、それでも暑いものは暑かった。

「避ひ暑しよしようぜ、避暑」

「いいね。素す敵てきな響ひびきだ」

「れんちゃんまで……」

「なんだ、お前は嫌なのか？」

「嫌ってわけじゃないけどさあ。いいのかって気はするぞ？」

「海に行ったら水着の女の子が見られるのに？」

「海に行くしかないようだな」

　れんちゃんの一言で態度が一変する優介。

　やたら深刻そうな顔をしているが、内心は欲よく望ぼうが渦うず巻まいているのが分かる。

「海？　やはり地中海か？　いや、湖という手もあるが」

「あえて夏に温泉ってのもいいよね」

「温泉！　ほかほか！　おっぱいぽろり！」

「知能指数下がってるぞ」

　なんて話をしながら、三人で夜の街を歩く。

　後ろの方、街の中心の要塞城からは、微かすかな喧けん騒そうが聞こえてきていた。




　宿に戻った俺たちは、汗を拭ぬぐってから簡単な夜食を取った。

　乾かんパンにハム、チーズ。いずれもサッと食べられるものを選び、それを瓶びん詰づめのエールで流し込んでいく。

「あ～、労働のあとの一いつ杯ぱいはいいな～！」

「ほとんど俺が働いたんだけどな」

「まあまあ、気にしない、気にしない」

　ベッドサイドの小さなテーブルで、ささやかながらも祝しゆく宴えんを開く。

　目当てのものは見つからなかったけど、まあ、それはそれとしてってやつだ。

　こんな時は気持ちを切り替かえるためにパッと騒さわぐことにしている。

　もちろん深夜だから小さな声で──。

　しかし明るく楽しく、俺たちはエールを飲み続けた。

「しっかし、当てが外れたよなあ～」

「まあ、ねえ。それっぽい本はあったけど」

「『転移者についての記録』ってやつ？」

「そう、それそれ」

「ほとんど大陸間転移についての話だったじゃん。俺たちが知りたいのは、異世界転移についての方法だっつーの！」

「優介、声が大きいって」

「あ、ああ、すまんすまん」

　優介をたしなめて、れんちゃんは小さく息をついた。

「だけど、気持ちは分かるよ。バルトロアは大国だものね」

「そう、そうなんだって。歴史もあるし、きっと『異世界転移魔ま法ほう』みたいな本が隠かくされているだろうなって思ったのに」

「断だん片ぺん的なものもなかったもんな」

「ああ～！　も～！」

　ベッドに転がり、ぐしゃぐしゃと頭をかく。

　そんな優介を俺とれんちゃんは黙だまって見つめ、部屋には少しだけ沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「なあ、貴大、れんちゃん」

「ん？」

「なに？」

「俺たち、本当に元の世界に帰れるのかな？」

　この弱気は、酔よいのせいだけとは思えなかった。

　きっと優介は疑っているんだろう。

　異世界転移魔法なんてものが、本当にあるかどうかを。

（どうなんだろうな）

　異世界転移装置でもいい。異世界転移スキルでもいい。

　要するに、そんな都合のいいものが、果たしてこの世界にあるんだろうか？

　この世界にやってきて、もうすぐ一年が経つ。

　その間、俺たちは元の世界に帰るための手段を探し続けた。

　それなのに、空から振ぶり、空振り、空振りと続いて──。

　成果らしい成果が得られなかったら、弱気にもなるというものだ。

「一生、この世界にいるのかな」

　先ほどよりも沈しずんだ声。

　最近の優介は、酔うと鬱うつ々うつすることが多くなった。

　お調子者に見えて繊せん細さいな奴やつだからな。この世界での暮らしを楽しんでいるようで、実は誰だれよりも馴な染じんでいないんだろう。

　元の世界への執しゆう着ちやくは、俺なんかよりもずっとずっと強い。

　そんな相手に対し、俺はかける言葉さえ見つけられなかったが──。

「帰れるよ」

「れんちゃん？」

「俺たちはきっと帰れる」

　力強い肯こう定ていだった。優介も思わず起き上がり、れんちゃんの方を見た。

　視線が集まったところで、れんちゃんは朗々と語り出す。

「大前提として、多くの国でマレビトの存在が語られていた」

「マレビト……」

「突とつ然ぜん現れる外部の存在。それは別の大陸から飛ばされてきた人も含ふくまれるけど」

「それだけじゃなかったよな」

「うん」

　横から口を挟はさむと、れんちゃんはにっこりとうなずいた。

「明らかに別世界の存在がいた。そしてその人たちの中には、『元の世界に帰っていった』とされる人もいた」

「つまり……」

「俺たちが見つけられていないだけで、帰る方法自体は存在するんだよ」

　それが何なのかは、今の俺たちにはまだ分からない。

　分からないけど、それを探すまでは諦あきらめちゃいけない。

　れんちゃんは落ち込んだ優介に対し、つまりはそんなことを言っていた。

「うん……そうだな。そうかもな」

「そうだよ」

「そうか！」

　そう言って、明るい笑え顔がおを見せる優介。

　まるっきりれんちゃんの言葉を信じたわけでもなさそうだけど、いくらかの励はげみにはなったようだ。ムードメーカーの優介が笑うと場の空気も明るくなる。

「そうだよな、ここはファンタジー世界だもんな！　どこかにひとつぐらいはあるだろうし、なければないで俺が創つくればいいんだよ！」

「よっ、大だい魔ま法ほう使つかい！」

「やんややんや」

「ありがとう、ありがとう」

　俺とれんちゃんが拍はく手しゆを送ると、優介は芝しば居いがかった動作でそれを受け止めた。

　まるでハリウッド俳優だな。これぞ優介って言動だ。微び妙みようにむかつくのが難点だけど、この調子の良さが優介の良さでもある。

　それを取り戻もどした友だちを称たたえ──。

　しかし、いい加減眠ねむくなってきた俺たちは、ここで宴えん会かいを終えることにした。

「んじゃあ、今日のところはさっさと寝ようぜ！」

「あいよ」

「おやすみ～」

「次の国はロマリオだからな！」

　待っていろ、地中海。

　待っていろ、水着の美少女たち。

　そんなつぶやきを耳にしながら、俺はゆっくりと目を閉じた。

　明日あしたは早さつ速そく、荷造りだろう。夏が終わる前にはひと泳ぎしたいところだ。

（ロマリオってのは、どんな国だろうな）

　まだ見ぬ土地を想像しながら、その日は静かに眠りについた。

　そして明くる朝、爽さわやかな気持ちで宿の外に出てみたら──。




「こ、ここここ、これっ、これこれこれ……!?」

「ちょ、おまっ、おまっ……！」

「あは、ははは……」

　宿の前の路地、その壁かべには人相書きが貼はられていた。

　その下の方には『極ごく悪あく人にん　捕ほ縛ばく金貨十枚　通報銀貨一枚』という文字もある。

　なるほど、極悪人の名に相応ふさわしい額だ。

　金貨十枚とか、ちょっとした家なら買える大金だな。

　時間に余よ裕ゆうがあれば、俺も調査を考えていたかもしれない。

（これが俺じゃなかったらな！）

　そう、これは俺だ。描かかれているのは俺の顔だ！

「貴大～！　どどどどういうことだー!?」

「え？　も、もしかして、顔、見られたの？」

「いや、んなわけねーだろ！　ちゃんとマスクもつけてたし！」

「でも、合流したときには外してたみたいだけど……」

「あ」

「なんだ～!?　その『あ』ってなんだよぉぉ～っ!!」

　優介にがくがくと揺ゆさぶられながら、俺は昨日のことを思い出す。

　そうだ、そういやマスクを外してたんだ。あの女の子を怖こわがらせないために、素す顔がおを見せてあげたんだった。

　そしてそのままバトルに突とつ入にゆうした──。

　素顔のままで！　ありのままの顔をさらけ出して！

「ひいっ!?」

「な、なんか、こっちを見てるよ」

　ふたりの青ざめた顔に合わせてみれば、確かに誰かの視線を感じた。

　見てる。路地の先からこっちを見てる。人相書きを壁に貼りながら、さり気なくこちらを確かく認にんしている！

「見つけた。あいつだ」

「間ま違ちがいありませんか？」

「この俺が見間違うものか。姫ひめ様を襲おそった慮りよ外がい者ものを」

「では、隊長に連れん絡らくを」

「気取られるなよ。しかし、急げ」

「了りよう解かい」

（ひいいい……!?）

　やたらいい耳が、剣けん吞のんなささやきを一言一句丁てい寧ねいに拾ってくれる。

　そこに込められた憎ぞう悪おと殺気。それは一晩寝ねかせたからか何なのか、昨日よりも濃こく、強く、どろどろと熟成されているような──。

　ひょっとしてあれか？　俺は姫様目的で忍しのび込んだと思われているのか？

　あの繊細そうな子を手て籠ごめにしようとして、それを直前で阻そ止しされたみたいな。

　それは多分、未み遂すいでも許されざることで、姫様への忠誠と愛が、まるきり俺への憎悪に変へん換かんされていて──。

「ど、どうする？」

　優介が顔を青くして聞いてくる。

「どうしよっか？」

　同じような顔でれんちゃんも問いかけてくる。

（どうする？　どうするだって？）

　そんなの、決まっているだろう。

「逃にげるしかねえだろおおお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「「やっぱり[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」」

　着の身着のまま、俺たちは遮しや二に無む二に駆かけ出した。

　今後の予定なんて、もう放ほうり出すしかなかった。

　とにかく騎き士しがいないところへ、とにかく守りが手て薄うすなところへ、ひたすら無心で駆かけ続ける俺たち。

「待てっ！」

「待てえええええええっ！」

「逃がさん！　絶対に逃がさんぞおおおおっ！」

「追ええええええっ！　八つ裂ざきにしろおおおおっ！」

「「「ひええええええっ!?」」」

　殺気の塊かたまりが俺たちを追いかけてきていた。

　路地の壁を突つき破り、あるいは窓から飛び出してきて、騎士たちはどんどんその数を増していく。そしてそいつらから弓やら槍やりやら魔ま法ほうやらで攻こう撃げきされながら、俺たちは追われるように──。

　いや、まさに追われながら、帝てい都とゲルリンを飛び出したのだった。
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「待てええええ！　待たんかああああっ！」

「はひ～！　はひ～！」

「逃がさんぞ、貴様らあああああああっ！」

「いい加減、しつこいっ！」

「あのおっさん、ほんとに人間かっ!?」

「すごい、体力、だよねっ」

　帝都ゲルリンを飛び出して、かれこれ三日は逃げ続けただろうか。

　煙えん幕まくをまき散らし、炎ほのおの壁で道を塞ふさぎ、時には直接刃やいばを交えることで、何とか騎士団を振ふり切ることはできた。

　それなのになぜ、俺たちがまだ追われているのかというと、

「最強騎士、や、やべえ」

「ありゃ間違いなく神格者だ！」

「人間離ばなれも、は、甚はなはだしいね」

　そう、その人間離れした男が相手方にいたからだ。

「くっそ～！　【サモン・ゴーレム】！」

「甘いっ！」

「【ミラージュ・エッジ】！」

「効かぬっ！」

「【ガイア・ブレイク】！」

「効かぬと言ったあああああああっ!!」

　優介が護身用のゴーレムを召しよう喚かんした。

　ダメだ、二秒で砕くだかれた。

　俺が無数のナイフを素す早ばやく投げた。

　ダメだ、槍の一ひと振ふりで弾はじかれた。

　れんちゃんが大たい剣けんで地面を砕いた。

　ダメだ、巧たくみなステップでひらりと越こえられた。

「化け物かよおおおおおおっ!?」

　優介の叫さけびは、俺たち三人の叫びでもあった。

（最強騎士ジークムント……！）

　話だけはずっと前から聞いていた。

　バルトロアには軍神の加護を受けた最強騎士がいるのだと。

　だけど、まさかこんなに強いだなんて思わなかった。まさか、まさか、俺たちの攻撃さえも撥はね除のけるだなんて──！

（殺す気でやれば、どうにかなるんだろうけど！）

　そんなことができるはずもなく、俺たちはただ逃げ続けることしかできなかった。

「受けよ！　我が怒いかりの鉄てつ槌つい！」

「どわーっ!?」

　こっちにその気がなくても、あっちはやる気満々だ。

　大きな槍を突き出したり叩たたきつけたり、そのたびに俺たちは悲鳴を上げて逃げ惑まどう。

「おまっ、あんなのに目ぇつけられるとか、アホかっ！」

「そうだよ、貴大～！」

「うるせー！　お前らだって似たようなもんだろ！」

　口に出してハッとした。

　そうだ、そういやそうだった。

　俺たち《フリーライフ》の旅立ちは、いつもこんな感じだった。

（誰だれかしらがトラブルを起こすんだよなあ）

　れんちゃんが権力者の娘むすめに惚ほれられたり、優介が魔法の実験で大だい爆ばく発はつを起こしたり、れんちゃんが豪ごう商しようの娘に惚れられたり、優介が魔法の実験で悪あく魔まを呼び出したり、れんちゃんが村中の娘に惚れられたり──。

　で、結局、街や村から追い出されるんだ。

　そしてそのたびに、俺はフォローに回る方だったんだけど、

（まさかここに来て特大のトラブルを引き当てるとはな！）

　本当に、思ってもみないことだった。

「捉とらえたぞっ！」

「「「うわっ!?」」」

　いい加減走り疲つかれてきたところで、遂ついに最強騎士に捕つかまってしまった。

　俺たちの服をむんずとつかんだジークムントは──。

　それだけでは我が慢まんできないとばかりに、乱暴にその手を打ち振るったんだ！

「ぐえっ！」

「どべっ！」

「ぎゃふん！」

　三者三様に声を上げ、俺たちは地面に倒たおれ伏ふした。

　すぐには立ち上がれそうになかった。もう足がガクガクだ。

　なのにジークムントは息さえ乱さず、俺に向かって鋭するどい槍を構えている。

「小こ僧ぞうぉぉぉ……！」

「ひいいっ!?」

「姫様に手を出して、生きてこの国から出られると思うな……！」

「出してません！　出してませんって！」

「この慮外者がぁぁぁぁあ!!」

「ひいいいいいいいっ!?」

　忠誠心の塊のような男の目。冷や汗あせも蒸発しそうな怨えん嗟さの声。

　ヤバい。本気だ。もう冗じよう談だんでは済まされそうにない。

（いや、でも、逃げる！）

　逃げて逃げて逃げまくれば、いつかは諦あきらめて！

（くれる……かなぁ……？）

　はなはだ疑問ではあったが、わずかな希望も捨てたくなかった。

　しかし相手は問答無用の最強騎士だ。俺たちが何かをするより早く、奴やつは闘とう志しをみなぎらせ、その手の槍で俺たちを団子みたいにしようとして──。

『ギャオオオオオオオ！』

　バッサバッサバッサバッサ！

『クエエエエエエエエ！』

　バササササササーッ！

「…………は？」

　なんか、今。

　ワイバーン？　的なものが飛んできて──。

　ジークムントの頭をくわえて、飛び去って行ったような──？

「……なせー！　放さんかーっ！」

『……クエエエエエ！』

　遠くから最強騎士の叫びと、飛ひ竜りゆうの鳴き声が聞こえてくる。

　どうやらさっき見たものは本物だったらしい。幻まぼろしとかでは決してなくて、俺たちはあのワイバーンに助けられたようだ。

「うわ、大だい丈じよう夫ぶかな、あの人」

「ほっとけほっとけ。自分で何とかするだろ」

「まあな。殺しても死なない感じがあるもんな」

　そこまで言って、俺は大きく安あん堵どの息をはいた。

　疲れた。本当に疲れた。下手すると人生で一番疲れたかもしれない。

「神格者とか、相手にするもんじゃねえな……」

「まったく」

　れんちゃんと顔を合わせると、なんだか無む性しようにおかしくなった。

　ふたりでぷっと噴ふき出して、それに釣つられて優介も笑い出す。

「ははっ、はははっ！」

　一度笑い出すと、もう止まらなかった。

　汗まみれ、泥どろまみれの俺たちは、ケラケラと笑い声を上げながら、それこそ子どものように地面の上で転がり回って──。

『随ずい分ぶんと楽しそうだな？』

　その声は、俺たちの頭上から降ってきた。

　同時に日差しが遮さえぎられて、辺りはにわかに薄うす暗ぐらくなる。

『ここがどこだか、知っているのか？』

　問いかける声。

　そいつは目を細めて俺たちを見ている。

『我が庭で好き勝手に暴れおって。命知らずにも程ほどがある』

　そう語りかけながら、そいつは一歩、俺たちに近づいた。

　それだけで腹にこもる震しん動どうが起きる。どこかで崖がけが崩くずれるような音がした。

『自殺願望があると見える。そうだろう？』

　再び問いかける声。

　答えは多分、求めてはいないんだろう。

　そいつの中ではもう答えが出ていて──。

　俺たちをどうするかも、最初から全部決まっていて──。

　そのうえであえて、問いかけているんだ。

『その蛮ばん勇ゆうに免めんじて、我が直々に相手をしてやろう』

　黒い翼つばさが青空をバックに広がった。瘴しよう気きが霧きりのように広がっていき、陽光さえも歪ゆがめてしまう。ぞろりと生えそろった牙きばは鎧よろいなんて簡単に嚙かみ千切ってしまいそうだ。うねる尻尾しつぽは別の生き物のようで、その動きを嫌いやでも意識させられてしまう。

　悪夢のような光景だ。俺たちはもう、声も出ない。

　しかしそいつは悠ゆう々ゆうと、笑えみさえ浮うかべて、決定的な一言を発したんだ。




『さあ、我を楽しませるがいい』




「カオスドラゴンだあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　優介が発はつ狂きようしたような声を上げた。

　れんちゃんが虚うつろな顔で笑い出した。

　俺は俺で目の前の光景が信じられず、ひたすらそいつを凝ぎよう視ししていた。
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（カオスドラゴン……！）

　レベル２５０のレイドボスモンスター。

　国さえ亡ほろぼすと言われる、この世界最強格のドラゴン。

　俺たちはまだ戦ったことがなかったが、プレイヤー間では相当な強さだとしきりに話題になっていた。究極のエンドコンテンツ。魔ま王おうとタメを張れるモンスター。最強のプレイヤーがブレス一発で蹴け散ちらされたとか、暇ひま潰つぶしのように他ほかのレイドボスを倒していたとか、ちょっと暴れただけで地形が変わってしまったとか、ゲームの時点で物ぶつ騒そうな噂うわさは山ほど耳にしていたが──。

（まさか、そのカオスドラゴンなのか!?）

　人がいない方へと逃にげ続けた結果、どうやらこいつの生息域に踏ふみ込んでしまったらしい。バルトロアとイースィンドの間にそびえる、魔ま境きようのごとき黒こく龍りゆう山脈。そのピンポイントな一画に、今、俺たちはいるようだった。

「どどどどうすんだよ!?」

「どうするって、ど、どうしようもないだろ」

「謝って許してもらうことは」

『許さぬ』

「ですよねーっ!?」

　逃げ道はあっさりと封ふうじられた。

　さすがカオスドラゴン。容よう赦しやのなさも超ちよう一いち流りゆうだ。

（じゃあどうすんのかって話だけど……）

　戦う？　戦うのか？

　本来はカンスト百人規模で戦う相手に、たった三人で立ち向かうのか？

（いくら何でも……！）

　無む茶ちや苦く茶ちやだったが、今の俺たちには他に選せん択たく肢しがなかった。

「くそおおおおおおっ！　やってやる！　やってやんよ！」

「ああ！　戦おう！」

「やるしかねえか……！」

　他のふたりも同じ気持ちだったみたいだ。

　優介は杖つえに魔ま力りよくを込めて、れんちゃんは背中の剣けんを抜ぬき放った。

　そして俺は鋭くナイフを構え──。

　カオスドラゴンはまた、目を細めてにやりと笑った。

『その意気やよし。さあ、かかってくるがいい！』

「「「うおおおおおっ！」」」

『その力を我に見せてみろおおおっ！』

「「「うおおおおおおおおおおおっ!!」」」

　こうして俺たち《フリーライフ》とカオスドラゴンの死し闘とうが始まった。

　結果から言えば、まあ、何とかその場は切り抜けられたわけだけど──。

　寿じゆ命みようが数年縮むような、本当にハードな戦いだったことは間ま違ちがいなかった。





‐４‐






「はあっ、はあっ、生き、生きてるか……？」

「なんとか……でも、死ぬ、がはっ、は、吐はきそう……」

「あは、はは、はっ、はっ……はふ～……」

　カオスドラゴンとの遭遇エンカウントから二時間ほどが経過した。

　俺たちはかろうじて──。本当にかろうじて、どうにかこうにか生き延びていた。

（よ、よく生き残れたな……）

　毒や麻ま痺ひ、睡すい眠みんなどの効果を持つ高火力ブレス。

　山を崩し、大岩を軽石のように砕くだく膂りよ力りよくと尻尾。

　羽ばたいては嵐あらしを起こし、着地をしては大地を割って、まるで天災のごとく襲おそいかかってくるカオスドラゴン。そんな相手に翻ほん弄ろうされながらも、俺たちは互たがいに互いを支え、相手に致ち命めい傷しようを与あたえることに成功していた。

（最後は、俺のナイフが決まったんだったか）

　激戦の末のことだから、あまりよくは覚えていない。

　バズーカみたいに構えた杖から、優介が超ちよう級きゆう魔ま法ほうを連発していて──。

　ああ、そうだそうだ。そこかられんちゃんが相手の翼を切り裂さいたんだ。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらって、俺が【心臓貫ぬき】でカオスドラゴンの心臓をえぐって──。

　奴やつは崖から落ちていって、俺たちはその崩ほう落らくに巻き込まれたんだった。

（いや、ほんと、よく生きてたな）

　三人とも全身くまなくボロボロだ。

　髪かみはブレスと土ど砂しやでくしゃくしゃになって、肌はだや服も同じような感じになってしまっている。貴重な装備もいくつか壊こわれてしまっていて、れんちゃんの大剣なんて、途と中ちゆうでぽっきり折れてしまっていた。

　だけど俺たちは生きている。生きて、こうして相手の顔を見られている。

　それが無む性しように嬉うれしくて、体中もうガタガタなのに、俺は今にも笑い出しそうな気持ちになってしまっていた。

「さ、さて、お前ら……」

「なに～……？」

「そろそろ、行くぞ」

　震ふるえる手で体を支え、えっちらおっちら体を起こす。

　ここは黒龍山脈、龍の住まう魔境の地だ。いつ他のドラゴンがやってくるか分からないし、カオスドラゴンが最後に何かするかもしれない。

（多分、もう死んでいるとは思うけど）

　いつまでもこんなところにいられるほど、俺は強い心臓を持ってはいなかった。

「うう、ここで寝ねてえ」

「離はなれるんだよ。ほら、自分の足で歩け」

「貴大～、引っ張って～」

「れんちゃんまで甘えんな！」

　満まん身しん創そう痍いな仲間を起こし、まずは回復、そしてすぐに山を下りる。

　人が歩けるような場所ではなかったけれど、そこは斥せつ候こう職の本領発揮、杭くいやロープを使って下山のルートを作っていく。なるべく急ぎながら、だけど、可能な限り慎しん重ちように。頂上から三時間ほどかけて下っていき──。

　斜しや面めんもなだらかになってきたところで、俺たちはようやく足を止めた。

「ふ～、小しよう休きゆう憩けいだ！」

「追っ手はないみたいだね？」

「ああ。ドラゴンもワイバーンも、あのおっさんの姿もないな」

「あいつの話をするなよ……」

　優介にはげんなりされたが──。

　まあ、冗じよう談だんを言えるくらい回復したと思ってもらいたい。

「えっと、今が山の中腹くらい？」

「ああ。ほら、現在地はこの辺りだ」

「あれ？　山越こえてるじゃん！　いつの間に!?」

「戦せん闘とう中に越えたんだよ。気づいてなかったのか？」

「無我夢中だったからな……って、あれ？　じゃあ、ここってもうイースィンド？」

「そうなるな」

　そう、山の中腹は中腹でも、俺たちは隣りん国ごく、イースィンド側の方にいた。

　バルトロアから追い立てられて、カオスドラゴンにも追いかけ回されて、いつの間にか山を越えてしまっていたんだな。そんなことをするつもりはなかったんだけど、結果的にはあの最強騎き士しから遠ざかる形になった。

　まさかあいつも隣国までは追いかけてこないだろう。

　そう考えた俺たちは、このままイースィンドに入国してしまうことにした。

「んじゃ、そろそろ下山するか！」

「だな」

「了りよう解かい」

　窮きゆう地ちを脱だつしたとはいえ、ここは魔まの山、何が起きるか分からない。

　贅ぜい沢たくを言えば、もう少し休んでいたかったんだけど──。

　もしものことが起きる前に、一刻も早く山を下りてしまいたかった。

「って、うお、雨だよ」

　進み始めたところで、いきなり雨が降り出した。

　にわか雨だろうか？　汗あせで冷えた体がますます冷えて、なんだか風邪かぜでも引いてしまいそうだ。

「山の天気は変わりやすいって言うけどさ」

「タイミング悪すぎだろ～！」

「雨宿り、雨宿り！」

　大きな雨あま粒つぶに打たれながら、俺たちは山道を走っていった。

　麓ふもとの方に見える森、あそこまで行けば雨風をしのげるはずだ。

　そんなことを思いながら、しばらく黙もく々もくと進んでいると──。

「あ、あれ！」

「どうした？」

「もしかして、山小屋じゃない？」

　れんちゃんが横手を指して言った。

　山小屋。ああ、確かに山小屋だ。煙えん突とつのついた丸太小屋が、降りしきる雨の向こうに微かすかに見える。

「猟りよう師しさんの休憩所かもね」

「山姥やまんばの住すみ処かかもよ？」

「止やめろって。今日はもう腹いっぱいだよ」

　どうにか休めそうだと思った俺たちは、軽口を叩たたきながら山小屋に急いだ。

　雨はますます強くなっている。遠くで雷らい鳴めいが轟とどろくのも聞こえた。そんな中で山小屋を見つけられた俺たちは、案外、運ってやつを持っているのかもしれない。

（ここ数日、散々だったけどな）

　それでも終わり良ければすべて良しって気がしてくる。

　自然と俺たちは笑え顔がおになって、弾はずむような足取りで山小屋に近づいていった。そして、特に考えることなく入り口のドアを開け放ち──。

（……ん？）

　なんだろう、これは。

　岩石のような何かが入り口近くにドカンと置かれている。

　いや、これは筋肉か？　分厚く盛り上がった背中が、小屋の入り口近くを塞ふさいでしまっているんだ。

　だとするとこれは人間なのだろうか。

　いや、しかし、人間にしたって、なんか盛りすぎのような気がするが──。

「あん？　誰だれだ、おめえら？」

（筋肉がしゃべった!!）

　ついでに後ろに振ふり返ってきた！

　裸ら体たいを隠かくそうともせずに、怪け訝げんそうな顔をこちらに向ける筋肉オブ筋肉。

　体を拭ふいていたところなのだろう。首にはタオルがかかっていたが、他ほかは丸出し、ご立派な「マンモス・カイザー」も、こちらを向いてしまっていた。

　パオオオォォォ！

「う～ん」

　わいせつ物を目にしたれんちゃんがいきなり倒たおれた。

　大男の迫はく力りよくに圧おされて、優介も腰こしを抜ぬかしてしまっている。

「お、おい、なんだ？　どうしたってんだ？」

　ドスンドスンと大きな足音を立て、「マンモス・カイザー」がこちらに迫せまってきた。

　筋肉から熱気をむんむんと立ち上らせて、自じ慢まんのいちもつはぶらぶら揺ゆらして──。

「う～ん」

「あっ、お前っ!?」

　れんちゃんに続いて優介も気を失ってしまった。

　なんて無責任な奴らだ。この事態を俺にどうにかしろって言うのか!?

「おい、大だい丈じよう夫ぶかよ」

「は、はいぃ」

「本当に大丈夫かあ？」

　俺たちの近くにしゃがみ込んで、ぬうっと顔を寄せてくる大男。

　その尋じん常じようならざる迫力に、俺もさっさと気を失ってしまいたかった。




「ええっ!?　キリングさんってギルマスなんすか!?」

「んだよギルマスって」

「ギルドマスターですよ、ギルドマスター」

「変な略し方すんなよ」

　黒龍山脈の麓にある森林地帯。

　その近くにぽつんと建っているのが、俺たちが飛び込んだ山小屋だった。

　なんでもここは大男の別べつ荘そうのようなもので、彼は時間ができるとここに籠こもって、ひたすらレベル上げに励はげんでいるらしい。

（よりにもよって黒龍山脈の麓で？）

　常人がやっていたなら、頭の具合を心配したところだが──。

　素す性じようを聞いて納なつ得とくした。なんと彼は、あの《皆みな殺ごろしのキリング》なのだという。

（これまた有名人が出たな）

　神の加護こそ受けていないものの、その知名度はあの最強騎士に比ひ肩けんする。

　大国イースィンドのギルドマスター。万ばん夫ぷ不ふ当とうの《グラビトン・ファイター》。最強の冒ぼう険けん者とも言われる存在が、今、俺たちの目の前にいる人だった。

「すっげー！　握あく手しゆしてもらっていいですか!?」

「お、おう。いいけどよ」

「手ぇでけー！　やべーっ！　あ、サインももらえます？」

「こいつ、どうにかしろよ」

「すみませんね……」

　さっきからおかしなテンションになってるな。

　頭を下げつつ、ミーハーな優介を子こ猫ねこのようにつまみ上げる。

　れんちゃんはれんちゃんでまだ具合悪そうだし、やっぱり優介はテンションおかしいし、俺だけなんかいたたまれない気持ちになってしまうな。

「お茶までご馳ち走そうになっちゃって」

「いや、そりゃいいけどよ」

　キリングさんは大きな手であごをさすった。

　何か言いたいことでもあるんだろうか？　いや、そりゃあるだろう。

　叱しかられるのも覚かく悟ごして、俺は背筋をピンと伸のばして──。

「おめえら、ここで何してたんだ？」

「えっ？」

「ここは魔の山だぞ？　レベル上げにしたって、他に場所があるだろうが」

（そ、そうきたか！）

　考えてみれば当たり前の問いかけだった。

　麓とはいえ、ここは黒龍山脈。高レベルな魔ま物ものがうろつく危険地帯だ。

「地元の猟師もここには近づかねえ。冒険者だって、ここに来るのはオレくらいのもんだ。そんなところで、おめえら、一体何してたんだ？」

　俺と優介の顔にだらだらと脂あぶら汗あせが流れる。

　言えない。本当のことなんて、とても言えない。

『バルトロアで問題を起こして、最強騎士に追われて、迷い込んだ黒龍山脈でカオスドラゴンとドンパチしました！』

　なんて、とても言えるわけがない。

（良くて変人扱あつかい、悪くてバルトロアに送そう還かんだ！）

　なのに妙みよう案あんはまるで浮うかばず、ますます挙動は不ふ審しんになっていく。

　そんな俺たちを怪訝そうに見つめ、キリングさんはまた口を開きかけ、

「あっ、あのっ！」

「あん？」

「そのっ！　それなんです！　俺たち、ここにレベル上げに来て！」

「はあ？」

「全然ダメで！　もう笑えるくらい返り討うちにされちゃって！」

（優介ぇぇぇ～！）

　いいのか!?　それでいいのか!?

　さっき、ここに冒険者は近寄らないと言われたばかりなのに──。

　果たしてそれでいいのだろうか!?

「なにぃ……？　おめえらみてえなひよっこが、魔の山で力試だめしだとぉ……？」

（あ、ダメみたいですね）

　キリングさん、すげえ怖こわい顔してるよ！

　さすが歴戦の冒険者。優介の口八丁じゃ、騙だまされや──。

「偉えらいっ！」

「「ふぇっ!?」」

「気に入った！　若わけぇのに、根こん性じようがあるじゃねえか！」

　な、なんか、あれで良かったらしい。

　キリングさんはうんうんとうなずきながら、俺たちの肩かたに手をかけている。

「最近は腰こし抜ぬけが増えてなぁ……安全第一とか言って、無難なことしかしやがらねぇ」

「そ、それはそれでいいことなんじゃ？」

「一生無難に生きたきゃそれでいいが、そうでないなら、どっかで無む茶ちやするしかねえんだよ！　オレたちゃ冒険者なんだからよ！　なあ!?」

「は、はひ」

　そんな風に聞かれたら、首を縦に振るしかない。

　俺たちはカクカクと頭を動かし、キリングさんはなおも上じよう機き嫌げんに語り続けていた。

「オレもいい歳になったけどよぉ。まだまだ冒険していてぇんだ」

「冒険？」

「そうだ！　冒険だ！　おめえらも知ってるだろうが、この山のてっぺんにはカオスドラゴンってやべぇ奴やつがいるんだよ」

（知ってます）

「オレは一度でいいから、そいつと戦ってみたくてなぁ……いや、戦うだけじゃねぇ！　戦って、戦って、最後には勝ちてぇんだよ！　伝説の最強ドラゴンをぶちのめして、オレは歴史に名を刻みてぇんだ！」

「「……はい」」

　それ、さっき撃げき退たいしました。

　なんて、とても言えなかった。

（いや、奇き跡せきみたいなものだったけどさ）

　キリングさんの夢を横取りしたようで、どうにもいたたまれなくなってくる。

　それなのにキリングさんはますます上機嫌に、俺たちの背中をバンバンと叩たたいて、大きな声でガハガハと笑っていた。

「おめえらもそうだろ!?　魔まの山に来る馬ば鹿かだもんなぁ！」

「は、はい」

「そうか、分かるか！　いや、分かるよなぁ！　うちの嫁よめなんて、歳を考えろとかぬかしゃぁがる！　やっぱり、男の夢は男にしか分かんねぇな！」

　どうやら俺たちは気に入られたようだ。

　さらに背中を叩かれながら、あれも食え、これも飲めと干し肉や酒をご馳走される。

　勧すすめられるがままにどんどん口に入れていったが──。

　変な罪悪感で、肉も酒もおかしなほどに苦く感じてしまった。
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「雨も止やんだし、下山するか」

「そっすね」

「おめえらも王都に行くんだよな？」

「そうしようかなと」

「どうせ行く当てなんてないですし」

「転移者ってのも大変だよなあ」

　なんて話をしながら山道を下っていく。

（しかし、転移者ねえ）

　俺たちの身の上については、昨夜ゆうべのうちに伝えておいた。

　俺たちは東方出身であること。この地には転移魔ま法ほうで飛ばされてきたこと。故郷に帰るための手段を探していること。そのために各地を転々としていること。そうした事情を、すべてキリングさんには話してある。

　もちろん、これは脚きやく色しよくありのフィクションだ。

　だけど、本当のことなんて話せやしないし、話したところで正気を疑われるだけだ。

　だから今の俺たちは「東方から飛ばされてきた転移者」。そういうことにしておいて、この先もずっとそれで通すことにしておいた。

「そういや東方出身の奴も久しぶりに見たな」

「え？　俺たちの他ほかにもいるんですか？」

「おお、いるぜ。オレが会ったのは片足の爺じいさんだったんだけど、ありゃただもんじゃなかったな。ひょろひょろしてる癖くせに目が鋭するどくてよ」

「へえ～」

　などと、興味深い話も聞かせてもらいながら──。

　歩くこと半日。途と中ちゆう、休きゆう憩けいを挟はさみながら、俺たちは魔の山の麓ふもとについた。

　するとそこには冒険者たちのベースキャンプがあり、いくつもテントが張られた広場には、大量の荷物と、手た綱づなをつけた飛ひ竜りゆうの姿なんかもあった。

「キリングさん！」

「大将！　無事のお帰りで！」

「おう」

　さすがギルドマスターといったところか。

　広場にいた冒険者たちは、キリングさんの姿を認めるとワッと駆かけ寄ってきた。

　同時に、俺たちには遠えん慮りよのない視線が浴びせられて──。

「あん？」

「なんです、この坊ぼう主ずたち」

　キリングさんと俺たちとじゃ、冒険者の態度が全然違ちがう。

　それはまあ、当たり前か。だけど、ちょっとばかし居い心地ごこちが悪いような気がする。

　そう思って気き後おくれする俺たちを、キリングさんはにやりと笑ってバンバン叩いた。

「こいつらか？　こいつらは、山小屋に転がり込んできたガキどもだ」

「ええっ!?」

「魔の山でレベル上げがしたかったんだと」

「あんなところでぇっ!?」

　悲鳴みたいな声が上がった。

　とても信じがたいという目が向けられる。

「まさか、そんな……」

「こんな若いのが……？」

　ベースキャンプには明らかな動どう揺ようが広がっていた。

　そしてそれを、キリングさんは楽しそうな顔をして見ている。

（面おも白しろいのか？）

　面白いんだろうなあ。

　ドッキリ大成功！　みたいな感じなんだろう。

　だけどそのネタに使われると、やっぱり俺たちとしては居心地が悪いわけで、

「親父おやじ！　どういうことだよ！」

（ん？）

　ざわつく冒ぼう険けん者たち。その間を縫ぬうようにして、小こ柄がらな女の子が姿を見せた。

　この子も冒険者なんだろうか？　それにしては少し幼い気がするし、体つきも小中学生みたいに頼たよりなかった。それなのに血の気だけは一人前のようで、女の子はキリングさんに嚙かみつかんばかりの勢いで食ってかかっていた。

「あの山小屋は親父専用じゃなかったのかよ！」

「んなこたぁ、誰だれも言ってねえだろうが」

「でも、オレには行くなって！」

「そりゃおめえがガキだからだ」

「こいつらだってガキじゃねーか！」

　出てくるなりギャンギャン、ギャンギャン。

　まるでうちの近所の番犬みたいだ。いや、この体だとお座ざ敷しき犬か。

「って、親父？」

「この子、キリングさんの娘むすめさんなんすか!?」

「そうだが？」

（（（似てねえ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]…………）））

　片や鬼おにのような大男で、片や愛くるしい小柄な少女。

　あまりに違いすぎる親子を前に、俺たち三人は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまった。

「オレだってもう一人前だ！」

「なわけねえだろ」

「魔ま物ものとだってひとりで戦える！」

「雑魚ざこ相手だったらな」

「大人にだって負けねえんだ！」

「毛も生えてねえくせに」

「るせ────────っ！」

　褐かつ色しよく肌はだを真っ赤に染めて、娘さんは大きな声で怒おこっている。

　しかしそれも慣れたものなのか、キリングさんはうんざりとしながらも、諭さとすような声で娘に語りかけていた。

「いいか？　こいつらの一番偉えらいところは、今、こうして生きているってことだ。ボロボロになろうが、情けなく逃にげ出そうが、まず自分の命を守ったんだよ。おめえはそれができそうにねえから、許可が出せねえんだ」

「オレだって引くべき時には引ける！」

「引けねえな。おめえは血の気が多すぎるんだよ。ついでに理想家っぽいところもある。そんなんじゃ早死にするぞ」

「うう[image: ～][image: ～]……！」

　キリングさんに説教されて、娘さんは真っ赤な顔のままうつむいてしまった。

　言い返せないってことは、自分でも心当たりがあるんだろう。悔くやしそうに拳こぶしを震ふるわせながらも、結局、娘さんは黙だまり込んだままだった。

「おう、おめえら！　見てねえで支し度たくを始めろ！」

「は、はい！」

「撤てつ収しゆうだ！　王都に帰るぞ！」

　いつの間にかふたりを囲んでいた冒険者たちは、キリングさんの声でハッとなってバタバタ駆け回り出した。一度動き出せば手慣れたもので、あっという間にテントは畳たたまれ、飛竜や馬車の準備が整っていく。

「おめえらはあっちの籠かごに乗れ」

「いいんすか!?」

「おう。片道三時間の特急便よ」

「あざーっす！」

　キリングさんが指し示したのは、飛竜のそばにある大きな籠だった。

　あれは噂うわさに聞く竜りゆう籠かごだろう。あれを飛竜にぶら下げさせ、王都まで一直線に飛んでいこうというんだ。

「いやー、ついてたな！」

「一時はどうなることかと思ったけど」

「災わざわい転じて福となすってやつだな」

　お客様待たい遇ぐうでもてなされ、俺たちは自然と笑え顔がおになった。

　なんだかんだで旅ってのは疲つかれるものだからな。それが大おお幅はばに短縮されるのは、疲れ果てた俺たちにとって本当にありがたいことだった。

「さて、乗り込むか」

「あ、待って。俺、ちょっとトイレ」

「大きい方？」

「小さい方～」

　なんてやり取りも軽かろやかに、俺は近くの茂しげみに向かう。

（やれやれ、やっと一息つけそうだ）

　本当は地中海に向かうつもりだったけど──。

　まあ、イースィンドでも別に構わないだろう。しばらくはそこでゆっくり養生するつもりだった。

「おい」

「ん？」

　途中、横手から声をかけられた。

　そちらに目を向ければ、木々の間に小柄な少女が立っているのが見える。

（キリングさんの娘さん？）

　見み間ま違ちがえようもなくそうだろう。

　真っ赤な髪かみと褐色肌を持つ少女が、なぜか俺をにらみつけている。

「街に着いたら手合わせしてもらうぞ」

「えっ？」

　言いたいことだけ俺に言い、娘さんは走り去ってしまった。

（手合わせ？）

　静かな声だったけど、思いつめたような声でもあった。

　どうやら相手は本気のようだ。父親に認められた俺たちを、戦うことで試ためしてやろうという腹積もりなんだろう。そしてそこには若じやつ干かんの反はん抗こう心が混ざっていて、もしかすると嫉しつ妬とや八つ当たりみたいな感情もあったりして──。

（なんだかなあ）

　ギルドマスターに歓かん待たいされてラッキー！

　くらいに軽く考えていたんだけど、なかなかそうはいかないようだ。

　少なくともあの娘さんには、一方的にライバル視されたみたいだな。ひょっとするとああいった手合いは、これからどんどん増えるのかもしれない。

（まあ、何とかなるさ）

　世の中、一ひと筋すじ縄なわにはいかないことばかりだ。

　だけどこっちは三人一組の《フリーライフ》。寄らば文もん殊じゆの知ち恵えで、今回もどうにか上手うまく切り抜ぬけていこう。

（さあ、次の国はイースィンドだ）

　西の空を見上げ、まだ見ぬ大国イースィンドを想おもう。

　正確にはもう領土内にいるわけだけど──。

　まあ、それはご愛あい敬きよう。俺は青空に魔ま法ほう大国とやらを思い描えがいていた。
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「はああああっ！」

「今だ、優ゆう介すけっ！」

「喰くらええええええええっ!!　【エレメンタル・キャノン】!!」

　れんちゃんの大たい剣けんが地面を砕くだく。

　俺のナイフが敵の手足に突つき刺ささる。

　そして優介の放った魔ま法ほうが直ちよく撃げきし、地下神しん殿でんには眩まばゆい閃せん光こうが走った。

『グ、オ、オ……！』

「よしっ！」

　この神殿の主、罪なきテンプルナイトの体が大きく傾いだ。

　見上げるほどの巨きよ体たいを誇ほこる神しん殿でん騎き士し。何をしても動じなかった相手が、今、ゆっくりとその体を崩ほう壊かいさせていっている。

「よし、よし……！」

「行けっ！　そのままっ！」

「第二形態とかになるんじゃねーぞ！」

『オオ……！』

　奇き妙みようなほどに遅おそく重たく感じる時間。

　息が詰つまりそうな停てい滞たいの中で、しかし、神殿騎士の体は崩くずれていき──。

　やがて、砂でできた城のように、サラサラと解けて散っていった。

「やったか!?」

「そのネタ、いい加減止やめろ」

　優介の頭をはたいて、わずかに残った砂山をじっと見つめる。

　どうやら復活とかはないみたいだ。もちろん変身とかもなかったわけで、今回の戦いはこれで終わりということだろう。

「うへ～、疲つかれた～」

「タフだったね～」

「めんどくせえボスだったわ……」

　地下神殿最深部にたどり着いてから、かれこれ一時間は経たっただろうか？

　そこからぶっ通しでボスとバトルだ。さしもの俺たちも体力が尽つきて、三人合わせてドスンと腰こしを下ろしてしまった。

「んは～、水が美味うまい～」

「はい、貴たか大ひろ。クッキー食べて」

「おっ、さんきゅー」

「おお、アイテム落ちてる」

「マジで？」

「マジマジ。あのボスがつけてた兜かぶとっぽいな」

　勝利の余よ韻いんに浸ひたりながら、ゆるゆると休きゆう憩けいを始める俺たち。

　水分を補給して、腹になんかぶち込んで、余よ裕ゆうができたら辺りに目をやる。

　今回は優介がなんか見つけたようだ。あいつがはいはいして取ってきたドロップアイテムを、俺たちは休憩がてら検分する。

「……なんだ、これ？」

「なにって、戦士系の装備品だろ？」

「いや、そりゃ分かるけどさ。なんか禍まが々まがしくない？」

「スリットから血の涙なみだが出てるんだけど……」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　れんちゃんなら装備できるって！」

「できるかどうかで言ったらイエスだけど！」

「ボスドロップだぜ？　絶対強い！　絶対有効！」

「でも、絶対呪のろわれてるよね!?」

　まあ、十中八九呪われているだろうな。

　なんてったってアンデッドモンスターのドロップアイテムだ。

　装備したら意識を乗っ取られ、そのまま暴走しそうな気配が感じられた。

「はい、パス！」

「呪われる！　呪われる！」

「はい、パス！」

「ちょっ!?　こっちに投げんな！」

　呪いの装備と思おぼしき物品を、まるで爆ばく弾だんゲームのように回し始める優介。

　それを必死に他ほかに回しながら、俺たちはわいわいと騒さわぎ始める。

（罰ばち当あたりってレベルじゃねえけど）

　これはただの装備品。神殿騎士の遺志など宿っていない。

　俺としてはそう思いたいところだった。

「って、こんなことやってる場合じゃねえだろ」

「んあ？」

「目的のブツをさっさと探すぞ」

「ごめんごめん」

　楽しそうにはしゃいでいた優介と、何だかんだで興に乗っていたれんちゃん。

　ふたりにビシッと注意して、俺は率そつ先せんして祭さい壇だんの方へと向かう。

（そう、ここにはあれがあるんだからな）

　遊んでいる場合じゃない。

　さっさと現物をこの目で確かく認にんしたい。

（異世界転移の鍵）

　その最後の一本が、ここに隠かくされているはずだった。




　きっかけはささいなことだった。

　立派な一いつ軒けん家やを購こう入にゆうし、それを自分たちの手でカスタマイズして、冒ぼう険けん者ギルドにも顔を出しに行き、そこでキリングさんの娘むすめにからまれて──。

　そうしたイベントが全部落ち着いてから、俺たちは王立図書館に行ったんだ。

「手がかりでも見つかるといいよね」

「そうだなー」

　なんて口では言っていたけれど、俺はそこまで期待していなかった。

　まあ、転移者の記録がいくつか見つかるくらいだろうと──。

　そう考えて、何の気なしに司書さんに問いかけたんだ。

　すると、

「ええ、ありますよ」

「「「は？」」」

「異世界転移についての本ですよね？　書庫にあります」

「「「は……!?」」」

　信じられなかった。

　冗じよう談だんか何かだと思った。

　しかしその司書さんは、受付の奥に引っ込んだかと思うと──。

　五分ほどして、あっさりそれを持ってきた。

「どうぞ。『異世界探訪録』です」

「これが……!?」

「ええ。異世界からやってきたという人が残した手記です」

　見た目は何の変へん哲てつもない本だった。

　茶色い革かわの表紙で、大学ノートぐらいの薄うすっぺらい本。

　表紙にあるタイトルもこの世界の共通言語で、パッと見ただけではそれが本物かどうかも分からない。

　しかし、俺たちには分かる。

　俺たちだからこそ分かることがある。

　肝かん心じんの中身、最初から最後のページに至るまで──。

　そこには日本語が書かれていたんだ！

「うおおおっ!?」

「こ、これは……！」

「本物か!?」

　図書館のすみに移動しつつ、夢中になってページをめくる俺たち。

　間ま違ちがいない、日本語だ。これは日本語で記されている！

　何度読み返したって同じだ！　これは日本語で書かれた手記なんだ！

「やったあああああああああああっ！」

「やったぞ！　やった！」

「遂ついに手がかりを見つけたね！」

　手がかりどころか、そこには核かく心しんが記されていたんだ。

　すなわち、俺たちが探していた「元の世界に帰る方法」。

　それが著者の手によって、事細かにまとめられていた。

「イースィンド北部には《転移門の遺い跡せき》と呼ばれる場所があり」

「「おお！」」

「最深部に設置されている装置で、どんなところにも行けるらしい！」

「「おおお！」」

「だけど起動のためにはエネルギー源となるものが必要で」

「「おおお……!?」」

「その他にも、三つの鍵を集めなくちゃいけないらしい」

「「それっぽい！　それっぽい！」」

　内容を読み上げる優介に対し、俺とれんちゃんは声を上げて喜んでいた。

　これまでに見つけたしょぼい記録じゃない。

　本当か噓うそなのかも分からない伝聞でもない。

　この『異世界探訪録』こそが、俺たちが探し求めていたものだった。

「わたしたちと同じ目にあった人へ。どうか希望を捨てないでください。無事の帰き還かんを祈いのり、この手記を残していきます、か」

「な、なんて親切な人なんだ……！」

「人の情けが身に染しみる……！」

　目元に腕を当て、「くう～！」と感極きわまった声を出す俺たち。

　しかし、感動するのはまだ早い。帰還の手段が見つかったのなら、今度はそれが本当か確かめる必要があった。

「ようし！　じゃあ、まずは遺跡を確認しに行くぞーっ！」

「「おーっ！」」

「そんでもって、そのあとは鍵とエネルギー探しだっ！」

「「おおーっ！」」

　そんな風に騒いだせいで、めちゃくちゃ怒おこられてしまったわけだけど──。

　でも、この喜びは抑おさえられなかった。ようやく見つけた具体的な希望に、優介とれんちゃんはこっそり涙まで流していた。

　だから、そこからの活動もくじけることなく続けられたんだな。

　王立図書館で『異世界探訪録』を見つけて、一年。

　俺たち三人はイースィンド国内を駆かけ巡めぐり、時には大きな失敗をしながらも、遂には最後のピースを手に入れる段階まで来ていた。




「あった！　これだな」

「おおお！　これが、三つ目の鍵！」

「間違いなさそうだね」

　罪なきテンプルナイトが守っていた地下神しん殿でんの最深部。

　その奥に安置されていた棺ひつぎを開けると、そこには聖職者風のミイラと共に、ほのかに赤く光る銀色の鍵があった。

「よしっ！」

「これで……」

「最後の鍵！」

「「「ゲットだぜ～っ！」」」

　ひょいと鍵を取り出し、声を合わせてハイタッチをする。

　これですべての鍵が揃そろった。これを《転移門の遺跡》で使うことで、俺たちは元の世界に帰ることができるんだ。

「よおおおおしっ！」

「これで、帰れるんだね……」

「長かったよなあ」

　異世界に来てから一年。

　そしてグランフェリアに移り住んで一年。

　合わせて二年の長い間、俺たちはこの世界をうろうろしていたことになる。

「下の妹は俺のこと覚えてるかなあ？」

「セシルは覚えてるね！　賢かしこい奴やつだからなあ」

「案外、きれいさっぱり忘れてるかもな？」

「言ってろ！」

　家族や愛犬のことを話しながら、ふたりはどこか遠くを見ていた。

　その先には故郷の景色が広がっているんだろう。会いたかった人たち、帰りたかった街が、色いろ鮮あざやかに浮うかんでいるに違ちがいない。

「うおおおおっ！　待ってろ、セシルーっ！」

「家族のみんなーっ！」

「ははは……」

　最後の鍵で手て遊すさびしつつ、叫さけぶふたりを苦笑いで見守る。

　こんなに喜んでくれるなんて、俺も精いっぱい頑がん張ばった甲か斐いがあった。

　俺にはふたりみたいに、元の世界への執しゆう着ちやくはないけれど──。

　それでも、こいつらがいる場所が俺の居場所だ。帰ってからがまた大変そうだけど、この世界に残るという選せん択たく肢しは俺の中には存在しなかった。

「さてと。んじゃ、帰る準備をするぞ」

「え？　もう？」

「もうちょっと休んでてもよくない？」

「まだすることがあるんだから、さっさと帰るぞ」

「すること？」

「やり残したことがあるんだろ？」

　そう言って優介とれんちゃんを見る。

　すると優介はハッとなって、神しん妙みような面おも持もちで首を縦に振ふる。

「そうか……そうだったな」

　ようやく思い出したらしい。

　いや、俺が言わなくたって気づいていたはずだ。

（そうだよな、優介）

　お前、何度も言ってただろ？

　あそこに行きたいって。旅の最後はあそこで締しめくくりたいって。

「行こう、優介」

　れんちゃんも気づいたんだろう。

　あいつは優やさしく微笑ほほえむと、優介の肩かたに手をかけた。

「これが最後なんだからさ」

「ああ……」

　優介は小さく首しゆ肯こうし、力強い目でこう言った。

「心残りを、消しに行こう」

　その言葉に、俺とれんちゃんは黙だまってうなずくのだった。





‐２‐






「お前ら、心の準備はいいか……？」

「うん」

「ああ」

　俺たち《フリーライフ》の三人は、とある扉とびらの前に立っていた。

　古い。とても古い扉だ。歴史を感じさせるくすんだ木目に、俺たちは思わずたじろいでしまう。

　しかし、今さら引き返すなんてことはできない。

　俺たちはこの扉をくぐるために、今日、この場所に立っているんだ。

　特に優介は不退転の覚かく悟ごで構えている。いつもはマイペースなれんちゃんも、今日ばかりはきりりと顔を引き締めていた。

「じゃあ、開けるぞ」

　優介の言葉に無言でうなずく。

　いよいよだ。いよいよ神秘の扉が開かれるんだ。

　戻もどって来られないと警告する人がいた。考え直せと必死に止める人もいた。

　しかし、それらすべてを振り切ってここに来たんだ。俺たちに退路など残されておらず、優介は怖こわいほどに前のめりだった。

「行くぞ……！」

　優介が扉に手をかけた。

　そしてそのまま力を込めて、奥へ、奥へと押し込んでいく。

「くっ！」

「これは……！」

「お、お、おおお……！」

　分厚い扉が音を立てて開かれていく。

　眩まばゆい光が俺たちの体を包み込んでいく。

　そして、開かれた扉の先。

　そこで俺たちを待っていたのは──。

「「「いらっしゃいませぇ～♪」」」

　ピッチピチな美人のお姉さんたちだった。




「ねねねっ、レンジって何歳？」

「ああ、十八歳だよ」

「え～!?　同い年だよ！　あたしと同い年！」

「そうなんだ。奇き遇ぐうだね」

「だよね～？　驚おどろいちゃった」

　れんちゃんは猫ねこ獣じゆう人じんの女の子に気に入られていた。

　名前はミアリーっていったかな？　引き締まった体、それに虎とら柄がらの耳と尻尾しつぽが特とく徴ちよう的な、いかにも活発そうな女の子だ。

「ねえ、お兄ちゃんってどこの人？」

「とっても綺き麗れいな黒くろ髪かみ。ゾクゾクしちゃう♪」

「俺か？　俺はジパング出身だよ」

「わあ～！　ジパング！」

「わかる～！　オリエンタルな人だもんね♪」

「「気にいっちゃった☆」」

「いや、参ったな！　わっはっはっ！」

　優介は双ふた子ごのロリ淫いん魔まに両りよう脇わきを固められていた。

　こっちはパムとパミだったか。見るからに小こ悪あく魔まな幼女たちが、にやけ顔の優介にべったりとくっついてしまっている。

（あ～あ……あんな高いフルーツを食わされて）

　ふたりとも典型的なカモ扱あつかいされてるな。

　いや、ミアリーの方は演技ってわけでもなさそうだけど、

（でも優介は見てらんねえな）

　でれっでれのどろんどろんで、同じ男としてどうかと思った。

「じゃ、貴大。俺はこの子と二階に行ってくるから」

「おう、行ってらっしゃい」

「お、俺も……ちょっと行ってくる！」

「あいよ～」

　俺がひとりで酒を飲んでいると、優介とれんちゃんは先ほどの相手と腕うでを組んで消えていった。きっと個室で楽しいことをするんだろう。それはもちろん、ババ抜ぬきとかそういった類たぐいの遊びじゃない。

（大人の遊びってやつだな）

　組んず解ほぐれつ、夜のプロレスを楽しむって寸法だ。
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　それはたいそう楽しいことらしく、他ほかの冒ぼう険けん者からは「身を持ち崩くずすぞ」、「癖くせになって止められなくなる」とまで警告されていた。

（しかし、娼しよう館かんねえ）

　グラスに口をつけながら、店内をぐるりと見回してみる。

　造り自体は酒場やギルドホールと変わらない。広々としたフロアにはいくつかのテーブル席があり、その間を見み目め麗うるわしい娼しよう婦ふたちが行き交かっている。

　娼婦。そう、娼婦だ。ここはその娼婦といいことができる店であり、どの街にも当たり前のように存在している風ふう俗ぞく店てんだった。

（やっぱ異世界だよなあ）

　娼館なんてものは、元の世界では考えられないものだった。

　昔は日本にもあったそうだし、公こう娼しよう制度もあちこちにあったそうだけど──。

　でも、淫魔が経営する娼館ってのは、さすがにこっちにしかないだろう。

　だからこそ最後の記念にと、この店にやってきたわけで、

「こんばんは」

「……ん？」

「ひとりでさびしくなぁい？」

　ぼんやりと考え事をしていると、隣となりに誰だれかが座るのを感じた。

　柔やわらかい声。芳かんばしい薔ば薇らの香こう水すい。この人も娼婦なんだろう。黒いナイトドレスを着た女性が、俺の顔を間近からのぞき込んできて、

（って、おっぱいでけえっ!!）

　暴力的なでかさだ!!

　視界の大部分が、ほぼおっぱいで埋うまってしまっている!!

（まるでビッグスライムみたいだ!!）

　ずっしりと重量感がありながら、それでいて柔じゆう軟なん性も併あわせ持っている。

　恐おそるべき強敵の出現に、俺は戦せん慄りつさえ覚えていて──。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「はっ!?」

　肩を揺ゆさぶられて正気に戻った。

　い、いかん。一いつ瞬しゆん、我を忘れてしまっていた。

【チャーム】に引っかかるほど落ちぶれちゃいないけど、だとしたら、さっきは純じゆん粋すいな色いろ香かに惑まどわされたことになる。こんなんじゃ鼻の下を伸のばしていた優介を笑えないな。割と乗り気だったれんちゃんのこともとやかく言えない。

「え、えっと。はい。大丈夫です」

「そう？」

「ええ、まあ」

　俺の隣に座ったのは、色気の権ごん化げみたいなお姉さんだった。

　尻尾や翼つばさがあるってことは、この人も淫魔ってことだろうな。

「それで、何ですか？　俺になんか用でも？」

「えっとね？　知ってる子がひとりで飲んでたから、どうしたのかなって」

「知ってる子？」

「そう。私たち、ご近所さんなのよ？」

「ええっ!?」

　こんなに綺麗な人がうちの近所にいただろうか？

　あちこち飛び回ってるから滅めつ多たに家にはいないけど、それでも主あるじだった住人の顔ぐらいは覚えている。

　わざわざ自分で言うってことは、どこかで会ってるってことなんだろうけど、

「あ、もしかして、イヴェッタさん!?」

「せいか～い♪」

　ピンとくる人がひとりだけいた。

　近所のアパルトメントに住んでいる若奥様っぽい女の人だ。

　女子大生っぽくもあり、そのにじみ出る色気は度たび々たび話題になっていたけどさ。

「まさか娼婦だったなんて……」

「言ってなかったっけ？」

「いやあ、初耳ですよ」

　ちょくちょくパン屋で顔を合わせるから、世間話くらいはする仲だった。

　そんなご近所さんと、まさかこんなところで会うだなんて──。

　世の中狭せまいし、分からないものだなあと思った。

「それで、どうしたの？　なんでひとりで飲んでるの？」

「えっと」

「お友だちみたいに、二階でいいことしたくないの？」

「俺は付き添そいみたいなもんですから」

　そう、俺はただの付き添いだ。

　娼館には来たけれど、俺は女を抱だくつもりはない。

　そのことは支配人に伝えてあるし、酒代や席代もちゃんと多めに払はらっている。

　かなり痛い出費だけど、まあ、これも必要経費ってやつだな。

「イ〇ポなの？」

「違ちがいますぅーっ!!」

　綺麗な顔でとんでもないことを言う人だな！

　おっとりしているようでも、淫魔は淫魔ってことか。

「俺はですね。単純に、そういうことに興味がないんですよ」

「興味がない？」

「いわゆる草食系ってやつです。枯かれてるんですよ、俺は」

　おっぱいに反応する辺り、絶食系ってわけでもなさそうだが──。

　それでも娼婦を買うって気分には至らなかった。

（リアリティがないんだよな）

　金を払って女を抱くという感覚が分からない。

　ましてや相手は淫魔や獣人だ。そんなファンタジックな人たちに歓かん待たいされると、まるで自分がおとぎ話の主人公になった気分だった。

（よりゲームっぽいっていうか）

　やっぱり非現実的なんだよなあ。

　元からゲームみたいな世界だけど、これじゃまるで十八禁ゲームみたいで、

「って、何やってるんですか!?」

　カチャカチャと音がするなと思ったら、俺はベルトを外されていた。

　ボタンまで外されている。慌あわててズボンを引き上げると、イヴェッタさんはきょとんとした顔でこっちを見上げてくる。

「何って……いいことしようかなって」

「付き添いって言いましたよね!?」

　人の話を聞いていたんだろうか。聞いてないんだろうな。

　なおもすり寄ってくるイヴェッタさんは、その目を妖あやしく光らせている。

「私、ダメなの。君みたいな子に弱くって」

「は？」

「『俺、枯れてるんだぜ』とか、『俺、女には興味がないんだぜ』って子がいると、なんか、お節せつ介かいを焼きたくなっちゃって……」

「ええええっ!?」

　息が荒あらい。なんか変なオーラが出てる。

　どうやら俺はいけないスイッチを押してしまったらしい。

　それが何なのかは分からないが、とにかく、俺は危機的状じよう況きようにいた！

「大丈夫！　怖こわくないから！　任せてくれていいから！」

「任せられない！　任せられない！」

「とっても気持ちいいことだから～！」

「支配人！　支配にぃぃぃんっ!!」

　必死に助けを求めるも、支配人や娼婦たちは見て見ぬふりだ。

　それもそのはず、ここは娼館。肉にく食しよく獣じゆうたちのテリトリーなのだ。

「俺、草食系なんすわ」とのたまう獲え物ものを、彼女たちが見み逃のがすはずがなかった──。




「「「疲つかれた……」」」

　数時間後、俺たちは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの姿で街を歩いていた。

　俺は言わずもがなボロボロだ。優介は優介で干ひからびた魚みたいになっていて、れんちゃんに至ってはなぜかひっかき傷をこしらえている。

「魂たましいまで……吸われると思った……」

「彼女、興奮すると爪つめを立ててきてね」

　とのことだ。

　まあ、詳くわしくは聞かないけれど、そろそろ優介には自分の足で歩いてもらいたい。

「それで？　心残りは消えたのかよ？」

「ああ。大満足だったよ」

「この世に未練はない……」

「死ぬな死ぬな。しっかりしろ」

　背中で震ふるえる優介を揺さぶって、俺はちらりと後ろの方を振ふり返り見る。

　繁はん華か街がいの明かりはもう消えかけていた。

　俺たちが行った娼館《黒くろ揚あげ羽は》も、もうここからじゃ屋根も見えない。

（終わったんだな……）

　もうここへ足を運ぶことはないだろう。

　数日後には転移を果たし、元の世界に帰っているはずだ。

（でもその前に）

　最後にひとつだけ、することがあった。

　したいことじゃない。しなくちゃいけないことだ。

　それは──。

「みんなにお別れを言いに行こう」

　お世話になった人たちへの挨あい拶さつ。

　それだけだった。





‐３‐






「あ～？　ジパングに帰るって？」

「あれ、マジだったのかよ」

「止やめとけって。この街で楽しくやってようぜ」

　冒ぼう険けん者ギルド本部に行くと、途と端たんに荒くれたちに囲まれた。

　どうやら俺たちの話が広まっていたらしい。若手からベテラン冒険者に至るまで、知った顔を中心に集まってきている。

「さびしくなるなあ」

「ジパングってあれだろ？　年中戦争やってる国なんだろ？」

「オレは黄金の国だって聞いたぞ？　全部金でできてるんだよな？」

「お前らさぁ……せっかく上手うまくやってたのに、全部捨てて帰るわけ？」

「レンジさん、帰らないで～！」

「おうおう、これですっきりするなあ……ひひっ」

「レンジさん、帰らないで[image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　れんちゃんのファンも加わって、なんか混こん沌とんとしているが──。

　まあ、おおむね俺たちの帰郷を惜おしんでくれている。帰らないでと直接的な言葉をくれる人なんかもいた。

「お前らは若手でも結構いい線いってたのになあ」

「これからだってのに、やっぱり故郷が恋こいしいか」

　ベテラン冒険者は達観したものだった。

　出会いも別れも日常茶さ飯はん事じな場所だからな。

　俺たちが帰ると言えば、それを引き留めるようなことはしなかった。

（良くも悪くもドライだよな）

　そんな人間関係を、むしろ心地ここちよく思っていると、

「どういうことだよ!!」

（出た）

「オレはそんな話、納なつ得とくしてねえからな!!」

　ホールの奥から燃えるような赤毛がやってきた。

　ギルドマスターの娘むすめ、アルティだ。一年経たっても相変わらずちっちゃいアルティは、ギリギリと歯を食いしばりながら、一直線に俺へと向かってきた。

「帰る!?　本当に帰るのかよ!?　オレとの勝負が残ってるだろうが！」

「いや、勝負も何も、お前の全戦全敗だろうがよ」

「違ちがうっ！　オレは負けてねえ！　あれはお前がちょろちょろちょろちょろ逃にげ回ってただけで……」

「で、最後に一本取ってたよな？」

「うるせーっ！」

　胸むな元もとをつかまれて、真っ赤な顔で怒ど鳴なり声を上げられた。

　こいつときたらいつもこうだ。俺に対たい抗こう心を燃やしているらしく、こうして何度も何度も突つっかかってきては、いつもなぜか俺が怒鳴られていた。

「勝ち逃げなんて許さねえぞ！　オレとまた勝負しろ！」

「勝負？」

「ああ、一本先取のガチバトルだ！　なんなら今ここでやったって」

「ほいっ」

「……っ!?」

　一本。勝負ありだ。

　アルティの虚きよを衝ついて、俺は軽くチョップを食くらわした。

　いつもの手だな。違うとすれば奇き襲しゆうをかけたってことくらいか。

　それに気づいたらしいアルティは、またじわじわ怒いかりで顔を染めていくと、

「いつか……いつかぶっ飛ばしてやるからな！」

　そう言って、ホールの外へと飛び出していった。

「貴大、ちょっと意地悪じゃない？」

「わざと負けてやるよりはよっぽどいいだろ」

「それはそうだけど……」

　俺としては最大限に配はい慮りよしたつもりだった。

　アルティは悔くやしさをバネに成長するタイプだからな。ここで分かりやすく負けさせた方が、よっぽどいい置き土産みやげになるだろう。

　そう思って、その旨むねを仲間たちに伝えると、

「いや、お前、分かってねえよ……」

「はあ？」

　なぜか優介にまで憐あわれまれるのだった。

「お～い、お前ら！」

「あっ、は～い！」

「キリングさんが呼んでるぞ！　ちょっとこっち来い！」

「キリングさんが？」

　言われなくても行くつもりだったけど、なんだろうか？

　俺たちは顔を見合わせながら、ホールの奥の応接室へと向かう。

　するとそこにはキリングさんの姿があって、背の低いテーブルの上には、ご丁てい寧ねいにお茶とお菓か子しが三人分用意されていた。

「まあ、座れよ」

　あごで促うながされて、それぞれの席に移動する。

　ふかふかのソファに腰こしを下ろし、なんだなんだという目でキリングさんを見た。

「おめえら、田舎いなかに帰るんだってな」

「ええ、まあ」

「もう戻もどってこねえってのも聞いた」

「そのために活動してきましたから」

　そんなこと、もう何度も言ってきたことだ。

　俺たちは故郷の日本に帰る。この世界の東方に帰るってことにしておいたけど、目的そのものは包つつみ隠かくさず伝えてきたつもりだ。

　それなのに、なぜ、今さらそんなことを確かく認にんするのか。

　俺たちはティーカップにも手をつけず、緊きん張ちよう気味にキリングさんの言葉を待った。

「それを承知で言うんだけどよ」

「……はい」

「この国に残んねえか？」

「えっ？」

「ずっとこの国に住まねえかって言ってんだよ」

　冗じよう談だんとか、そういう話じゃなさそうだ。

　キリングさんの真ま面じ目めな顔を見れば分かる。この人は本気でそう言ってくれている。

　それが分かったからこそ、俺たちはうかつな返事をできずにいた。

「おめえらも知ってるだろうが、うちのギルドには逸いつ材ざいがいねえ。レベルだけなら他所よそに引けを取らねえが、こいつがって若手がいねえんだよ」

「俺たちもそうですよ。そんな、逸材とか」

「とぼけんなって。おめえらは他ほかの連中とは違う。おめえらは飄ひよう々ひようとしてるようで、ドラゴンとだって戦える奴やつらだ。違うか？」

「「「…………！」」」

　見られていたのか!?

　あのカオスドラゴンとの戦いを！

（い、いや、違う。そうじゃない）

　きっとキリングさんは感じていたんだ。

　俺たちの普ふ通つうじゃないところを、これまでにずっと感じていた。

　それを今まで口には出してこなかったけど──。

　最後の最後だからこそ、こうして引き留めてくれているんだ。

「はっきり言って、オレはおめえらを気に入っている。うちのアルティだって、嫁よめにやったっていいぐらいだ」

「さすがにそれは」

「オレはマジだぜ。マジで言ってる」

　分かっている。彼が本気だということは、痛いほどに伝わっている。

　それに加えて、俺たちはこの人に恩義がある。あの山小屋で出会ってから一年、俺たちはキリングさんに散々世話になってきた。

（でも、だからこそ）

　あいまいな態度でお茶を濁にごすようなことはしたくなかった。

「せっかくですが……」

「あん？」

「俺たちは故郷に帰ります」

「散々お世話になって、なんですけど」

「その申し出は、断らせてください」

　れんちゃんと、優介と、そして俺が言葉を繫つなげる。

　最後には深々と頭を下げて、俺たち三人ははっきりと断りの意志を示す。

「………………」

　キリングさんは無言だった。

　怒りもせず、驚おどろきもせず、ただ黙だまって俺たちを見つめている。

「意志は固かてえか？」

「はい」

「そうか。そうだよな……」

　短い問いかけに返事をする。

　その声から俺たちの決意を感じ取ったのだろう。

　キリングさんは名残なごり惜しそうにしながらも──。

　それを強ごう引いんに断たち切るように、勢いよく自分の膝ひざを叩たたいてみせた。

「いや、悪かった！　さっきの話は忘れてくれ」

「キリングさん」

「おめえらの旅の成功を祈いのってるぜ」

　ソファから立ち上がり、そのまま応接室を出て行こうとする。

　そんなキリングさんに釣つられて、俺たちも慌あわてて腰を上げたが──。

　その頃ころにはもう、彼の姿はなかった。

「キリングさん……」

「最後まで気持ちのいい人だったね」

　れんちゃんの言う通りだ。

　本当はもっと引き留めたいんだろうが、そんな素そ振ぶりはちっとも見せなかった。

　あくまでも俺たちの意志を尊重して、最後には笑って見送ってくれる。それがこの国の筆頭冒ぼう険けん者、キリングという男だった。

「でもさあ。本当によかったのか？」

「なにが？」

「この国に残った方が、楽しく生きていけそうじゃない？」

「そりゃまあ、そうだろうけど」

　元の世界に帰っても、ここまで評価されることはないと思う。

　グランフェリアには持ち家まであるし、街そのものにも愛着があった。

「だけど、俺たちは異分子だから」

「れんちゃん」

「きっと、いない方がいいんだよ」

「そう、かもな……」

　この二年間、異世界を巡めぐってみて──。

　強く思ったのは、俺たちが異分子ってことだった。

　紛まぎれ込んだ異物と言ってもいい。とにかく俺たちは特とく殊しゆすぎる存在で、たとえ定住を決めたとしても、きっとこの世界には馴な染じめないだろうと思っていた。

「帰ろう、俺たちの街に」

　帰ろう、俺たちの元いた世界に。

　ギルドホールの応接室で、俺たちは最後の決意を固めていた。
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　やりたいことは全部やった。

　別れの挨あい拶さつとかも全部済ませた。

　残っているのは家の掃そう除じと片づけぐらいなものだ。

　これは人の手を借りるまでもなく、三人だけで着々と進めていった。

「名残惜おしいよねえ」

「最後ぐらいは綺き麗れいにしてやろうぜ」

「立つ鳥とり跡あとを濁さずの精神だな！」

　そんなことを言いながら、窓まど枠わくや床ゆかを雑ぞう巾きんで磨みがき上げていく。

　結局、この家はギルドに寄付することにした。

　キリングさんには世話になったし、家を買う際も保証人になってくれたからな。

　せめてこれくらいはと思って、昨日のうちに手続きを済ませておいたんだ。

「しばらくは預かるって形にしてくれるらしいけど」

「別に売ってくれてもいいんだけどな」

「ばっか、もしも失敗したら、俺たち帰る家が無くなるだろ～？」

「成功するだろ。変なフラグ立てるんじゃねえぞ」

「まあ、最後までご厚こう意いに甘えようよ」

　その時は、みんな心配性しようだなあと内心呆あきれていた。

　失敗するも何も、あとは転移門を起動して元の世界に帰るだけだ。

　それはもう確定事じ項こうで、この街に帰ってくることなんてありえない。

　もしもの時の保険なんて、考える必要さえないと思っていた。

　まあ、若かったんだろうな。何だかんだで十九歳の若わか僧ぞうだ。

　これまで順調だったこともあって、何もかもが上手うまくいくと思っていたんだ。

　だけど現実は厳しく、予測不可能なものであり──。

　俺たちは、思わぬ壁かべにぶち当たることになった。




「うおおおおおおお!!」

「ここで……ここまで来て！」

「死ねるか───っ!!」

《転移門の遺い跡せき》の最上階、件くだんの門がある広間で──。

　俺たちは、強力なボスモンスターと戦っていた。

「ワールドゲートガーディアンだとぉ!?」

「言葉の通りなら門番ってことだけど……」

「あの本には書いてなかったぞ！」

　著者は知らなかったのか、それともこいつにやられたのか。

　ともかく、こいつのことはまったく記き載さいがなかった。加えて＠wikiにも情報がなく、そんなラスボスの出現に、俺たちは大いに混乱させられてしまっていた。

「はあっ、はあっ、はあっ……！」

「ほら、《ハイポーション》だ。大事に飲めよ」

「ありがと……げほっ」

　傷ついたれんちゃんに回復薬を渡わたす。

　前衛が怪け我がをするのは当たり前だけど、それにしたって消しよう耗もうが早い。

（あいつもレベル２５０か？）

　多分、間ま違ちがいないだろう。

【アナライズ】をかけても名前しか分からなかったが、あいつは俺たちと同等以上の力を備えている。

　そう考えて間違いなさそうだった。

『ＵＲＲＲＲ……』

「やべっ!?」

「避よけろっ！」

　距きよ離りを取って様子見していると、ガーディアンは単眼からビームを放ってきた。

　恐おそろしいほどの熱量だ。石積みの壁は瞬しゆん時じに溶よう解かいし、避けたこっちにまで熱風が襲おそいかかってくる。

「当たればただじゃ済みそうにないな」

「遠距離もこなせるとか、どんなゴーレムだよ！」

「動きそのものは鈍にぶそうだけど……」

　それを補うスキル、腕わん力りよく、防ぼう御ぎよ力があるってことか。

　広間から一時撤てつ退たいしつつ、俺たちはあの門番について話し始めた。

「あいつをどうにかしないと転移は無理だな」

「戦うのか？　ってか倒たおせるのか、あれ？」

「外に放ほうり出すだけでも、時間は稼かせげそうだけど……」

「あのビームが怖こわいよなあ。あれだけでも封ふうじとかないと！」

　何が怖いって、門をくぐる瞬しゆん間かんを狙ねらわれるのが怖い。

　起動キーを差し込む時間もいるし、その起動だってどれだけかかるか分からない。

　要するに、あれを何とかしないと、元の世界には帰れないってことだ。それを短い時間で再確かく認にんし、俺たちはこくりとうなずきあう。

「やるしかなさそうだね」

「ああ！　《フリーライフ》最後の戦いだ！」

「いつも通りに行くぞ。まず、俺がかく乱する」

　予想外の苦難にも、俺たちは決してへこたれなかった。

　なぜなら、ここには俺と優介とれんちゃんがいるからだ。

　三人揃そろえば何でもできる。三人いればどんな壁も乗り越こえられる。

　それが俺たち《フリーライフ》で、それは最後の最後まで変わらないと──。

　そう思って、戦ったんだけど──。

「がっ、はっ！」

「れんちゃん!?」

「優介、下がれ！　狙われてるぞ！」

　ワールドゲートガーディアンは予想以上に強かった。

　転移門を守る門番は、俺たちの攻こう撃げきにも一いつ切さい揺ゆらがなかった。

　魔ま法ほうは弾はじかれ、剣けんは通らず、俺のナイフも羽虫のごとくに払はらわれて──。

　そのくせ向こうの攻撃は一いち撃げき必殺の威い力りよくを持っているんだ。あまりにも理り不ふ尽じんなステータス差に、優介は怒いかりさえ感じているようだった。

「あのクソゴーレム……！」

「いいから下がれって！　引けっ！」

「ううっ……！」

　怪我したれんちゃんを庇かばいながら、激げつ昂こうした優介も広間の外に下がらせる。

　ここまで来るとあのガーディアンも沈ちん静せい化する。きっと大事なのは転移門だけで、それ以外のところはどうだっていいんだろう。

　それで助けられた面もあるが、門の前から動かないってのはやはり問題だ。

　おびき寄せるようなこともできず、力押しで倒し切ることもできず、俺たちはどうにも打開策を見み出いだせずにいた。

「下の階から落とし穴を掘ほるとか」

「止やめよう。転移門にまで影えい響きようが出そうだ」

「あっ、じゃあ、広間の外から攻撃するとかさ！」

「魔法と投げナイフだけじゃ火力が足りないよ」

　どうやらあの門番は【オートヒーリング】まで備えているようだ。

　多少のダメージなんてその場ですぐに回復してしまい、たとえ大きな痛手を与あたえたところで、時間を置けば元通りになってしまう。

「短期決戦で削けずり切れればよかったんだけど……」

「止めとけって。こっちが全ぜん滅めつするぞ」

　これ以上、火力ＤＰＳに割さく余よ裕ゆうはない。

　相手は練習用の的ってわけじゃないんだ。防御や反はん撃げきもしてくるし、それに対処するためのスキルや道具を使う必要がある。

　でも、そうすると、やっぱり火力が足りないわけで──。

「今の俺たちに」

「…………」

「あの魔ま物ものは、倒せない」

　れんちゃんが重々しくそう言った。

　俺はそれを否定できなかった。優介から反論の声は上がらなかった。

　あのワールドゲートガーディアンを、俺たち三人は倒すことができない。

　それが実際に戦ってみて、痛感させられた現実だった。

「少なくとも、今の戦力じゃ対処できない」

「でも、他ほかにあいつと戦える奴やつなんて！」

「うん……いないね。キリングさんでも無理だ」

　あの最強騎き士しにだって無理だろう。

　ひょっとすると、国中の戦力をかき集めたって敵かなわないかもしれない。

　俺たちと同じレベルの奴が五人。いや、三人でもいれば話は変わってくるけど、

（ないものねだりだよな……）

　ゲームのようでゲームじゃない世界では、フレンドを呼ぶことさえできなかった。

「な、ならさ！　あいつのことをもっと研究しようぜ！」

「弱点とか調べるってこと？」

「そうだよ！　攻こう略りやく法さえ分かれば、倒せない敵なんていないんだ！」

「そう、だね。優介の言う通りだ」

　優介とれんちゃんが何か話し合っている。

　まだ諦あきらめ切れないんだろう。必死に打開策を見出そうとしている。

　だけど、無理だろう。あの門番は多少の工く夫ふうなんて通じる相手じゃない。

　知ち恵えを絞しぼればあいつが倒せるのか？　力を尽つくせばどんな敵だって倒せるというのだろうか。そんなわけがない。ステータス差というこの世の仕組みは、気合いや願望でひっくり返せるほど甘いものじゃなかった。

「時間をかければ、どんな敵だって！」

「勝てないはずがない。そうだよね？」

　まだ粘ねばっている。

　無理だと分かって、やたら希望を口にしている。

「なあ、貴大もそう思うだろ？」

「俺たち三人なら……」

　優介は泣きそうな顔で笑っていた。

　れんちゃんは疲つかれたようにうつむいていた。

　頭では否定していても、心がもう折れているんだ。

　そのねじれが表情になって表れて、ふたりは見たことがない顔をしている。

（なんだよ……）

　なんで、そんな顔をしているんだよ。

　なんで、いつもみたいに明るく笑ってないんだよ。

　根こん拠きよはないのに何でもできるって、いつも笑っていただろうが。

　どんなに苦しい時も絶対にくじけず、ただ前だけを見てきたはずだ。

（俺は……）

　そんな情けない顔を見ていたくなかった。

　ふたりが暗く沈しずむのを、これ以上放ってはおけなかった。

　だから──。

　だから、俺は──。

「まだ方法はある」

「……え？」

「倒すことはできないけどさ。まだ方法はあるって言ってんだよ」

　広間に続く回かい廊ろうで、俺はふたりに向けてそう言った。

　ある。そう、まだ手段は残されている。

「この前覚えたスキルを使う」

「スキル……？」

「【シャドウ・バインド】ってやつ。向こうの世界にはなかったとっておきだ」

「バインドってことは、拘こう束そく系のスキルか？」

「ああ。使う機会がなかったから使わなかったけどさ」

「あいつ相手なら使えるじゃん！」

「そういうこと」

　ワールドゲートガーディアンは確かに強敵だ。

　だけど、攻略法がないってわけじゃない。あいつを倒し切れないなら、動きを止めて門をくぐってしまえばいいんだ。

「まず俺が先行する。ゴーレムがこっちを向いたらお前らも走れ」

「反対側から回り込むんだな？」

「そうだ。それで、あいつが振ふり向きかけたらバインドをかける」

「その間に俺たちは門を起動して……」

「最後の最後に、俺が飛び込むって寸法だ」

　理論的にはそれで成功するはずだ。

　たとえ失敗したとしても、そこで引き返してしまえばいい。

　それくらいは俺たちの地力でできる。防戦に回れば撤退だって簡単だ。

「だけど、まあ、成功すんだろ。俺がフォローするんだからな」

「おうおう、自信満々だねえ」

「頼たのもしいよね」

　希望を取り戻もどしたふたりの顔は明るい。

　うん、それでこそ優介とれんちゃんだ。

《フリーライフ》の三人は、いつだってこんな調子でなきゃいけない。

「いいか、しっかりやれよ？　途と中ちゆうで転ぶなよ？」

「こっちの台詞せりふだっての！　作戦はお前にかかってるんだからさあ！」

「まあまあ、いざとなったら俺が抱かかえていくよ」

「最初からそうすれば？」

「俺はジジイか！」

　そんな軽口を叩たたきながら、俺たちは装備を再確認していた。

　解ほどけかかっていた靴くつ紐ひもを結び、優介にバフをかけ直してもらって──。

　すべての準備が整ったところで、俺たちは広間の前へと戻っていった。

「よし、じゃあ、行くぞ！」

「おお！」

「しっかりね！」

　短く声をかけ合って、俺は広間に飛び込んでいった。

　また警けい戒かい態勢に戻ったのだろう。ガーディアンが例のビームを放ってくる。

　だけどそれは足の速さでかわし、俺は広間の左手へと向かっていく。

『ＲＩＲＲＲＲＲ……』

（思った通りだな）

　こいつは転移門に近い奴を狙ねらってくる。

　門番だからな。そんな風に作られているんだ。

　明確な優先順位が備わっていて、それだけにその動きは読みやすかった。

（だけどっ！）

　ターゲットが集中すると、さすがにしのぐのが難しくなる。

　ビームは精度を増していき、本体そのものも徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめてきている。

（まだかっ!?）

　すでにふたりは広間の中に入っている。

　打ち合わせ通り、俺とは反対側から回り込もうとしている。

　そっちにターゲットが移る瞬しゆん間かんを狙うんだ。あの赤い単眼が俺じゃなくて、だけどふたりの方でもなくて、中ちゆう途と半はん端ぱなところで止まる瞬間を──。

（今だっ！）

「【シャドウ・バインド】！」

　俺の足元から影かげが伸のびていった。

　それはガーディアンの影と繫つながり、黒い鎖くさりの形となった。

（よしっ！）

【シャドウ・バインド】、成功だ。

　ガーディアンは振り返ろうとしたところでその動きを止めた。

　単眼は斜ななめ上へと向けられて、体はギシギシと音を立てるばかりで動かない。

「いいぞっ！　貴大～！」

「そのままちょっとだけ耐たえてて！」

　優介は飛び跳はねて喜んで、れんちゃんは全速力で転移門へと走った。

　構造自体は下見に来た時に把は握あくしている。脇わきの台座に鍵かぎを差して、あのアーチ状の門を起動状態にすればいいんだ。

「一本、二本……！」

「さ、三本……！」

「焦あせらないで。落ち着いて回そう」

　台座に取りついたふたりが、分担して鍵を鍵穴に入れていた。

　もうすぐだ。もうすぐ、転移のための門が開かれる。

『ＧＲＲＲＲＲ……』

「じっと、して、ろ……！」

　鎖を通じて、ガーディアンの力が高まってくるのを感じる。

（でも、まだだ……！）

　まだ、もう少しだけ、俺は、お前の、動きを、封ふうじて──！

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　俺が力を振り絞ると同時に、広間に澄すんだ音が響ひびいた。

　成功だ。望んだ場所へ行けるという門、それが機能を発揮したんだ。

「お、お、おおお……!?」

　その光は、迷めい宮きゆうの階層を繫ぐポータルゲートと似ていた。

　しかし決定的に違ちがうのは、門の先にどこまでも道が続いていることだった。

（光の道か……）

　いかにも最後らしいビジュアルだ。

　あの光の先に進めば、いずれ元の世界に帰れるんだろう。

（よかった……）

　本当によかった。

　俺はガーディアンを縛しばりながら、心の底からそう思っていた。

「はっ、早く行くぞ！」

「うん！　貴大も、早く！」

　まずは優介が光の中へと飛び込んでいった。

　続いて、れんちゃんが門をくぐって、俺の方へと呼びかけてくる。

「貴大の足なら間に合う！」

「そうだよ！　早く来い！　走れ！」

　れんちゃんが呼んでいる。優介が呼んでいる。

　さっさとそのスキルを解いて、こっちに走ってこいと叫さけんでいる。

　まあ、何もなければそうしたってよかっただろう。言葉通りに門に飛び込み、そのまま逃にげ出すことだってできたはずだ。

　だけど──。

「若いよなあ」

「…………!?」

　やっぱり俺たちはまだまだ若い。

　若くて、純じゆん粋すいで、世界は都合のいいものだと信じている。

「お前らさ……」

　本当にそんなスキルがあると思っているのか？

　ノーリスクで、ハイリターンな、起死回生となる便利なスキルが。

　そんなとっておきが、本当にあると思っていたのかよ？

「硬こう直ちよく時間だ」

「貴大……っ！」

　その一言ですべてが通じた。

　そうだ。そうだよ。このスキルには硬直時間という隙すきがあるんだ。

　使用したあとに五秒だけ、俺の体は指先ひとつ動かせなくなってしまう。

　そんな扱あつかいづらい捨て身技が、【シャドウ・バインド】というスキルだった。

「貴大!!」

「お前ぇっ！」

　ふたりが広間に戻ってこようとする。

　だけど見えない壁かべに阻はばまれて、その動きは途中で止まってしまっていた。

（やっぱりな）

　転移門がポータルゲートのようなものなら、その通行は一方的なものだ。

　一度入ってしまえば、転移が完かん了りようするまで元の場所には戻れない──。

　それを踏ふまえて、俺はあいつらに先に行けと指示をした。

「貴大、なんで、なんで……!?」

「お前、ひとりでこっちに残る気かよ！」

「貴大っ！」

「家に帰りたくねえのかよ、お前！」

　優介は怒いかり狂くるっていた。れんちゃんは泣いて戸と惑まどっていた。

　だけど、そうだ、その通りだ。俺は別に帰りたくなんてなかった。

　帰りたかったのは優介だ。

　家族に会いたかったのはれんちゃんだ。

　どっちもあいつらが望んだことで、俺が求めたものじゃない。

（俺は、ただ……）

　あいつらの隣となりにいたかった。

　あいつらの隣で、いつも笑っていたかった。

　だけど、そんなの子どもじみた願望だって──。

（ずっと前から気づいてた……）

　いつか俺たちも大人になるんだ。

　大人になって、それぞれの道を歩いていくんだ。

　それが今日だったってだけの話だ。別に悲しむようなことじゃない。

「貴大！」

「貴大ぉぉぉぉっ！」

　転移光はその強さを増していく。

　ふたりの声が段々と遠くなっていく。

　ドーム状の広間は細かく震しん動どうを始め、段々と立っているのも辛つらくなってきた。

　いよいよだ。いよいよ、その時が近づいているんだ。

　そしてそれは俺にとって、何より嬉うれしいことのはずだった。

「じゃあな、お前ら」

　眩まばゆい白光の中で、俺は最後にそうつぶやいた。

　それが微かすかに届いたのだろうか。ふたりは最後に何事かを叫んでいて──。

「「……………………ッ！」」

　そしてブレーカーが落ちるように、広間から光が失われていった。

「はっ、はあっ、はっ、はっ……」

　転移成功だ。おそらくふたりは元の世界に帰っていった。

　ここにいるのは俺とガーディアンぐらいのものだ。ついでに消えてもよさそうなのに、依い然ぜんとしてこいつは活動を続けている。

『ＥＲＲＲＡＡＡＡ！　ＷＲＲＲＲＲＲ！』

「ざまあみろ、クソゴーレムが」

　甲かん高だかい音で喚わめき散らしているガーディアンを見て、俺はようやく【シャドウ・バインド】を解いた。疲ひ労ろうが重くのしかかり、硬直時間という名の反動が来たが、幸いにもあいつの興味は別にあるみたいだった。半はん狂きよう乱らんで転移門に駆かけ寄るガーディアンに、「ゴーレムのくせに」と俺は小さな声で笑う。

『ＧＧＧＧＧＡＡＡＡＡＴＥＥＥＥＥＥ……』

　ワールドゲートガーディアンは、消えたふたりの姿を探しているようだった。

　だけど、ふたりはもうここにはいない。

　あいつらはもう、元の世界に帰ってしまったんだ。

（でも、いつか……会えるさ）

　重たい足を引きずりながら、俺は広間の外へと向かっていた。

　やり直しだ。もう一度こいつに挑いどむため、何もかもをやり直そう。

（まずは、エネルギー源の確保、だっけ）

　そして三つの鍵を集めるんだ。

　加えて、こいつを倒たおせるだけの戦力を集める必要がある。

（何年、何十年かかっても……）

　俺はあいつらに会いに行く。

　絶対に、元の世界に帰ってみせる。

　そのつもりで、この場をあとにしていると──。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「っ!?」

　突とつ如じよ、轟ごう音おんが鳴り響いた。

（なんだっ!?）

　地じ震しんじゃない。

　あいつが、ガーディアンが広間を滅め茶ちや苦く茶ちやに壊こわしているんだ！

「お、おいっ！　止やめろ！」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「止めろって言ってんだろ!!」

　制止の声には効果がなかった。

　ガーディアンは狂ったように、広間の壁や床ゆかに拳こぶしを叩たたきつけている。

　例のビームもでたらめに乱射していた。あっという間に広間は穴だらけになり、崩くずれた天てん井じようからは青い空がのぞいていた。

「くそっ！」

　これ以上はまずい。

　これ以上暴れさせたら、転移門が崩ほう壊かいする！

　そう思って駆け出したけれど、それより早く、ガーディアンは拳を振ふり上げて──。

「止めろ……」

『オオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「止めろォォォォォォォッ!!」

　瞬しゆん間かん、再び光が広間を照らした。

　叩き壊された転移門が爆ばく発はつ的な光を放ったんだ。

　俺はそれに吞のみ込まれ、ガーディアンの姿も視界の中から消えていき──。




「…………………………」

　気がついた時、そこには何もなかった。

　文字通り、何もだ。

　転移門もガーディアンもなく、俺は荒こう野やにひとり倒れていた。

「なに、が」

　起きたというんだろうか。

　這はいずるように辺りを見ても、そこにはやっぱり土と小石しかない。

「…………？」

　何か手に当たるものがあった。

　何だろうか。土ど砂しやに埋うもれた何かが見える。

「これは……」

　随ずい分ぶんと大きい柱だ。

　これはどこかで見たような気がする。

「あ……？」

　段々と意識がはっきりしてきた。

　これは、もしかして、転移門の一部じゃないのか？

　そして目の前にある小山は、《転移門の遺い跡せき》の残ざん骸がいで──。

「あ、あ、あああ……!?」

　いや、違ちがう。これは違う。そんなこと、あるわけがない。

「噓うそだ、噓、そんなはず……！」

　小山の斜しや面めんをかきむしるように掘ほり始めた。

　大だい丈じよう夫ぶ。まだ大丈夫だ。違う。そんなわけがない。

　少し崩れただけなんだ。直せる。取り戻もどせる。何も壊れてなんていない。

「違う……違う……」

　自己暗示をかけるように、ひたすらつぶやきながら手を動かす。

　爪つめがはがれて痛みが走った。何かで切って指から血が流れ出た。

　だけど俺は、俺はどうしても、どうしても諦あきらめたくなくて──。

「そうだ、こんなことあるわけがないんだ……！」

　冗じよう談だんめかして、俺は自分に言い聞かせた。

　こんなことはありえない。転移門が壊れるはずがない。そうなったら俺は帰れず、この世界に取り残されてしまうじゃないか。

　最後の希望。一いち縷るの望み。

　転移門さえ無事であれば、きっと俺はいつか日本に──。

「…………」

　果たしてそこにあったのは、無残に壊れた転移門の成れの果てだった。

　きっと大部分は砕くだかれ、潰つぶされ、土砂に混ざってしまったんだろう。かろうじて判別できるパーツは柱くらいで、他ほかは小さな破は片へんとなってしまっていた。

　素人しろうと目めに見ても修復は不可能だ。ここまでされたら、たとえ魔ま技師に見てもらったって匙さじを投げられてしまうだろう。

　それは──。

　それは、つまり──。

　帰き還かんの手段が、なくなったということで──。

「あ、ああ……」

「ああああ……！」

「う、あ、あ、ああああ……っ！」

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　俺は叫さけんだ。

　のどが千切れんばかりに叫んだ。

[image: ]

　叫んで、叫んで、泣き叫んで──。

　それでも目の前の現実は変わらず、門が元通りになることもなかった。
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　転移門の消失から一ヶ月。

　いや、二ヶ月ぐらい経たっただろうか。

　よく分からない。今日がいつなのかも覚えていない。

　朝晩の冷え込みに、季節が冬になったことぐらいは分かるが──。

（どうでもいい）

　本当に、何もかもがどうでもよかった。

「じゃあ、私、行くから……」

「…………」

「ご飯、ちゃんと食べてね？」

　そう言って、イヴェッタさんがリビングから出ていった。

　テーブルの上には温められた麦粥がゆがあり、それがほかほかと湯気を立てている。

（別にいいのに……）

　こんなに世話を焼いてくれなくてもいい。

　俺なんてただの顔見知りじゃないか。街で何度か会って、娼しよう館かんで少し話しただけの、言ってしまえばそれだけの仲だ。

　だから、週に何度も訪ねてくるべきじゃない。

　俺のことは、もう、放ほうっておいてほしい。

（死にたい）

　発ほつ作さのように暗い衝しよう動どうが湧わいてきた。

　死にたい。死にたい。この世界からいなくなりたい。

　ここで俺の人生を終わらせたい。もうこれ以上生きていたくない。

（本当は自殺なんてできないくせに）

　俺の頭の冷静な部分が、いつものように指し摘てきをしてくる。

　でも、本当なんだ。俺は死にたい。死にたい。楽になりたい──！

（だけど、死ねない）

　背中を丸めて転がって、悲しみに浸ひたって苦しんで、それでも俺は死ななかった。

　帰ってくるかもしれないからだ。ひょっとしたられんちゃんが、ひょっとしたら優ゆう介すけが、今にも家に帰ってくるかもしれない。そんなことありえるわけがないと思いながらも、俺はもう、その願望にすがることしかできなかった。

　そして、何日も、何日も、何日もただ待ち続けて──。

「タカヒロ」

「…………」

「おい、タカヒロ」

　いつの間にか気を失っていたようだ。

　顔を上げると、リビングにアルティが立っているのが見える。

「大だい丈じよう夫ぶかよ。飯は食ったのか？」

「…………」

「顔色悪いぞ。ちゃんとベッドで寝ねろよ」

　心配そうな顔。心配そうな声。

　こいつもよく分からない奴やつだ。

　こんな廃はい人じんを、どうしていつまでも気にかけているんだろう。

（ほっとけよ……）

　俺に関かかわるべきじゃない。

　俺なんか放っておいて、どこにでも冒ぼう険けんに行けばいいんだ。

　こんなところに来たって、お前には何の得にも──。

「なあ、覚えてるか？」

「…………？」

「去年の今いま頃ごろ、一いつ緒しよにパーティーを組んだよな？　お前ひとりがうちに来て、斥せつ候こう役を任されたやつだよ」

「…………」

「ちょっとした迷めい宮きゆうに潜もぐったやつ。覚えているだろ？」

　こいつは突とつ然ぜん、何を言い出すんだろうか？

　パーティーを組んだ？　それが一体、なんだってんだ？

「お前、あんまりちょろちょろするからネズミみたいだって言われてたよな？　目め端はしが利きくけど、やっぱりネズミみたいだなって」

「アルティ……」

「次の時もお前がひとりで来たんだっけ？　便利な奴だからって、あれからもちょくちょく呼び出されるようになって……」

「おい、お前……」

「《スカーレット》に来いよ」

　いきなり、アルティが真ま面じ目めな顔をして言った。

「前の時みたいに、うちで活動すればいい」

　聞き間ま違ちがえじゃなかったみたいだ。

　さっきまで笑っていたアルティは、真しん剣けんな顔で俺を見ている。

「お前なら親父も認めてくれる。他ほかのみんなだって、お前を受け入れてくれるんだ」

「…………」

「いつまでもこんな風じゃダメだ。また立ち上がるんだよ！」

　アルティが俺の肩かたに手をかけた。

　そして少し言い難にくそうにすると──。

「こんなこと言いたくないけどさ……」

「……………」

「いない奴のことは……もう、忘れろよ」

「…………ッ!!」

　瞬しゆん間かん、頭が真っ白になった。

　立ち上がりざまにアルティの胸むな倉ぐらをつかみ、そのまま壁かべに叩たたきつける。

「お前に何が分かるっ!!」

「…………っ！」

「仲間を失ったこともねえくせに!!　知ったような口を利いてんじゃねえぞ!!」

　アルティの顔はショックで青ざめてしまっていた。

　こうなるとは思わなかったんだろう。華きや奢しやな体は子犬のように震ふるえている。

　それを見ると、俺は余計にイライラしてきて──。

「そんなに俺を慰なぐさめたいなら……」

「えっ……？」

「体を使えよ。お前だって女なんだろ」

「…………っ!?」

「意味は分かるよな？　一人前だって言ってるもんな？」

　自分でもはっきり分かるくらいにゲスな声が出た。

　俺は今、五歳も年下の女の子に最低なことをしている。

　なのにそれを謝ろうともせず、つかんだ胸倉を離はなそうともしない。

　それどころか、彼女の胸に手を伸のばして、それをギュッと鷲わし摑づかみにして──。

「………………」

　乾かわいた音がリビングに鳴り響ひびいた。

　アルティは胸むな元もとを押さえ、すでに俺の手から逃にげ出している。

　少し離れたところで俺をにらむアルティ。

　しばらくして、その目の端には涙なみだの粒つぶが盛り上がってきた。

「オ、オレは……っ！」

「オレはお前のこと、立派な冒険者だと思ってた！」

「いつも余よ裕ゆうぶってるけど、本当はしっかりした奴だって！」

「本当はすげえ奴だって……」

「そう、思ってたのに……！」

　アルティは涙をこぼして泣いていた。

　それを拭ぬぐおうともせずに、ただ感情のままに泣き続けていた。

　だけど同時に怒いかりも見せて、最後に一ひと際きわ厳しい顔をすると、

「もう知るもんか！」

「お前なんか、野垂れ死んじまえ！」

「そんなに死にてえなら……」

「勝手に死ねばいいんだ!!」

　一方的にまくし立てて、アルティはリビングを飛び出していった。

　予想通りだ。あの様子なら、もうここに来ることはないはずだ。俺なんかに関わらないで、また冒険者として活かつ躍やくしてくれるだろう。

「は、ははは……」

　自然と掠かすれた笑い声が出た。

　自己満足と自己嫌けん悪おで、頭がどうにかなりそうだった。

（死のう）

　心の底からそう思った。

　今度は止める声も聞こえなかった。




　あの後俺は、コートも羽織らずにふらふらと外に出て──。

（どうせなら、あそこで）

　漠ばく然ぜんとした意識の中で、俺は《転移門の遺い跡せき》を目指して歩いた。

　死ぬならあそこで死にたかった。

　最後にふたりと過ごした場所で、眠ねむるように意識を失いたかった。

（何言ってんだか……）

　そんなセンチな部分が残っているなら、王都に戻もどってこなければよかったんだ。

　あの時、あの場所で、命を絶ってしまえばよかった。

（だけど……）

　未練がましく、今日までしぶとく生き続けてしまった。

　それで人に迷めい惑わくをかけたのだから、本当に俺はどうしようもない人間だ。

　ふたりもきっと呆あきれている。そうだ、きっとそうに違ちがいない──。

「はあ、はっ、はっ……」

　いつの間にか辺りは薄うす暗ぐらくなっていた。

　夜の帳とばりはすとんと落ちて、街灯には魔ま法ほうの明かりが灯ともっている。

（寒い……）

　それに、眠たい。

　疲つかれた。足が棒みたいだ。

　思った以上に体力を消しよう耗もうしていたようだ。

　この調子だと《転移門の遺跡》どころか、閉門前に街の外に出るのも難しい。

　だけど、別に構わない。家に戻ろうという気さえ起きてこない。

　もう何もかもが面めん倒どう臭くさかった。

　このまま歩き続けて、そして、どこかで倒たおれて──。

「…………？」

　耳みみ障ざわりな声に、ふと顔を上げた。

　ここは下級区だろうか？　汚きたない路地には明かりもなく、道の端には物もの乞ごいのような男が倒れている。

「このっ！　この、クズがっ！」

　また聞こえた。路地の先から聞こえてくる。

　これは誰だれかの怒ど声せいと、何かを蹴けりつけるような音だ。

　それが断続的に、勢いを増して俺の耳に届いていた。

「この役立たずがっ！」

（鬱うつ陶とうしいな……）

　癪しやくに障さわる声だった。

　聞いててイライラする喚わめき声だった。

（何やってんだよ……）

　声のする方に足を進める。

　文句を言おうとしたわけじゃない。

　声の主を黙だまらせようとしたわけでもない。

　ただ純じゆん粋すいに気になり、苛いら立だって、俺は吸い寄せられるように路地の先へ向かった。

「お前を育てるのにどれだけの手て間ま暇ひまを……！」

　どうやら店の裏手のようだ。

　ぽつんとついた明かりの下で、小太りな男が誰かを叱しかりつけている。

　相手は誰だろうか？　きっとろくな立場の人間じゃないだろう。娼しよう婦ふか何かが粗そ相そうを仕出かし、折せつ檻かんか何かをされているんだと──。

「…………」

　そこにそいつは立っていた。

　薄うすい水色の髪かみ。陶とう磁じ器きのように白く滑なめらかな肌はだ。

　冬の薄うす暗くら闇やみの中、そこだけ淡あわく光っているように見える。

　この神秘的な少女は、一体、何者なんだろう。

「あ……」
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　思わず声をもらしていた。

　それを聞いて、小太りの男が振ふり返るのが見えた。

　だけど俺は少女から目を離せず、少女もまた、そんな俺を見返していた。

「おい、お前。なんか用か？」

　男が俺に声をかける。

　それでも俺は少女に釘くぎづけになって、返事をすることもできなかった。

　美しいから？　あの少女が見み目め麗うるわしいからだろうか。

　いや、違うな。それは違う。

　俺はただ、あの子の目が──。

　生きているのか死んでいるのか分からない虚うつろな目。

　そんな俺と同じ目を、どうしてあの子がしているのか、気になってしょうがなかった。
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「何やってんだ、俺は……」

　少女との出会いから数時間後。

　俺は家に戻ってきていた。馬車まで使って家に引き返していた。

（死のうとまで思っていたのに）

　結局、家に帰ってきてしまっている。

　それどころか暖だん炉ろに火を入れて、すっかり落ち着く態勢になってしまっている。

　どうしてこうなった？　俺はどうしてこうしたんだろう？

（いや、そんなの決まってるよな……）

　先ほど出会って、今、俺の目の前にいる少女。

　水色髪の奴ど隷れい少女が、こうなってしまったことの原因だった。

（奴隷……）

　そう、奴隷だ。しかも生きつ粋すいの愛あい玩がん奴隷。

　エロ目的で育てられ、買われた先でご奉ほう仕しするはずだった愛玩奴隷を──。

　俺はつい、衝しよう動どう買がいしてしまった！

（って、アホか！）

　もちろん俺にそんなつもりはなかった。

　この子を買って、憂うさ晴らしにどうこうするなんて──。

　そんな悪徳商人みたいな真似まね、考えてみたこともなかった。

　じゃあどうして買ったのかというと、この子の目が気になったからで、

（やっぱりアホだ……）

　頭を抱かかえてうなだれる。

　何が「俺と同じ目をしていた」だ。

　漫まん画がか？　恋れん愛あい漫画の主人公にでもなったつもりか？

　でも、いざやったのは奴隷の購こう入にゆうときたもんだ。

（ダメだ……）

　救いようがねえ──。

『いや、でもねえ、お客さん』

『この子は貴族様に特別に注文いただいた商品なんですよ？』

『それを横入りしようだなんて……ねえ？』

（うぜえ～……！）

　自己嫌悪に陥おちいると、さっきの男の顔が浮うかんできていた。

　野や郎ろう、ここぞとばかりにふっかけやがったな。どうせキャンセル食くらって八つ当たりしてたんだろうに、売れそうだと分かったらこれだ。

『へ、へへっ！　ありがとうございます！』

　俺も俺でやっちまったな。

　どうやらこの子が売り物らしいと分かると、いきなり宝石袋ぶくろを突つき出してしまった。

　それで商人が渋しぶり出したら、追加の宝石をアイテム欄らんからジャラジャラ出した。

（なんで、俺は……！）

　頭を抱えたまま、俺は後こう悔かいに身み悶もだえし続ける。

　どう考えてもオーバーキルだ。普ふ通つうに考えて、あそこまでの値なんてつかない。

　それを面倒臭いからって適当に済ませて、一いつ般ぱん人が持っていないような代しろ物ものまで出してしまって、強ごう引いんに奴隷の手を引いて帰ってきて──。

（そもそもこいつ、どうすんだよ？）

　問題の少女をちらりと横目で見る。

　何を考えているのか、それとも何も考えていないのか。

　少女は虚ろな目のまま、黙ってリビングの端はしに控ひかえている。

（返品は……無理だろうな）

　今さら突っ返すだなんてできやしない。

　ましてやあの男のところだ。ろくでもないことにしかならないだろう。

　じゃあ、これから一いつ緒しよに暮らすのかっていうと、

（絶対、無理！）

　俺は自分のことだけでいっぱいいっぱいなんだ。

　見ず知らずの他人なんて、面めん倒どう見切れるもんじゃない。

　だけど、じゃあどうするのかっていうと、やっぱり答えは出てこなくて──。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]……」

　テーブルの椅い子すに腰こしかけて、そのまま突っ伏ぷす俺。

　八はつ方ぽう塞ふさがりの状じよう況きように、俺は情けない声を上げるばかりだったが、

「な、何やってんだっ!?」

　少し声が裏返った。

　いや、こんなの誰だって驚おどろくだろう。

「おまっ、な、なんで……!?」

　さっきまでマネキンみたいだった少女が、着ていた服を脱ぬぎ捨てたんだ。

「…………!?」

　予想もしなかった光景に声も出ない。

　少女は裸ら体たいを隠かくそうともせずに、しずしずとリビングを歩いている。

　妖よう精せいのような少女が、俺に向かって近づいてくる。

「…………」

　雪のように白い肌。わずかにふくらんだ胸。

　月の光に照らされる、湖面のように青く透すき通った長い髪。

　それら全すべてが相まって、ひとつの美として少女は完成していた。

（そんな奴やつが、同じ部屋の中にいる）

　その事実に気づき、俺は思わず気け圧おされてしまう。

　身動きひとつ取れやしない。視線も少女の体から離はなせない。

　それなのに少女は自由に、悠ゆう々ゆうと俺の下にたどり着くと──。

　その白い手を、俺の太ももに滑すべらせて──。

「止やめろっ!!」

　結構な大声だったと思う。

　部屋を震ふるわすような、そんな声が俺から出た。

　少女は驚くでもなく、ピタリと動きを止めて俺を見ている。

（なんだ……？　奴隷って、こういうもんなのか……？）

　この幻げん想そう的な美しさといい、とても人間とは思えない。

　まるで元の世界にあった、人間を模して作られたロボットのような──。

　そう、愛玩奴隷というよりはロボットに近いんだ。

「……何か、間ま違ちがえましたでしょうか？　ご主人さま」

　機械のような少女は、その声までが無機質だった。

　感情を一いつ切さい削そぎ落としたかのような冷たい声。可か憐れんな声にも思えたが、それを台無しにするかのような平へい淡たんさだった。

「い、いや。何でこんなことすんだって」

「……わたしは愛玩奴隷です。それを知ってご購入くださったのでしょう？　お任せください。それとも、ご主人さまは自分で動く方がお好みですか？」

「そういうことじゃなくてだな！　い、いいから、服を着ろ！」

「……かしこまりました」

　てっきり、「なぜ？」と聞き返されるのかと思った。

　こいつは愛玩奴隷だ。主人に性的な奉仕をするのが仕事のはずだ。

　それを止められ、裸体を隠せと命令される。なんでそれに素す直なおに従うんだ？

「お前……怖こわくないのか？」

「……何がでしょうか？」

「いや、だから、捨てられたらとか……思わないのか？」

「……ご主人さまはわたしをお捨てになるのですか？」

「いや、そんなことしないけどさ！」

「……では、お使いになるのでしょうか」

「あ～、調子狂くるうな……」

　これが媚こびを売りまくる奴隷だったら、もしかしたら突っ返していたかもしれない。

　泣いて俺に縋すがるような奴でも、それを鬱うつ陶とうしく感じていたはずだ。

（でも、なんかこいつは）

　どれとも違うような気がする。

　言わば空気みたいな存在で、ここにいても負担じゃないというか──。

　だからこそ対処に困っているわけで、糠ぬかに釘みたいな感覚も味わっているんだけど、

（でもなあ）

　気の迷いとはいえ、こいつは俺が買ってしまったんだ。

　それを追い出すとか、返品するとかは、やっぱりなんか違う気がする。

　お下がりの愛玩奴隷がどうなるのか、それくらいは知っているし──。

（あ～、も～！）

「いいか。何もするなよ。裸はだかにならなくてもいいし、俺に奉仕なんてしなくてもいい。家には置いてやるから、何もするな」

「……かしこまりました」

「本当の、ほんっとーに、何もすんなよ？」

「……はい」

　表情ひとつ変えない少女は、相も変わらず虚うつろな目をしてうなずいていた。
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　少女と暮らし始めて一週間。

　俺は多た忙ぼうな日々を送っていた。

「何もするなとは言ったけどさ」

　あれは、エロいことをするなという意味であってだな。

（まさか、言うまで飯も食わない、風ふ呂ろにもトイレにも行かないとは思わなかった）

　俺が指示するまで微び動どうだにしない。

　リビングの小上がりに腰かけ、ただじっと座っているだけ。

　まさに、第一印象通り──いや、それ以上の人形だ。

（まあ、それだけならまだいいけど）

　あいつは家事がさっぱりできなかった。

　飯も作れない、掃そう除じもできない、風呂の準備もできやしない。

「……教えられていません」

　そうは言うけど、限度ってものがあるだろう。

　せめてお茶の淹いれ方ぐらい、知っておいてほしかった。

（だけどなあ）

　あいつは奴ど隷れい市場出身だからな。

　事情が事情だけに、仕方ないとも言える。

「……あそこでは」

　身の回りのことはみんな世話係がやってくれたそうだ。

　自分は高級愛あい玩がん奴隷として、必要な作法を身につけていただけらしい。

　つまりは生活能力皆かい無むってことになる。だから俺が飯を作って、風呂も沸わかして、服やベッドも用意してやる羽目になってしまった。

（まさか、パンツまで洗うことになるとは）

　そうでもしなきゃ、まともな生活を送らないんだからさ。

　あいつは儚はかなく、美しかったけど、儚すぎてそのまま消えてしまいそうだった。

　だから俺が親鳥のように、あいつの面めん倒どうを見ることになったんだな。

（……逆じゃね？）

　俺が奴隷みたいだったけど──。

　まあ、気のせいだと思うことにしておいた。




「いいか？　これが銅貨。それで、これが銀貨だ」

「……はい」

「他ほかにも金貨、大銀貨、小銀貨なんてあるけどさ。まずはこれだけ覚えろ」

「……かしこまりました」

　ただいま絶賛教育中。今日は買い物についての勉強だ。

　いつまでも俺が面倒を見ているわけにもいかないからな。

　一般常識や社会のルールを、しっかり叩たたき込んでいきたいところだ。

「……つまり、銀貨一枚でこれだけの価値になるのですね？」

「おっ、そうそう」

　幸いなことに、こいつは物覚えだけはいい。

　一度教えたことは忘れないし、その先を理解するだけの頭もあった。

　少しだけ融ゆう通ずうの利きかないところはあるが──。

　まあ、いい。今は買い物だ。

「じゃあ、行け。メモに書いてある店に行き、書いてある通りの物を買ってこい」

「……かしこまりました」

　俺が促うながすと、少女は頭を下げて大市場の中へと向かった。

（上手うまくやってくれよ）

　ここで躓つまずいているようじゃ、先が思いやられるからな。

　俺はあの子を《ハウスメイド》にジョブチェンジさせたいんだ。置物みたいな奴隷職は辞やめて、もっと需じゆ要ようのある職業になってほしい。それで自立ができるようになったら、俺は自じ堕だ落らくな生活に戻もどるんだ。あいつが望むなら財産を分け、独立させてやってもいい。

　とにかく静かな暮らしに戻りたいんだ、俺は。

　そのための職業訓練、頑がん張ばってもらいたいところだった。

（しかし、遅おそいな）

　夕食の買い出しにしては、やけに時間がかかっているような。

（誘ゆう拐かいされたのか？）

　いや、まさか。下級区のスラムじゃないんだ。

　警けい邏らの目もある大市場でそんなことあるわけないだろう。

（ちょっと見に行こうかな）

　いや、はじめてのおつかいじゃないんだからさ。

　そこまで心配しなくたって、あいつはすぐに帰ってくる。

「……ただいま戻りました」

（ほらな）

　要領のいい奴なんだよ。

　少し迷ったんだろうけど、こうして買い物を終えてきて、

「って、ええええええっ!?」

　な、な、な、なんだこれ!?

　少女が持っている籠かごの中、そこにはハムやソーセージ、野菜や果物なんかがみっちりと詰つめ込まれている。背中のバッグからはワインの瓶びんやバゲットが何本も飛び出していて、まるで武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいのようだ。

「お、おい。重くないのか？」

「……重たいです」

「でしょうね！」

　明らかに積せき載さい量オーバーだ。

　そりゃあ、移動するにも時間がかかるだろうよ。

（って、ツッコんでる場合じゃなくて！）

「お、おい、とりあえず買い物籠渡わたせよ」

「……はい」

　俺でも重く感じる籠を受け取り、バッグからワインの瓶を何本か引き抜ぬいてやる。

　かなり負担だったんだろう。無表情ながら少女はほっとしたようで、しかし、手足はまだぷるぷると震ふるえていた。

（しかし、なんでこんな）

　メモの通りに買ったとしたら、ほとんど籠に収まっているはずなんだが──。

「なあ、何でこんなに買ったんだ？」

「……メモには量が指定されていませんでしたので」

「え？」

「……自分の判断で、買えるだけ買ってしまいました」

「あ、ああ、そういうことか」

「……申し訳ございませんでした」

「いや、なんか、逆にごめん」

　思えば普通なんて知らないもんな。

　どれだけ買えばいいのか、ちょうどいい量なんて分からないんだ。

　俺がたくさん食べたくて多めに渡した可能性もあるしな。それを考えると、今回は失敗して当然だったのかもしれない。

「まあ、そのうち慣れるだろうさ」

「……申し訳ございません」

「いーって、いーって」

　頭を下げる少女の頭にぽんと手を載のせる。

　ちょうどいい位置にあるもんだから、思わず手が動いてしまった。

「…………」

「…………」

　何となく、そのままぽんぽんと手を動かした。

　そんなことをしても、少女は無表情のままで微動だにしない。

　いつでも、どんな時でも変わらない、マネキンのような表情だ。

　それが妙みようにおかしくって、俺は少しだけふっと笑ってしまった。

「ゆっくりと覚えりゃいいさ。んじゃ、帰ろうぜ」

「……かしこまりました」

　軽く笑えみを浮うかべたまま、だったと思う。

　そんな柔やわらかな表情の俺は、少女の手を引き、大市場をあとにした。

（今、笑ったんだな、俺）

　仲間たちとの別れから三ヶ月ほど。

　俺は、久しぶりに笑った。大きな声でもないし、昂たかぶるような心の動きもなかったけど、俺は確かに笑ったんだ。

　それが満まん更ざらでもなく思えて──。

　俺はまた、小さく口元を緩ゆるめるのだった。




「……それで、ご主人さま」

「ん？　なんだ？」

「……そろそろ、わたしに名前をください」

「は？」

「……名無しのままでは、何かと不便だと思います」

「そ、そういやそうだったーっ!?」

　名前がない奴隷には、主人が好きな名前をつけていいことになっている。

　だけど俺はそれを忘れて、今まで「おい」とか「お前」とかで呼んでしまっていた。

　そりゃあこいつも指し摘てきするわな。ひょっとすると今までずっと、据すわりの悪さを味わってきたのかもしれない。それを申し訳なく思いながら、俺は姿勢を正すと──。

　通りに佇たたずんでいる少女に、先ほど浮かんだ名前を告げた。

「よし、決めた。お前の名前は、ユミエルだ」

「……ユミエル」

　昔読んだ小説に、少しだけ出てきた妖よう精せいの名前だ。

　妖精種のこいつにはぴったりだろう。名前の響ひびきもよく似合っている。

　にこりとも笑わない少女は、微笑ほほえむ妖精とは似ても似つかなかったけれど──。

　幻げん想そう的な美しさ。そこだけは例の妖精と、よく似ているような気がした。
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　ユミエルは本当によく働くようになった。

　掃そう除じに洗せん濯たく、炊すい事じに買い出しと、多くのことを任せられるようになってきた。

　最初に比べれば噓うそみたいな成長だ。あのマネキン少女がこうなるなんて、人間、変われば変わるものだと妙に感心させられた。

（付きっきりで教えてやった甲か斐いがあったなあ）

　新米《ハウスメイド》を、ついつい目で追いかけてしまう。

　今は台所で簡単なシチューを作っているんだ。新調したメイド服に身を包み、しかし、結構動きがこなれた少女は、先ほどから鍋なべや野菜を運んでいた。

（やれやれ）

　これで俺も元のように引き籠こもれる。

　あいつはあいつで、手に職をつけることができたんだ。

　万ばん事じ解決、世はすべてこともなし。

（いや、まだか？）

　ユミエルはかなり世間の常識に疎うといところがある。

　この前なんて「お茶は濃こい方が好きだ」って言ったら、茶葉を十倍にしたゲロマズ紅茶を出されたし──。

　布ふ団とんを叩いておくように頼たのんだら、日が暮れても叩いてたってこともあった。

（まだまだ加減を知らないんだな）

　だから、まだ目が離はなせない。

　まるで心配性しようの親犬みたいだけど、あいつにはまだ教えることがある。

（こんなところ、ふたりに見られたら笑われそうだな）

　だけど俺は、そんなに悪い気がしていなかった。

　奴ど隷れいだった少女との暮らしも、満更ではないと思い始めていたんだ。

　それは歪いびつで、奇き妙みようで、突とつ拍ぴよう子しもなく始まったものだけど──。

　でも温かかった。俺は胸の傷が、段々と癒いえていくのを感じていた。

（なんか、これが続くのもいいかもな）

　このままここで、この世界で生きていく。

　それも悪くないかと、そう思えるようになっていたんだ。

　しかし──。




「ユミエルを返してほしい？」

　それは突とつ然ぜんの申し出だった。

　十二月の頭、あの奴隷商が訪ねてきたかと思うと──。

「うちの奴ど隷れいを返してほしい」。いきなりそんなことを言い出したんだ。

　戸と惑まどう俺とは対照的に、奴隷商の顔は明るかった。

「ええ。その方が貴方あなた様のためかと思いまして」

「いや、なんでだよ」

　俺は別に不満なんて抱いだいていない。

　特に迷めい惑わくを被こうむった覚えもないし、本気でこいつの言うことが分からなかった。

（まさか、セールスか？）

　ユミエルよりもいい奴隷を売ろうとか、そういう魂こん胆たんなんだろうか。

　それともキャンセルがなかったことにされて、再びユミエルが必要になったとか。

　いずれにせよ、今の俺には迷惑な話だった。どんなことを言われようが、全部突つっぱねるつもりでいた。

「あのなあ」

「困りますなあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「っ!?」

　いきなり大声を出されて、俺は思わず言葉を止めた。

　なんのつもりだ？　男はその笑みを消して、俺を下からねめつけている。

「本当に困りますよ。こちらがどれほど探したと思っているのですか？」

「何の話だ？」

「当然、そこの奴隷のことですよ。貴方、その子を誘ゆう拐かいしたでしょう？」

「はあっ!?」

　寝ね耳みみに水とはこのことだった。

　俺がユミエルを誘拐したって？　そんなわけあるはずがない。

「いや、お前から買ったんだろ」

「はて、覚えがありませんな」

「宝石を置いていっただろうが！　もう忘れたのか！」

「それ……証明できます？」

「…………っ！」

　なるほどな。ようやくこいつの言いたいことが分かった。

　この豚ぶたは俺を強請ゆすっているんだ。俺に難なん癖くせをつけ、また宝石を出させようとしている。

「親切な方が教えてくださって助かりましたよ。うちのとっておきの商品を、ようやく見つけ出すことができました」

「………………」

「でも困りましたねえ。誘拐ということになると、お上に知らせなければならないのでしょうか。私はもう、貴方様のことが心配で、心配で」

　白々しい噓だ。こいつは今の状じよう況きようを楽しんでいる。

　俺を言葉でいたぶりながら、俺から搾しぼり取れるだけ搾り取ろうと考えているんだ。

「おっほほほほ……」

　えびす様みたいに笑っているが、その本ほん性しようは奴隷商でも下の下だろう。

　こんな奴やつのところにユミエルがいたかと思うと、それだけで俺はこいつのことをぶん殴なぐりたくなっていた。

（さて、どうしたものかな）

　奴隷商が帰っていったあと、俺はひとりで考えていた。

　あの豚は猶ゆう予よ期限をくれるそうだ。明日あしたまでに代金を用意できれば、これまでのことは目をつむってくれるらしい。

　そのうえユミエルをくれるってんだからありがたいね。

　事情を知らない人が聞いたら、あの豚を神様みたいに思ってしまうだろう。

（当然、金は払はらわないけどな）

　というか、手元にあまり残っていない。

　貴重なアイテムを売り払えば、億万長者にもなれるんだけど──。

　市場に混乱をきたし、この地方のパワーバランスを変えてしまうだけだ。

　その意味では、あの宝石もあまり外には出したくなかった。

（だとすると）

　まあ、おしおきだろうな。

　俺をカモだと思ったのが運の尽つきってやつだ。

　後こう顧この憂うれいを断たつためにも、ここはひとつ暴れさせてもらおうかね。

「おーい、ユミエルー！」

　出かける前に声をかけておくことにした。

　あいつも話を聞いていただろうからな。心配すんなってことぐらいは、前もって伝えておきたかった。

「おい、ユミエルー？」

　リビングから台所に移動する。

　確かここにいたはずなんだけど、あいつの姿がどこにも見えない。

「どこだ？」

　物が増えてきた台所を見つめ、俺はひとりで首を傾かしげる。

　なんか急に消えたって印象だ。本当にあいつはどこに行ったんだろう？

「……ん？」

　ポットのそばに手紙が置いてある。

　これはあいつが残したものなのだろうか？

　俺は何の気なしに封ふう筒とうを開くと、中にある紙を取り出して──。

『ご主人さまへ』

『この度たびの不始末、申し訳ありませんでした』

『もっと早くにわたしが気づいていたら、この状況にはならなかったでしょう』

『ご迷惑をおかけしました。できる範はん囲いで後始末をつけようと思います』

『今までお世話になりました。あなたとの暮らしは楽しかったです』

『お体にはお気をつけください』

『さようなら』

「……あのバカ！」

　本人に似た無機質な文章。

　それを読んだ俺は、家の外へと飛び出していった。

　多分、あいつもあそこに向かっている。

　ひとつの確信を持って、俺は下級区の奴隷市場へ急いだ。
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　その豚のような男は、愉ゆ悦えつで顔を歪ゆがめていた。

　なんとも醜しゆう悪あくな笑えみだ。見ているだけで吐はき気がしてくる。

「浅はかだよなあ」

　男は床ゆかに転がる少女を見てそう言った。

　おそらく、男を殺そうとして返り討うちにあったんだろう。

　武器である包丁を取り上げられて、少女は暗い顔でうつむいていた。

「こんなもので殺せると思ったのか？　この私を？」

　生来サディスティックな性質なんだろう。

　包丁の刃は先さきをいじりながら、男はとても満足そうに笑っていた。

「高値で売れたお前には、とても感謝しているが……」

　男は少し、思案気な顔を見せたが──。

　包丁の柄つかを握にぎって、それを鋭するどく振ふり下ろした！

「やはりここは、折せつ檻かんだ！」

「はい、そこまで」

「んいぃ!?」

　後ろから男の手をつかみ、物ぶつ騒そうな包丁はサッと取り上げる。

　これは俺んちのものなんだ。関係ない奴にあまり触さわってほしくはない。

「おま、お前っ!?」

「はい、お前で～す」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　取り出された短たん杖じようの先せん端たんを、さっきの包丁でサクッと切り落とす。

　それだけだと物足りなかったので、サクサクサクと輪切りにしていくと、それに合わせて男が目を見開いていった。

　魔ま法ほうでも使おうとしたんだろうか？

　まあ、もう柄しか残ってないから関係ないな。

「うああああ……!?」

　奴隷商こと豚は、掠かすれた悲鳴を上げて尻しりもちをついた。

　もう武器とかは持ってなさそうだな。腕わん力りよくが高いってわけでもなさそうだ。

　それを確かく認にんしてから、俺は豚にヌッと顔を近づけた。

「あの、先ほどの件なんですけど」

「は、は……!?」

「やっぱりそちらの勘かん違ちがいだと思うんですよね。代金だって支し払はらいましたし」

「それは……ッ!?」

　後ろから宝石箱を取り出して見せた。この部屋にある机、そこに大事そうにしまわれていた代しろ物ものだ。中身もどうやら大事にしてくれていたようで、色とりどりの宝石はどれもピカピカと輝かがやいている。

　俺はそれを見せながら、あくまでフレンドリーに豚に話しかけた。

「契けい約やく書のことを知らなかったのは、確かにこちらの落ち度でした。だけど、物だけ受け取っておいてしらばっくれるのは、ちょっとないんじゃないですか？」

　もっともらしい話をしたつもりなんだが──。

　豚は怒いかり半分、焦あせり半分の表情で、突とつ然ぜん声を張り上げた。

「お前らァァァ！　お前ら、早く来いッ！」

「警備のことですか？　ここには誰だれも来ませんよ」

「ァァァ……!!」

　豚が引きつった蛙かえるのような声を出した。

　ひょっとして皆みな殺ごろしにされたとでも思っているんだろうか？

　失敬な。ただ【眠ねむり玉】で眠らせているだけだ。みんなただ眠っているだけ。

「わ、私も殺すのか……？」

「だから殺しませんって。ただ、やり直してくれたらなって」

「やり直す……!?」

「はい。契約書を持ってきました。これであの日をやり直しましょう」

　今度こそ豚の顔が真っ青になった。

　書類は商人にとってお金よりも大事なものだ。

　ましてやそれが契約書となると、下手をすると命よりも重たくなる場合がある。

　だからこそ魔法の金庫に、大事に大事に大事にしまっておいたのに──。

　それが一式揃そろえられ、羽ペンやインク壺つぼ、印章まで添そえられてしまっている！

　きっとこの豚にとっては、心臓を握られたも等しい行こう為いだったんだろう。

「この紙でよかったんですよね？」

「はい……」

「よかった。じゃあ、サインしますね？」

「どうぞ……」

　豚ぶたは青いを通り越こして真っ白になっていた。

　わずかな攻こう防ぼう、用意されたもので、彼ひ我がの差ってやつを悟さとったんだろう。

　それ以後はすっかり大人しくなって、促うながされるままに契約書にサインをしていた。

（これでよし、と）

　同じ文面の契約書が二枚、そこには俺と豚のサインが記入されている。

　これで取引は終わったわけだ。今度こそ正式に、ユミエルの所有権は俺へと移った。

　俺は契約書をアイテム欄らんにしまいながら、満足そうにうんうんとうなずいた。

「それじゃ、契約成立ってことで」

「はい……」

「じゃあ、額面通りの値段の分だけ、ここに置いていきますね？」

「ぁぁぁぁぁ……っ!?」

　最後の最後、豚は幽ゆう霊れいのようにか細い声を上げた。

　無理もない。俺が宝石を九割方も取り上げてしまったんだ。

　だけどこれも契約通り。これが本来ユミエルにつけられていた値段だった。

「それじゃ、この子は連れて行きますね？」

「あ、あ、ああ……！」

「今度は契約書のこと、最初に言ってくださいね？」

「あああああああ……」

　最後の最後、奴ど隷れい商は力なくくずおれていた。

　世間知らずのカモを騙だまして、もっともっと稼かせごうとしたところで──。

　当初の儲もうけまで持っていかれてしまったんだ。そりゃ魂たましいも抜ぬけるわな。

（なんか童話っぽいけど）

　結局ユミエルが売れたんだから、利益自体は出ているだろうに。

　まあ、そう割り切れないから強ごう欲よく商人なんだろうな、きっと。




「いや～、疲つかれた。変に気疲れした」

「…………」

「緊きん張ちようしてたんだろうな。なんか変なキャラになってたし。なあ？」

　夕暮れの街、俺はユミエルとふたりで路地を歩いていた。

　目指しているのはもちろん我が家だ。奴隷商との一件は片づいたからな。もうこの辺りに戻もどってくることもないだろう。俺が得体の知れない相手だってことは知らしめたし、向こうから会いに来ることも金輪際なさそうだった。

　それなのにユミエルの表情は不思議と晴れない。

　いや、元から無表情なんだけど、なんというか、

「もしかして、怪け我がしてんのか？　どっか捻ひねったとか」

　違ちがうみたいだ。返事はないけど、そういうことじゃないっぽい。

　じゃあなんなんだろうか？　他ほかに理由を考えていると、

「……あなたは」

　ユミエルがゆっくりと口を開いた。

　俺は黙だまって、その続きを待つ。

「……あなたは、なぜ、わたしを助けたのですか？」

「なぜって？」

「……わたしは奴隷です。あなたの家族ではありません。それなのになぜ、危険を冒おかしてまでわたしを助けに来たのでしょう？」

　ユミエルはいつしか足を止めていた。

　俺も同じように足を止め、薄うす暗ぐらい路地で向かい合いになる。

「……証しよう拠こがないのは向こうも同じ。わたしを返し、知らぬ存ぜぬを通せば、いつかは向こうも諦あきらめていたはず」

「いや、そんなに甘くはないだろ」

「……かもしれませんね。でも、他にいくらでも方法があったはずです。それなのになぜ、あなたは」

　困こん惑わく、疑問、複雑な感情がユミエルの中で渦うず巻まいていた。

　それくらいは俺にも分かる。こいつは今、本気で俺に問いかけているんだ。

　だけど、俺だって疑問に思うことがあった。

　あの行動だ。あれは一体、どういうつもりだったんだろう。

「お前もさ、なんであんなことしたんだ？」

「……あんなこと？」

「包丁持ち出したことだよ。なんであの豚を刺さそうとしたんだ？」

「……それは」

　恩返しのつもりだったんだろうか？

　しばらく世話になった礼のつもりで、俺をどうにか助けようと？

　それとも純じゆん粋すいに、あの奴隷商が憎にくかったんだろうか？

　積もり積もった恨うらみのせいで、あんな刃にん傷じよう沙ざ汰たに及およんだのだと？

（どっちも違うな）

　なんかしっくりこない。

　無理に説明しようとすると、逆に真実から離はなれてしまう。

　俺の場合もそうだな。

　憐あわれみ、同情、そんな感情であいつを助けたんじゃなかったはずだ。

（だったら、なんでだ？）

　俺もユミエルも答えが出ない。

　俺たちは互たがいに互いを助けようとした。

　それはなぜ？

（あのふたりが相手なら、答えも簡単に分かるんだけどな）

　もしも優介がピンチなら、俺はすぐに助けたはずだ。

　もしもれんちゃんが困っていたなら、俺はすぐに話を聞いたはずだ。

　仲間だからな。俺たち三人は仲間なんだ。だから助けて、気にかけて──。

（……ああ）

　答えがすとんと腑ふに落ちた。

　そうか、そういうことだったんだな。

「要するに、仲間なんだな」

「……仲間？」

「そう、仲間だ。俺たちは仲間になっていたんだ」

「……ご主人、さま？」

　ユミエルの頭に手を載のせる。

　珍めずらしいこともあるもんだ。少しだけ驚おどろいた表情をしている。

（そうか、仲間か）

　こいつと俺は、いつの間にか仲間になっていたんだ。

　同じ釜かまの飯を食うなんて言葉もあるしな。考えてみれば当然かもしれない。

（一いつ緒しよの家に暮らしているけれど）

　家族でもない。恋こい人びとでもない。もちろん夫ふう婦ふなんかじゃ決してない。

　だけど互いに互いを思いやって、自然に動けるようになっていれば──。

　やっぱりそれは仲間なんだと俺は思った。

「……よく、分かりません」

「そうか？　まあ、そうかもな」

「……わたしには難しいです」

「そんなことないって。ゆっくり実感していきゃいいさ」

「……ゆっくりと」

「ああ」

　俺はユミエルの手を引いて──。

　そしてユミエルは俺の手を握にぎり、再び路地を歩き出した。

　今度こそ家に帰るんだ。そして帰ったら、俺たちの仲間のことを話してやろう。

　優介、れんちゃん、それにユミエル。今日からこの三人が俺の仲間だ。

（なんか、メンバー増えちゃったけど）

　あいつらなら、笑って許してくれるよな？

　暗くなっていく空を見上げながら、俺はそんなことを考えていた。




　それからは、徐じよ々じよに毎日が騒さわがしくなっていった。

　イヴェッタさんが訪ねてきたり、ご近所付き合いが復活したり、あの豚が復ふく讐しゆうに来たり、それをふたりで返り討うちにしたり──。

　そうそう、ユミエルが髪かみを切ったのもその時だった。

[image: ]

　長い髪は邪じや魔まだからと、今くらいの長さに切ったんだよな。

　それにあいつはレベル上げがしたかったみたいで、俺も乗り気で郊こう外がいなんかに出かけたりもした。

　それで、春くらいに何でも屋を始めて──。

　定食屋が近所にできたり。学校の講師になってみたり。

　わんこにやたら懐なつかれたり、あのアルティにストーキングされたり、図書館の廃はい人じんエルフにからまれたり──。

　本当に、色々あった。

　何でも屋を始めてからは、あっという間に時間が過ぎていったように思う。

　まあ、悪くはない毎日だったよ。何だかんだで楽しかった。

　お前らがいなくたって、さびしく思うヒマなんてなかったくらいだ。

　だから、先に帰ったことをあんまり気にすんなって。

　あれは俺が勝手にやったことなんだしさ。

　それに、こうして会いに来てくれたじゃないか。

　なあ、れんちゃん？
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「……と、まあ、こんな感じで色々あったんだよ」

「そっか」

「いや～、大変だったんだぞ？」

「そうみたいだね」

　れんちゃんと再会してから、もう数時間はしゃべりっぱなしだった。

　思った以上に話すことが多かったんだな。思い出話にこの一年半のことをつけ足すと、まだまだ話し足りないことがたくさんあった。

「アルティちゃんとは仲直りできたの？」

「あっ、それなんだけどさ。俺、ゲスいことをした直後にユミエルを買っただろ？」

「うん」

「そのせいで『仲間の遺産で愛あい玩がん奴ど隷れいを買うドブネズミ野や郎ろう』と、冒ぼう険けん者界かい隈わいからめちゃくちゃ嫌きらわれるようになって……」

「ぷっ、くくくくく……」

「笑うなよ！　ほんとに大変だったんだぞ!?」

　身をよじって笑うれんちゃん。

　こいつはこう見えて笑い上じよう戸ごだからな。

　一度ツボに入ってしまうと、なかなかこっちに戻もどってこないんだ。

「あ～、ご、ごめんごめん。大変だったよね？」

「ああ。一時期は親の仇かたきみたいな目で見られてたし」

「……最近はそうでもありませんよ」

「そうなの？」

「いや、どうなんだろ……？」

「ふふふふふ……」

　れんちゃんはまだ笑い続け、ユミエルは涼すずしい顔で冷めた紅茶を取り替かえている。

　本当に随ずい分ぶんと長いこと話し続けたな。お茶のお替かわりもこれで何度目だ？　ユミエルには手間ばかりかけるな。

「おい、ユミィ。お茶はもういいぞ」

「……そうですか？」

「ああ。もうすぐ夕飯の時間だからな」

　壁かべにかかった時計をちらりと見る。

　時刻は六時少し前ってところか。春先だけあって外はもう薄うす暗ぐらい。

「れんちゃん、もちろんうちで食うよな？」

「うん」

「だってさ。準備しててくれ」

「……かしこまりました」

「あっ、やっぱ俺も手伝うわ。れんちゃん、オムレツ好きだったよな？」

「……わたしが作りますが」

「まあまあ」

　ユミエルの背中を押して台所に向かう。

　れんちゃんはそれを見ながら、やっぱり穏おだやかに微笑ほほえんでいて──。

「よかった。貴たか大ひろは今、充じゆう実じつしているんだね」

「あ？　あ、ああ。そうかもな」

「あれからちゃんと立ち直れたわけだ」

「は……？」

　どこか意味深な響ひびきだった。

　それに違い和わ感かんを覚え、俺はれんちゃんの方へと振ふり返る。

「何が言いたいんだ？」

　れんちゃんは答えない。

　代わりに俺の目を見て、いつもより優やさしく微笑んでいる。

「なあ、貴大。もう満足しただろう？」

「何を……」

「元の世界に帰らないか？」

　遮さえぎるように発せられた声。

　それは一いつ瞬しゆん、聞き間ま違ちがえと思えるような内容だった。
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　沈ちん黙もくがリビングを支配していた。

　パチパチと、暖だん炉ろで薪まきが爆はぜる音だけが聞こえる。

（元の世界に……帰る？）

　それは一体、どういう意味なんだろう。

　言葉の通りの意味なんだろうか。

　いや、でも、それは──。

「戸と惑まどってるね」

　れんちゃんは面おも白しろそうに言った。

「ひょっとして、帰りたくないのかな？」

「そんなことはっ！」

　俺はずっと、帰りたかった！

　ふたりがいるところへ。俺たちが暮らした街へ。

　ずっとずっと、帰りたいと願っていたけど、

「でも、そんな、急に……」

　すぐに信じろと言われても、なかなか難しい話だった。

　それに俺には、今の生活だってある。新しい同居人だって増えたんだ。

　それを置いて帰るのか？　ユミエルだけをひとり残して？

「別にいいじゃないか。この家はユミエルちゃんにあげればいい」

「っ！」

「財産だって、全部あげてもいいんだ。違う？」

　何も違わなかった。

　そうすればユミエルが生活に困ることはないだろう。

　むしろ俺がいなくなった方が、よっぽどいい暮らしができるかもしれない。

（いや、だけど、でも）

　混乱して考えがまとまらない。

　俺はうなずきたいのか？　それとも首を横に振ふりたいのか？

　どっちなんだ？　なんで即そく答とうできないんだ？

「……ご主人さま」

　ユミエルが俺の服の裾すそをつかんできた。

　無表情ながら、どこか不安そうな目で俺を見ている。

　俺はこいつを置いて行けるのか？　それとも──。

「そこで迷うんだ」

　れんちゃんは明らかに落らく胆たんした表情を見せた。

「こっちでの暮らしが気に入ったんだね」

「ち、ちがっ……！」

「違わないさ。楽しかったんだろう？　この一年ちょっとはさ」

　そんなことはない！

　俺は、ひとりになって苦しかった！

　この世界に残されて、本当に苦しかったはずなのに──。

「ほら、否定できない」

「…………っ！」

　その通りかもしれない。

　いつの間にか俺の中で、今の暮らしは大きくなっていたんだろう。

　だけど、どっちが大切とか、そういうことじゃないんだ。

　俺にとっては、どっちも同じだけ大切で！

「ダメだ、貴たか大ひろ。それじゃダメなんだ」

「えっ……？」

「お前は選ばなくちゃいけない。ＡかＢか、選んで決めるんだ」

　またれんちゃんが意味深なことを言った。

　なんでだ？　なんでれんちゃんはこんなことを言うんだ？

「貴大が鍵かぎなんだ。さあ、地球か《アース》か決めて」

　やっぱり意味が分からない。

　俺は不気味ささえ感じ、じりじりと後ずさった。

　するとれんちゃんは、落胆したみたいにため息をついて、

「決められないなら、無む理り矢や理り連れていくよ？」

「ご主人さまっ!?」

　グイッと強く引かれた感かん触しよくがした。

　その瞬しゆん間かん、視界がぐにゃりと歪ゆがんでいき、

「っ！　なんだっ!?」

　気がつくと、俺は《転移門の遺い跡せき》の前に立っていた。
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「ここは……!?」

　忘れもしない、かつて三人で訪おとずれた場所だ。

　あの残ざん骸がいの最上階で、俺たちはガーディアンと戦ったんだ。

　そして俺が無む茶ちやをして、ふたりだけを先に帰して──。

「懐なつかしいよね」

「っ！」

　横から声がして飛び退のいた。

　そうだ、ここにはこいつも来ているんだ。

　月明かりの下、れんちゃんが柔にゆう和わな顔で微笑ほほえんでいる。

　マジックアイテムは見当たらないな。スキルを使った風でもなかった。

　じゃあ、どうやってここまでワープしたんだ？

　訝いぶかしむ俺を、れんちゃんは変わらず面白そうに見ている。

「不思議なことじゃないさ。こんなこと、優ゆう介すけだってできる」

「優介？　あいつもいるのか？」

「うん。ここにはいないけど、たとえば、そう」

　れんちゃんがフッと右みぎ腕うでを振る。

　すると景色ががらりと変わって、ＬＥＤの光が俺たちを照らした。

「今度は……あの迷めい宮きゆうかよ」

「正確には違ちがうけどね。同じような場所が何個かあるよ」

「お前らが造ったのか？」

「優介がやったんだよ。俺はただ見ていただけさ」

　エルゥやアルティと訪れた迷宮。本当にここは明めい志し高校そっくりだ。

　だけど俺は、これが偽にせ物ものだって分かっている。

　教室の外に映る星空も、夜の校庭の景色も、全部全部偽物なんだ。

「なんでこんなの造ったんだ？」

「貴大のためだよ。いや、俺たちのためか」

「ちゃんと答えろ！　優介もここにいるんだろ!?」

「いや、いないみたいだ。他ほかのところにいるんだろうね」

「じゃあ、そこに連れていけ！」

「ごめん、それは許可されていない」

「許可ってなんだよ……！」

　話せば話すほど頭がこんがらがっていくみたいだ。

　優介とれんちゃんはまだこの世界にいる。

　いるけど、俺に対して何か秘密を抱かかえている。

　それだけは分かったけど、こんなの何も分かっていないに等しい。

（こいつは何がしたいんだ!?）

　それさえ分からず、俺はれんちゃんを無言でにらみつけていた。

　あいつはまだ、涼すずしい顔で俺を見ている。

「貴大。貴大は本当に偶ぐう然ぜんだと思ったの？」

「えっ？」

「俺たちがこの世界に来たのも、この世界がゲームそっくりだったのも、高いレベルのままでいられたのも、帰る手段が見つかったのも」

「れんちゃん？」

「全部、偶然だと思っていたのか？」

　試ためすような視線。俺は回答を求められている。

　でも、なんて答えればいいんだ？　あれは偶然の出来事じゃなかったのか？

　俺が答えられずにいると、れんちゃんは再び口を開いた。

「この世界を大いなる災さい厄やくが襲おそおうとしている。そしてそれは、俺やお前、優介とも無関係じゃないんだ」

「今度はなんだ？　電波か？」

「茶ちや化かさないで。真ま面じ目めに聞いてほしい」

「いや、だって、そんな話！」

「俺たちはお前を助けたいんだ！」

　ここで初めて、れんちゃんから余よ裕ゆうのようなものが抜ぬけ落ちた。

　切実な顔で俺を見てくるれんちゃん。その表情からは、どこか祈いのるような雰ふん囲い気きさえ感じられた。

「貴大も俺たちを助けてほしい。だから、選ぶんだ」

「だから、なんでそうなるんだよ！　選ぶって、どうして！」

「大事なことなんだ。大事なことなんだよ」

「だったら人に分かる言葉で説明しろ！」

「貴大！」

　れんちゃんはもどかしそうに唇くちびるを嚙かんでいた。

　なんでだ？　説明したいのに説明できないって顔だ。

　まるでＮＧワードでも設定されているみたいだな。

（…………………………）

　もしかして、そうなのか？

　許可されていないって言ってたけど、れんちゃん、お前──。

「もういい、分かった。貴大は俺が連れて帰る！」

「俺も決めた。とりあえずお前はぶん殴なぐる！」

「抵てい抗こうするな！　俺についてくるんだ！」

「嫌いやだね！　こっちこそ、絶対に正気に戻もどさせてやる！」

　れんちゃんの感情に合わせ、景色にノイズが走っていった。

　切り替かわっていく。ここは、また《転移門の遺跡》跡あと地ちか？

　まあいい。どこだっていい。

　俺とれんちゃんは得物を抜いて、月明かりの下で走り出した。
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　爆ばく発はつ的な速度の五連斬ざん【アクセル・ファイブ】。

　閃ひらめき躍おどる無数のナイフ【ミラージュ・エッジ】。

　大地を割る猛もう烈れつな一いち撃げき【ガイア・ブレイク】。

　影かげから伸のびる無数の蛇へび【シャドウ・バイト】。

　どれも上級に分類されるスキルだ。人なんてあっさり殺してしまうし、巨きよ獣じゆうや大おお鬼おに、怪かい鳥ちようさえも屠ほふってしまう。文字通り必殺の威い力りよくを持つスキル、それを俺とれんちゃんはぶつけ合い、荒こう野やに異音、轟ごう音おんを響ひびかせていた。

「そんなもの俺には通用しないっ！」

「だろうな！」

　無数に伸びる影の蛇たちが、たった一いつ閃せんですべて薙なぎ払はらわれてしまった。

　俺は俺で相手の攻こう撃げきをかわし続け、未いまだに剣けんをかすらせてもいない。

　互たがいの動きを見切っているんだ。よく知った仲だからこそ、相手が何をするのか手に取るように分かる。

　それはプラスに働く面もあるが──。

　決着をつけようとすると、途と端たんにマイナスに働くのだった。

「【ミラージュ・ボディ】！」

「そんな見え透すいた手なんて！」

「じゃあ、防いでみせろ!!」

「…………っ!!」

　分身しての超ちよう高こう速そく連れん撃げきを、れんちゃんは大剣ひとつで見事にさばいていく。

　刀身の根本にも持ち手があるツヴァイハンダーから、幅はば広びろの両りよう刃ばが生えたような独特の得物。あんなデカブツを竹刀しないみたいに振ふり回されたら、風圧だけで姿勢が崩くずれてしまいそうだ。やはり接近戦は向こうに分があるってことなんだろう。

（だからって！）

　後ろに引いてけん制したところで、距きよ離りを詰つめられ斬きられるだけだ。

　俺はあえて超ちよう接近戦を挑いどみ、相手の懐ふところでひたすらナイフを振り続けた。

「貴大！　どうした！　こんなものなのか!?」

「う、くっ！」

「こんなんじゃ何も守れないぞ！」

「またわけの分かんねえことをぐちぐちぐちぐち言いやがって……!!」

　無理があったか。攻せめれば攻めるだけ、段々と押し返されていく。

　こっちは青あお息いき吐と息いき、向こうは余よ裕ゆう綽しやく々しやくもいいところだ。このまま続けてもジリ貧だと判断し、俺は大きく後ろに飛び退いた。

「はっ!!」

「チッ！」

　やっぱり隙すきは見み逃のがさないな！

　こんなところまで優等生め、たまには手て抜ぬきを覚えろ！

「【ドラゴン・ファング】!!」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　追つい撃げきの上下二連。上と下からの同時攻撃に、俺はとうとう手傷を負った。

　だけど、かすっただけだ。直ちよく撃げきはまだ受けていない。

（腕うでは……動くな）

　左腕の負傷を確かめながら、俺は内心ほっと息をついた。

【ドラゴン・ファング】。竜りゆう頭とう型のオーラで嚙み砕くだくような斬ざん撃げき。

　れんちゃんも本気ってわけだ。そろそろ俺を仕留めにきている。

「そんなに俺を連れて帰りたいのか」

「ああ。こっちの世界は危険すぎる」

「何が起きるっていうんだ？　それぐらい教えてくれよ」

「それについては許可されていない」

「またそれかよ！」

　叫さけぶと同時にナイフを投げた。

　しかし、すでに硬こう直ちよく時間が終わっていたんだろう。

　れんちゃんは右手を上げると、篭こ手てであっさりナイフを弾はじいてしまった。

「もういい。やめよう。これ以上は無意味だ」

「ああ？」

「貴大じゃ俺には勝てないよ。武器をしまってほしい」

「言うじゃねえか……！」

　そんな悪態をつきはしたが、こちらに手がないのは本当だった。

　接近戦もダメ。離はなれてもダメ。レベルも同じ。装備も同等となると──。

　やっぱり難しいな。斥せつ候こう職で《ブレイ剣ブフェンサ士ー》に勝つのは難しい。

　それを向こうも見み抜ぬいているのか、れんちゃんは追撃をかけたりせず、静かな顔で俺のことを見ていた。

「ねえ、貴大」

「なんだよ」

「どうしても選びたくないって言うの？」

「ああ。話が聞けるまではそうしたくないね」

「だけど、いつか選せん択たくを迫せまられる日が来るんだよ？」

「だから、それっていつだよ」

「そうだな。たとえば、今日とか」

「はあっ？」

「貴大が選ばなきゃ、ユミエルちゃんを殺す。そう言われたらどうする？」

「………………ッ!!」

　瞬しゆん間かん、俺の体からどす黒いオーラが噴ふき出した。

　本能的に発動した自己強化バフだ。【アサシン・インスティクト】のオーラをまとい、俺はふざけた野や郎ろうをにらみつける。

「おい。冗じよう談だんでもそういうこと言うなよ」

「いいね。いい気き迫はくだ。そうでなくっちゃいけない」

「おいっ!!」

　へらへらと笑う相手を見ていると、心が怒いかりで染まっていくのを感じる。

　ダメだ。こいつはやっぱり、どこかおかしくなっているんだ。それも含ふくめて治さなくちゃいけない。そのためにも、まず、あいつの動きを止める！

「荒あら療りよう治じだ！　痛みぐらいは我が慢まんしろよ！」

「分かった！　俺も本気でいくよ！」

　わざとらしいディスコミュニケーションに、俺の怒りは頂点に達した。

　無言で駆かけ出す俺に対し、あいつも自己強化バフを発動する。

「さあ来い！　勝負だ、貴大！」

「うるせえっ!!　こいつを食くらって頭を冷やせ!!」

　白く光る《ブレイブフェンサー》に、黒く濁にごる《パニッシャー》。

　俺たちはすぐにも肉にく薄はくし、手に持った得物に力を込めて、叫んだ！

「【ブレイブ・スラァァァァァァァシュ】!!」

「【心臓貫ぬき】ぃぃぃぃいいいいいいいい!!」

[image: ]

　白と黒のオーラが混じり合う世界で──。

　俺は、確かな手て応ごたえを感じていた。
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　俺とれんちゃんの影は重なり合っていた。

　スキルを放った体勢のまま、微び動どうだにせず固まっていた。

　なのに俺たちは動けずにいた。夜の荒野を、冷たい風が流れていく。

「…………」

　決着はついていた。

　光り輝かがやく勇者の剣は、俺の肩かたに食い込んでいた。

　だけど、それよりも早く、俺のナイフはあいつの胸を貫いていたんだ。

　遅おくれて口から血を吐はいて、れんちゃんはよろよろと後ずさる。

　大げさな奴やつだ。俺たちがこれぐらいで死ぬはずがないのに。

「おい。急所を外してやったんだ。倒たおれるなよ」

　れんちゃんの右胸からナイフを抜ぬいて、代わりに《ポーション》をぶっかける。

　流血こそ多かったが、これでじきに収まるはずだ。しかし万ばん全ぜんの状態とは言えないようで、れんちゃんはまだ青い顔をしていた。

「う、腕を上げたね、貴大。最後の一いつ瞬しゆん、反応できなかった」

「お前の腕が落ちたんだろ。俺は腕の一本は覚かく悟ごしてたぞ」

「かもしれない……ははっ」

　力なく大たい剣けんを落とし、れんちゃんは地に膝ひざをついた。

　これで頭が冷えただろうか？　ショック療りよう法ほうにもなっていれば幸いだけど。

「頼たのもしかったよ。これで優介にいい報告ができる」

「は？　まだそんなこと」

「だけど、まだ、もう少しだけ……足りない気が……」

「チッ」

　ダメだ。やっぱり頭がどうかしてるらしい。

　ぶつぶつとつぶやくれんちゃんには呆あきれるが、だからって、こいつのことをこのまま放ほうってはおけない。

「ほら、行くぞ。知り合いにシスターがいる。まずは呪のろいとかを診みてもらえ」

「いや、いい。そういうんじゃないんだ」

「じゃあなんだよ？　言っとくが、無理にでも連れていくからな？」

「それは、ちょっと困るんだ」

「ああ？」

　れんちゃんの顔をのぞき込む。

　なんだ？　なんか、違い和わ感かんがあるような。

「って、うおっ!?」

　急な跳はね上げをバックステップでかわす。

　まさか、もうそこまで回復したのか？　たかが《ポーション》だぞ!?

「強くなったな、貴大」

「お前……!?」

「ユミエルちゃんに出会ったからなのかな？　本当に強くなった」

「は……!?」

「その出会いは、俺たちにとっても僥ぎよう倖こうかもしれない」

　またわけの分からないことを言い始めた。

　くそっ、傷も含めて元通りかよ！　大剣を拾うれんちゃんを苦々しく見つめる。

「ああ、いや、警けい戒かいしなくていい。今日はもう帰るよ」

「なに……!?」

「とりあえずの目的は達成できた。だから、帰る」

　その言葉に合わせて、また景色が揺ゆらぎ始めた。

　ノイズが走って不ふ鮮せん明めいになり、段々とあの荒こう野やが遠くなっていく。

　そんな不可思議な空間で、れんちゃんだけはいつものように落ち着いていた。

「繰くり返しになるけどさ。この国は大いなる災さい厄やくに襲おそわれる。そして貴大は、いつか重大な決断をしなければならない」

　さっき聞いた言葉を、れんちゃんはまた繰り返していた。

　そんなに大事なことなんだろうか？　俺にはとてもそうは思えない。

　だけどあいつは真ま面じ目めな顔で、俺の目を見て話を続ける。

「俺と優介はまだこの世界にいる。いつも貴大のことを心配しているよ。だけど手助けはできない。すべては貴大にかかっているんだ」

「意味分かんねえよ……」

「今は分からなくてもいいよ。俺の言葉を覚えていてくれるだけでいい」

「なんだよ、それ」

「ごめんね。言葉足らずで」

　申し訳なさそうな顔。

　こんな風に笑われると、俺は何も言えなくなってしまう。

　少しの間の沈ちん黙もく。しかし、空間はますます歪ゆがんできていた。

「そろそろ時間みたいだ。今回はここまでだね」

「お、おいっ!?」

「あっ、そうだ。最後にひとつだけ」

「え……？」

「あまり詳くわしくは話せないけど……」




「悪神とＭＣに気をつけて」




　それだけを言い残し、れんちゃんの姿はかき消えてしまった。

　そして俺は、自宅のリビングで呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすのだった。
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　早春の空を白い雲が流れていく。

　近くの屋根では小鳥が戯たわむれ、遠くからは馬車の音も聞こえてくる。

　俺は自宅の屋上に寝ね転ころがりながら、ぼんやりとそれらを見たり聞いたり──。

（なんだかなあ）

　ダメだ。ここでなら寝ねられると思ったけど、案の定ダメだった。

　風もぬるんできて絶好の昼ひる寝ね日和びよりだってのに、ちっとも眠ねむくなってこない。

　原因は分かっている。れんちゃんだ。

　あいつのしたこと、残した言葉が、今も俺の頭を悩なやませていた。

（ったく、なんだよ災厄って）

　それに俺が関かかわっているって？

　冗じよう談だんはよしてくれよ。そんなのまるで心当たりがない。

　決断だのなんだの、一体俺は何をすればいいんだ？

（それにＭＣって。こいつのことか？）

　図書館から借りてきた『異世界探訪録』をめくる。

　その最後のページには、著者であろうＭＣの記名があるけれど──。

　だからなんだって話になる。実はこいつが黒幕だったとか、そういうのか？

（悪神もなあ……）

　名前自体には聞き覚えがあった。

　確か状態異常を司つかさどるユニークモンスターで、【憤ふん怒ぬ】のカーリー、【狂きよう乱らん】のパラディス、【猛もう毒どく】のノグ・ソールとかがいるんだっけか。状態異常の数だけ存在していて、それぞれがえげつない上位状態異常を操あやつる奴らで──。

（って、範はん囲い広すぎだろ）

　ヒントだけにしても、せめて名前ぐらいは教えてほしかった。

「あ～あ……」

　寝転がったまま伸のびをして、大きく重たいため息をひとつ。

　あれから三日目、もう何度同じことを考えているんだろう。

　思考が迷めい路ろに囚とらわれたみたいで、どうにも心がすっきりしない。

　だけど脇わきに置くには大きすぎる問題で、俺はまた、れんちゃんのこと、ＭＣのこと、悪神のことなんかを考え始めて、

「……ご主人さま、お昼ご飯ですよ」

「ん～？」

　いつの間にかユミエルが屋上に来ていた。

　もうそんな時間になったのか。だけど何だか、飯って気分になれないな。

「……お昼の時間です。下に下りてきてください」

「ん～、分かった～」

　答えはしたけど、どうにも体が動かない。

　だからユミエルから視線を逸そらし、隣となりの屋根とかを見ていると、

「おっ？　おおっ？」

　ユミエルが俺を起こしにかかった。

　結構力強いな。強ごう引いんにも立たされてしまう。

「おい、そんなに引っ張るなよ」

「…………」

「立つ、立つってば」

　ここまでされたら観念せざるをえない。

　だけどやっぱり気だるげな感じで、俺はまた座り込んで──。

　そんなだるだるな俺を見て、ユミエルは──。

　ペチン。

　軽く、頰ほおを叩たたいてきた。

「…………」

　痛くはない。迫はく力りよくもない。

　平手打ちとはとても呼べないような勢いだ。

　でも、ハッとさせられるような──。

　ユミエルのビンタは、そんなビンタだった。

「……ご主人さま。シャンとしてください」

「い、いや、シャンとって」

「……そんな様子では、いざという時に対応できませんよ」

「そりゃまあ、そうだけどさ」

　ユミエルは大きな声を出した訳じゃない。

　語気を荒あららげた訳でもなく、でも、俺はしどろもどろになってしまう。

　まるで叱しかられた子どもみたいだ。

　そんな俺の目をじっと見て、ユミエルはなおも続ける。

「……わたしはレンジさんのことをよく知りません。少しだけ話を聞き、半日ほど顔を合わせただけです。でも、そんなわたしでも分かることがあります」

「な、何だよ」

「……あの方は、決して悪い人間ではありませんよね？　少なくとも、意味もなく人を困らせるタイプには見えませんでした」

「…………っ！」

　今度は言葉でもハッとさせられた。

　そうだ、れんちゃんはそんな人間じゃない。

　人を傷つけ惑まどわせて、それを見て楽しむとか──。

　そんな奴やつじゃなかったはずだ！

「そうだよ。俺が疑ってどうすんだって話だ」

「……はい」

「意味分かんなかったけどさ。あれも必要なことなのかもな？」

「……そう思います」

　こくりとうなずくユミエル。

　それを見て、俺は今度こそ立ち上がった。

「あ～あ、なんか悩んでたのが馬ば鹿からしくなってきた」

「……よかったですね」

「まあ、結果的によかったかもな。ありがとよ」

「……はい」

　ユミエルの頭に手を置いて、それをぐるんぐるんと回してみる。

　うん、やっぱりこいつは無表情だ。目を回しながらも、表情ひとつ変えていない。

　それがなんだかやけに面おも白しろく思えて、俺はプッと噴ふき出してしまった。

　そしてユミエルはそんな俺を見て、「なんだこいつ」みたいな顔をしている。

（やっぱりいつも通りが一番だな）

　うじうじ悩むなんて、俺の性しように合っていないんだ。

　いつものん気な平常運転、それでこそ自分の力が発揮できるように思う。

「さ～て、飯でも食うか、飯飯！」

「……今日のお昼はカレーですよ」

「おっ、いいねえ～」

　今日のところはひとまずカレーだな。

　それが済んだら、ここに戻もどってきて昼寝でもしようか。

　まずはいつも通りの自分に戻るんだ。少しの間、悩みはどこかにどけていよう。

「ほら、行くぞ」

「……押さないでください」

「悪い悪い」

　ユミエルの背中を押しながら屋上をあとにする。

　その際、ふと振ふり返って、俺は綿雲の浮うかぶ空を見上げた。

　あいつらも同じ空の下にいるんだろうか。

　それとも別の場所にいて、違ちがう景色を見ているんだろうか。

　まあ、どっちだっていいな。少なくとも無事でいるって分かったんだ。あいつらならどこでだって、しぶとくたくましく生きていけるはずだ。

　なに、いざって時にはまた会えるさ。

（だよな、お前ら）

　そう問いかけて、俺は今度こそ家の中に入っていった。




　三寒四温なんてどこへやら。

　春らしい日が続くグランフェリアの片かた隅すみで、俺は今日も生きている。

　悩みもなく、束そく縛ばくすらない人生じゃないけれど──。

　それなりに、自フ由リなー人生ライフってやつを楽しんでいる。

　明日あしたはどうなるか分からない。

　明後日あさつてには何があるのか、それさえ俺は知らずにいる。

　でも、ここでなら。この街でなら。

　隣にユミエルがいるのなら。

　結構、どうとでもなるんじゃないかと、俺はそう思っていた。






































あとがき






　フリーライフ４巻、いかがだったでしょうか？

　今回は大部分が過去編であり、これまで語られなかった貴たか大ひろの過去、そして《フリーライフ》のメンバーのことや、ユミエルとの出会いについてまとめられています。視点は変わらず貴大のものですが、いつもの気だるさが目立たず、場面によっては若者らしいやり取りなどが見られます。自分でも書いていて、「この貴大、フレッシュだな!?」と感じたくらいですからね。読んでみると、一いつ層そうそれを感じるのではないでしょうか？

　さて、そんなフリーライフ４巻ですが、実はこれが第一部の最終巻になりまして、続く５巻から第二部スタートと相あい成なります。何やらおどろおどろしい引きで終わりましたが、それを引ひき継つぎ、第二部は混こん沌とん龍りゆう編へんから始まることになります。

　カオスドラゴンがイースィンドに襲しゆう来らいする！　どうする貴大！　どうなるフリーライフ！　第二部はシリアス一いつ辺ぺん倒とうなのか……!?

　なろう小説ゆえ、ＷＥＢ版で確かめることもできますが、ここはグッと我が慢まんして、５巻発売を待つのも手かもしれません。スニーカー文庫版は大おお幅はば加筆修正版！　次巻もリメイクするつもりで書き直しますので、どうぞ変わらぬご愛あい顧こを。




　しかし……。

　まだ、書き足たりませんね、過去編……！

　物語のテンポを考え、年単位でビシバシ場面を飛ばしましたが、貴大、蓮れん次じ、優ゆう介すけの話をもっともっと書きたい気がします。ユミエルとの暮らしも書いていきたいので、ここはひとつ、サイドストーリーというものを作ってみようと思います。

　幸さいわいにしてスニーカー文庫は「カクヨム」に公式アカウントをもっておりますので、そちらに掲けい載さいするという形で始めることができます。まずは男三人旅の続きからでしょうか？　本筋からは少し外れた、貴大たちのドタバタな日常を書いていきます。その次にユミエルの話、その次に別のサイドストーリーと、文庫版にも、ＷＥＢ版にもなかった話を公開しますので、どうぞお楽しみください。




　さて、最後になりましたが、関係者の皆みな様さまに謝しや辞じを。

　まずは担当編集Ｔさん！　今回も色々とご助じよ言げん、ありがとうございました！

　言葉が足りないところ、描びよう写しやが少ないところを指し摘てきしていただいたおかげで、全体的なブラッシュアップができたと思います。デザイン面でのご提てい案あんもいただき、本当にありがとうございました。次巻もまた、頼たよりにさせていただきます。

　イラストレーターのかにビームさん、蓮次、優介のデザイン、いいものでしたね！

　貴大も若々しくて、過去編の雰ふん囲い気きがよりよく伝わるようになったと思います。次巻は新ヒロインが登場しますので、そちらの方、早くも期待しております。

　コミカライズ担当の森もりあいりさん！　ニコニコ静せい画がで一位を取ったり、早くも１巻に重じゆう版はんがかかったりと、その凄すごさを感じています。原作者としても、そして一読者としても、コミカライズ次話、楽しみにしています。

　加えて、装そう丁ていや校正、この本に関わったすべての方、本当にありがとうございました！

　それに何より、この本を手に取ってくださった方へ、お礼を申し上げたいと思います。

　これからもフリーライフを楽しんでいただけるよう、精しよう進じんしていきますね。

　それでは、次は５巻でお会いしましょう。ではでは。


気きがつけば毛け玉だま


















　異世界を旅して驚いたのは、意外なほどに宿や小屋があることだった。

　街道を進めば宿場町がある。山に入ればどこかで小屋に行き当たる。金さえ払えば、村や集落に泊めてもらうことだってできるんだ。星空が天幕、草原が寝床だなんて、そんな野趣溢れる暮らしをする必要はなかった。

　まあ、考えてみれば当然か。この世界には野犬より怖い魔物がいるんだ。夜になると力を増す奴だっている。そんな魔物に襲われないよう、人は屋根のあるところで眠るんだな。そのための宿場町であり、小屋や休憩所の多さだってのは、しばらくすれば自然と気がつくことだった。

　しかし、そんな世界でも野宿が必要になることもある。

　たとえば今がそうだ。街道から遠く離れ、周囲に農村らしきものも見当たらない。そんな人里離れた場所では野宿もやむを得ず、俺たちはどことも知れない山の奥で、夜を明かす準備を進めていた。

「焚き木はこれくらいでいいかな？」

「いいんじゃねえか？　足りなかったら取ってくるし」

「ご飯は……」

「堅パンとスープだな。チーズやハムなんかもある」

「布団は」

「マントがあるだろ」

「そっか。なら大丈夫そうだね？」

「余裕余裕」

　なんて受け答えをしながら、俺は鍋に干し野菜と干し肉を放り込んでいった。

　こいつを水で煮るだけで、まあまあ食えるスープが出来上がるんだ。結構煮ないと柔らかくならないから、インスタント食品ってほどじゃないけど──。

　まあ、便利なことには変わりない。これからも重宝しそうな具材をかき混ぜ、ついでに焚き火の火力なんかを調整していく。

「ちょっと安定感悪かったかな？」

「いや、これぐらいで十分だって」

「そう？　ならよかったけど」

　そう言って笑いながら、れんちゃんは新しいかまどを組んでいった。

　そっちでお湯でも沸かすつもりなんだろう。手ごろな大きさの石を組み合わせ、でも、こっちよりは小さめのものを作っている。

　うん、やっぱりあれはケトル用だな。丸太をコンロにする「スウェーデントーチ」ってやり方もあるけど、今日と明日使うのなら、やっぱりかまどを組んだ方が──。

「お～い」

「ん？」

「結界、張ってきたぞ～」

「ああ、おかえり、優介」

　茂みをかき分けやってきたのは、我らがリーダー、優介だった。

　結構念入りに魔物よけの魔法をかけてきたんだろう。先ほどから物騒な気配も感じなくなって、辺りはいくらかのんびりとした空気に包まれている。

「一晩ぐらいは保つと思うわ。動物にまで効果があるかは知らねーけど」

「それくらいはなんとかなるよ」

「むしろ晩飯のおかずになっていいんじゃねえか？」

「うえっ！　おい、やめろよ？　俺、生々しいの嫌いなんだよ」

　ローブについた葉っぱをバサバサと払いながら、優介は俺の向かい、即席のかまどの前に腰を下ろした。そして、しかめていた顔をパッと明るくし、鍋の中をのぞき込むように身を乗り出してくる。

「おっ！　なんか美味そうなもんができてるじゃん！」

「まだできてねーよ。煮えるまで待ってろ」

「え～？　見た感じ、もういけそうだけどなあ」

　おたまを奪おうとしてくる手をパシッと払い、俺はアイテム欄からチーズやハムを取り出していった。こいつとこいつはどうしたものか。ハムは直火で炙るか、チーズと絡めてパンにのせるか──。

「お茶飲みたい人～」

「あっ、はーい」

「俺も～」

　かまどを組み立て、火を起こしていたれんちゃんが声をかけてくる。

　それに間延びした声を返しながら、まあ、晩飯のことはゆっくり考えるかと、俺は他にもいくつかの食材を並べていった。




　やがてすっかり日も暮れて、ふくろうの鳴き声なんかも聞こえ始めた頃。

　俺と優介、れんちゃんの三人は、焚き火を囲んで、ちょっとしたＢＢＱパーティーと洒落込んでいた。

「おっ、これ、いけるな！」

「このハム、どこで買ったの？」

「前に寄った街の市場。牧場の直売所があったんだよ」

「お～、お手製ってなんかいいな～」

「この世界はどこもそうじゃない？」

「さあな。案外、『ハムの生る木』とかあるんじゃねえか？」

　そう言いながら、直火で炙ったハムをあちあちとかじる。

　パリッと焼けた表面。それに旨味と塩気が詰まった中身──。

　それをグッと麦酒で飲み込み、俺はふうっと大きく息をついた。

「おじさんみたいだね？」

「うっせー」

「酒の喜びを知りやがって！」

「なんの真似だよ、なんの」

　にこにこと微笑むれんちゃんと、相変わらず元ネタ不明のリアクションを取る優介。

　対照的なふたりのことは放っておいて、俺はソーセージにベーコン、ニンジンなんかを串に刺してどんどん焼いていく。

「うん、どれもいけるな」

「ホイル焼きとかできればもっといいんだろうけど」

「ないものねだりってやつだな」

「いや！　耐火素材で包み込めば……！」

「モンスター素材焼きかよ」

「うえー」

　アイテム欄を漁り始める優介と、楽しそうに笑うれんちゃん。

　俺は俺でマグカップにスープを注ぎ、それをゆっくりじっくりと味わっていく。

（こういうのって、なんかいいな）

　静かな森の中、人気のない山の奥で、気のいい仲間たちと焚き火を囲む。

　空を見上げれば星が瞬き、目を閉じれば木々のざわめきが聞こえ、そしてマグカップをつかんだ手のひら、その中心からは温かな熱がじんわりと広がっていく。

　異世界に落っこちて、どうしたものかと思っていたけど──。

　こういう体験ができるのなら悪くはない。俺は再び夜空を見上げ、ぼんやりとそんなことを考えていた。

「なあなあ、貴大。貴大はどう思う？」

「ん？」

「聞いてなかったのかよ？　あのな、れんちゃんがさ。燻製作ってみたいってさ」

「燻製ぃ？」

「うん。ほら、子ども会のキャンプで大人の人が作ってたでしょ？　あれ、なんかいいなってずっと思ってたんだ」

「いや、でも、作り方とか知らねえだろ？」

「なんかこう……木のチップでお肉を燻して……」

「一気に不安になってきた」

「大丈夫大丈夫！　ほ、ほら！　まずはチーズとかで試してみてさ！」

「貴大、安心しろ。いざとなったら俺の魔法で治してやる」

「魔物に食わせて様子見とかした方がよくね？」

「大丈夫だって～」

　三人揃ってわいわいと騒ぎながら、俺はやっぱり野宿もいいなと感じていた。

　それはきっとそう、他のふたりだって同じなはずだ。近いうちにまた、よさそうな場所を見つけて、燻製やホイル焼きを試すつもりなんだろう。

　それはきっと、とても楽しいことで──。

　思い出にも残りそうな、素敵なことに違いなかった。




　しかし。

　わずか数時間後、俺たちを待っていたのは──。




「逃がすなーっ！　追えっ！　追ええっ！」

「ゲーッヘッヘッ！　捕まえちゃうぞぉ！」

「ほらほら、かわいいお尻が見えているぜぇ!!」

　あれだけ和やかに夕食を取っていた俺たちは、今、夜の森を全力で駆けていた。

　それはなぜか？　もちろん、俺たちが間抜けだったからだ。どうやらここは山賊の縄張りだったらしく、そのことにも気づかず火を焚いていたせいで、辺り一帯にすっかり包囲網を敷かれてしまっていたんだ。

　寝入りばなの奇襲は何とかしのいだが──。

　なぜだ、なぜこうなる──。

「ひええっ!?　あいつら、弓まで撃ってきた!?」

「毒とかあったらまずいなあ」

「んなのん気なこと言ってる場合かよ！　げ、撃退しようぜ！」

「まだ加減が分からないよ。ほら、急ごう」

「お、俺は、貧弱な魔法職……！」

　四方八方に野蛮な声、そして隣からは溺れるような喘ぎ声を感じ、俺はたまらず目をつむった。

　野宿が推奨されないファンタジー世界。宿や小屋の多さは、すなわち、悪漢どもの夜襲を防ぐ意味もあったのだ。

　それを身をもって知りながら、ついでに石や矢を叩き落としながら、

（前言撤回……！）

　やっぱり野宿なんて、ろくなものじゃないなと悟っていた。
















カバー・口絵・本文イラスト／かにビーム
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